
    
      
        
      
    

  











本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　パーン！

　かわいた音が、ろう下に響ひびく。

　僕はそれが、一いっ瞬しゅんなんの音だかわからなかった。

　筋肉質の硬かたい体が、僕をかばうように覆おおいかぶさりながら、倒たおれこむ。

　その衝しょう撃げきに背中をうった僕は、呼吸が苦しくなる。

　いったいなにが……。

　顔をあげると目の前には、素す直なおに言葉にする気はないけれど、一いっ緒しょにいるとどこか安心できる「あの人」がいる。

　──ポタッ。

　僕の頰ほおに、なにかの水すい滴てきがたれる。

　反射的に、頰を手でこする。

　無造作に、僕はその自分の手を見て、息を止める。

　僕の手の甲こうは、真っ赤に染まっていた。

　──血だ。

　やっと、頭が追いついた。今、なにが起きたかを。




「兄さん!!」




　僕は悲鳴のように、さけんだ。







[image: ]




「ふぁ～あ……」

　僕は朝起きると、眠ねむい目をこすりながら、リビングにむかう。

　リビングに入ると、ふわっと、料理の香こうばしいいい匂においがする。

　その匂いで、少しばかり目が覚める。

「おはよう、父さん」

　僕は、キッチンにいる父の怜れい二じにむかって、あいさつする。

「圭けい一いち郎ろう、おはよう。今、朝ご飯ができるところだから、先にこのサラダを持って行ってくれ」

　キッチンにいる、父さんがフライパンに目をやったままで、あいさつを返してくる。

　朝は見慣れた、ワイシャツとスラックスの上にエプロンをつけた姿だ。

「うん」

　僕は、まだ寝ねぼけた頭でうなずくと、サラダの盛りつけられたお皿をダイニングテーブルに運ぶ。

　どうにも朝は弱くて、頭が働かない。

　中学に入って、少しばかり学校が遠くなったせいで、10分早く起きるだけなのに、まるで１時間早く起きている気分だ。

　父さんが、目玉焼きとベーコンを焼いた料理をのせたお皿を、両手に持ってやってくる。

　チン、とトーストが焼けて、僕と父さんはそれぞれに、あつあつの食パンを手に取る。

「「いただきます」」

　僕と父さんが、ダイニングテーブルのイスにすわると、両手をあわせてから食事を始める。

　うちには、母さんがいない。

　ずっと昔、僕が物心つく前に離り婚こんしたそうだ。

　僕の記き憶おくにも、おぼろげにしか、残ってないんだけどね。

　だから、いわゆる父子家庭っていうのだけど、あんまり特別な気はしていない。

　だって、ずっとそうだったんだから。

　これが、僕にとっての普ふ通つうだし。

　朝食をすませると、僕は部屋にもどって学校に行く支し度たくをすませる。

　ちらりと時計を見ると、７時半をまわったところ。

　うん。いつもどおり。

「圭一郎、行ってくる。ゴミ出し頼たのんだからな」

　父さんの声が、リビングのほうから聞こえてくる。

「わかった！」

　僕は返事をして、リビングをのぞく。

　父さんはジャケットを着たスーツ姿で、玄げん関かんのほうにむかっている。

「いってらっしゃい」

「行ってきます」

　父さんは、僕のほうをふり返って言うと、出かけて行った。

　それから10分ほどして、僕も戸と締じまりの確かく認にんをしてから、ゴミ袋ぶくろをつかむ。

　よし。大だい丈じょう夫ぶ。

　カバンを持って、外に出る。

　ゴミ袋を、近くの集積場に捨てて、僕は中学校へゆっくりと歩き出す。

　街はまだ急ぐ会社員や学生の姿があるぐらいで、静かだ。

　その中を歩くのが好きで、この時間に起きているのもあるかもしれない。

　そんなふうにして……。

　僕──藤ふじ白しろ圭一郎の１日は始まる。
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　中学校に着いたのは、８時過ぎ。

　学校は遠くで部活の練習らしきかけ声はきこえるけど、基本的には昼間とはちがった静けさがある。

　僕はうわばきにはきかえて、教室にむかう。

　１年１組。

　プレートにそう書かれた教室に入る。

　だれもまだ来ていない。

　これもいつもどおり。

　この静かな教室も、好きだ。苦手な早起きをしてよかったと、また考える。

　僕は、窓ぎわの自分の席にすわると、カバンから本を取り出して、読み始める。

　10分ほど経たっただろうか。

　ガラガラ、と教室のドアが元気よく開く。

　ちらりとそちらに視線をむけると、クラスメイトの黄瀬きなせ美み緒おさんが入ってくるところだった。

「おはよう、藤ふじ白しろくん。あいかわらず早いね」

　黄瀬さんは、僕と目が合うと、笑え顔がおでそう言った。

　自分で言うのもなんだけど、愛あい想そのいいほうじゃない僕に、こんな風に気軽にあいさつしてくるクラスメイトの女子は、黄瀬さんぐらいだ。

　男子でなら、話す友達がいないわけではないけれど。

　まだ１年生の５月だっていうことを差し引いても、僕は友達が多いほうではないし。

「おはよう」

　僕は、短くあいさつする。

　黄瀬さんは、背せ丈たけは僕より少しだけ大きく、髪かみ型がたはハーフアップにまとめてある。

　目がぱっちりとしていて、活動的な雰ふん囲い気きをまとってる。

　とびっきりの美少女というわけではないけど、親しみやすくて、しっかり者で……かわいいとも思う。

　黄瀬さんは、僕のとなりの席にカバンをおくと、僕のほうを見た。

「今日は、なにを読んでるの？」

　小首をかしげて、黄瀬さんがきいてくる。

「電子工学の本」

　僕は、カバーをかけていない本の背表紙を、黄瀬さんにむける。

「むむぅ……でんしこうがく？　藤白くんってむずかしい本が好きだよねー。昨日は、りょうしぶつりがく？の本だったし、その前は、ぽあんかれよそう？とかいう本だったし」

　黄瀬さんは、ピンとこなかったのか、あまり本には興味がそそられなかったという顔をしてる。

　その割には、本のタイトルはよく覚えているけれど。

「好きというか、興味があるだけ」

　僕は答える。

　言ってしまってから、ぶっきらぼうすぎたかな、と少し気になる。

　僕は小学校のときも友達が多くなかったし、まして女子となると話した機会は多くない。

　うちは母さんがいないから、女の人と話すことがなくて、どうにも慣れないんだよな。

「そういうのを、好きって言うと思うんだけどね」

　黄瀬さんが、笑ってる。

　どうやら、僕に愛想がないことは、気にならないらしい。

「それじゃあ、わたしはクラス委員の仕事があるから、行くね」

　黄瀬さんが、カバンを持って席を立つ。

　彼女がこんなに早くに学校に来ているのは、学級委員長としての仕事があるかららしい。

　僕なら、そんな面めん倒どうそうな仕事は引き受けないけれど、黄瀬さんはまだクラスに知らない顔も多い中、立候補して、すんなりと決まった。

　もともと、学級委員をやるつもりだったのかもしれない。

　たしかに、僕に話しかけることといい、世話焼きで気やすいところがあるし。

　僕は、そんな黄瀬さんが席から離はなれるのを見て、ふと視線がそのカバンに行く。

「黄瀬さん、ストップ」

　僕はよび止める。

「なに？」

　黄瀬さんは、その場で首だけひねって、僕を見る。

「カバンから、チェーンが見えてる」

　僕は、黄瀬さんのカバンを指さす。

　カバンの中から、銀色の細い鎖くさりが垂れ下がっている。

「あ、まずっ！　ありがとう、藤白くん！　先生に見つかったら、取りあげられるところだったよ」

　黄瀬さんは、あわてたように、鎖をカバンの奥に丁てい寧ねいにしまう。

　意外だけど、アクセサリーだろうか。

　黄瀬さんは、規則に厳格っていうわけでもないけど、アクセサリーを隠かくして持ってくるタイプにも、見えなかったけど。

　どちらにせよ、僕には関係ない。

　こうやって、ときどき話す程度のクラスメイトなんだし。

「ほんとにありがとね！」

　黄瀬さんは、教室のドアのところで、もう一度お礼を言って、教室を出ていく。

　僕は静かになった教室で、読書を再開する。

　そうして、さらに10分ぐらい経っただろうか。

　ふと、小さなざわめきがきこえるのに、気づいて、僕は読書を止やめた。

　教室にクラスメイトが、ぽつりぽつりとやってきている。

　僕は本をカバンにしまって、ノートを開いて勉強をしているふりをする。

「おはよう、藤白」

「いつもはやいな」

「おはよ。そんなに早く、よく起きられるな」

　登校してきたクラスメイトの男子が声をかけてくるのに、僕は適当に返事をする。

　友達と呼んでいいのか、微び妙みょうなところという関係だ。

　一いっ緒しょにいれば話すし、お昼を食べたりもするけど、学校が終わってまで遊びに行くほどじゃない。

　友達付き合いに疎うとい僕には、そのあたりの判断に、今一つ自信がないけれど。

　この友達未満の男子たちには、電子工学とかの、黄瀬さんの言う「むずかしそうな本」を読んでいるところは見せないようにしてる。

　そんな本を読んでいれば、クラスで目立つだろうし、その目立ち方はいいものじゃないだろう、と考えたから。

　自分が、人とちょっと……いや、だいぶちがうかもしれない、と僕はうすうす感じている。

　そんなことを言うと、格好つけているように思うかもしれないけど、少し成績が良いだけなら尊敬されても、切れすぎるのは、必ずしも歓かん迎げいされるものじゃない。

　そのことを、僕はこれまでの人生で何度も味わっている。

　黄瀬さんにだけは、入学したてのころ、こんなに早く教室に来る生徒がいるとは思っていなかったから、油断して見られてしまった。

　とくに態度を変えることもなく、ほかの女子に僕のことを話したりもしていないらしいから、気にしないですんでいる。

　だれもが黄瀬さんと同じだったらいいけれど……。

　そんなことを考えつつ、僕はなんとなく男子たちの会話の輪の中に入って、ほどほどに相づちを打ったり、適当に話をしたりした。

　そんな自分を、冷静に俯ふ瞰かんする自分のことを、感じている。

　なんだか僕は、擬ぎ態たいしているみたいだって。

　自分だけが、この教室の仲間としてふさわしくないのに、ウソをついて交ざっているかのような、そんな違い和わ感かん。

　いや。そんなことない。

　僕だって、ただの中学１年生だ。特別なんかじゃない。

　今みたいなことを思っているって、黄瀬さんに言ったら、

　────藤白くんは自意識過か剰じょうだね。

　って、きっと笑われるな。
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　授業もすべて終わり、放課後になると、教室があわただしくなる。

　早く帰宅しようとする生徒や、部活にむかう生徒などで、一気にさわがしくなる。

　僕は、カバンに荷物をまとめる。

　残念ながら、僕には今のところ、一いっ緒しょに帰るような仲がいい相手がいない。

　だから、１人で教室を出る。

　でも、それでよかったのかもしれない。

　ドアの近くのクラスメイトや、ろう下にいる他ほかのクラスの１年生が、浮うき足立ってざわめている。

　そのクラスメイトや１年生の視線を追って……僕はそっとため息をつく。

　みんなの視線の先が、１人の男子生徒にむかっていることを確かく認にんしたからだ。

「よっ、圭けい一いち郎ろう！」

　僕がろう下に出たところで、すぐに、その男子生徒が、声をかけてくる。

　体格はがっしりとしていて、精せい悍かんで整った顔立ちは、学校中を探しても、ほかにはいないはずだ。

　髪かみは短めで、体格からいってもスポーツをしているらしい雰ふん囲い気きは、運動音おん痴ちの僕にも伝わってくる。

　体格から、ひと目で上級生だとわかる、その男子生徒に、僕はむきなおる。

「紅こう月づき先せん輩ぱい」
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　僕は、うんざりしながらその名前を呼ぶ。

「なんだ、反応が冷たくないか!?」

　大おお柄がらの男子──紅月先輩は、僕の言葉にショックを受けたような表情をしてる。

「冷たくないですよ。毎日のように、放課後に現れては、意味もなく声をかけられたら、少しは慣れてきます」

　僕は、冷めた目で紅月先輩を見る。

　まだ５月の半ばだというのに、この３年生の紅月翼つばさ先輩と知り合いになったのは、なぜかこうして毎日声をかけられるからだ。

　初めは、中学の入学式が終わって帰ろうとしたときだった。

　紅月先輩は、突とつ然ぜん、僕の前に現れて、こう言ったんだ。

「おまえ、藤ふじ白しろ圭一郎だよな？　おれは紅月翼、３年だ。よろしくな」

　今と変わらない、気やすい口調の紅月先輩に、僕は一いっ瞬しゅんどう反応していいのか、迷った。

「よろしく、お願いします……？」

　結局は、疑問形になりながら返事をすると、紅月先輩はまぶしいような笑えみをうかべた。

　そして、じゃあな、と言って去って行った。

　記き憶おく力は人よりもいいほうだが、その顔にはまったく見覚えがなかった。

　紅月先輩の様子からも、僕のことを知っているふうでもない。

　名前を確認してきたぐらいだし。

　だから、最初は部活の勧かん誘ゆうかとも思ったけど、僕は紅月先輩とちがって、入学式直後に勧誘されるような、目立った特とく徴ちょうは持ちあわせていない。

　まちがっても、スポーツがむいている、なんて思われるような体格はしてない。

　見るからに苦手だと思われるほうだし、実際その通りだ。

　それなのに。

　入学式から今日まで、学校がある日は毎日、紅月先輩は放課後すぐに、僕のクラスにやってくる。

　そして、僕とあいさつをして、たいした会話もせずに帰っていくことのくり返し。

　３年生の先輩が、毎日あいさつをしにくる１年生。

　僕のような性格で、その状じょう況きょうが楽しいはずもない。

　僕だって、それを放置していたわけじゃない。

　入学式から１週間ぐらいしたころに、きいてみたんだ。

「いいかげん、そろそろ用事を言ってくれませんか。毎日、教室に来られて迷めい惑わくなんです」

「用事？　とくにないぞ、圭一郎と話がしたいだけだ」

「ヒマなんですか」

「ヒマではないな」

　──なにを考えているのか、さっぱりわからない。

　本当になんの用事もないのか、疑わしいけれど、本当になにも言ってくる様子がないのだから、どうしようもない。

　それとも、ただの先輩の気まぐれなのか。

　だとしたら、僕のささやかな日常を邪じゃ魔ましないでもらいたいけど。

「おーい、圭一郎。無視するなよ」

　紅月先輩の声に、僕はふと我に返る。

　思い出していたら、紅月先輩のことをほうっていたみたいだ。べつにほうっておいても、いいのだけど。

「いえ。別のことを考えていました」

「おれが目の前にいるのにか!?　やっぱり冷たいだろ！　まあいいけど。でも、声をかけるぐらい、いいだろ？」

「それは、先輩がただの先輩なら」

　本当にただの先輩なら、ここまで冷たく接してない。

「圭一郎にとっては、ただの先輩だろ？」

「あらゆる運動部の助っ人とを頼たのまれて、正規部員よりも活かつ躍やくしている、学校の有名人は〝ただの先輩〟じゃないです」

　僕はそう言って、ため息をつく。

　そうなのだ。

　紅月先輩は、この学校の〝超ちょう〟有名人と言っていい。

　すでに紅月先輩と、ついでに僕を見て、ひそひそと話す１年生が、あちらこちらにいる。

　入学から１ヵ月そこそこで、すでに１年生からも、十分に知られている先輩だっていうことだ。

　その視線のほとんどが、僕ではなく紅月先輩にむかっていることは、救いだけど。

　毎日、目立たないようにしているのに、こんなことで学校生活をむずかしくしたくない。

　そんなことを考えているところに、教室から黄瀬きなせさんが出てくる。

　手には、プリントの束を持っている。

「あ、藤白くん。よかった。今日中に提出のプリントがあって、まだ提出されてな……」

　黄瀬さんは言いかけて、僕の目の前にいる、紅月先輩を見て、言葉を止めた。

　いや。言葉だけでなく、動きも止まってる。

　どうしたんだ？

　僕が怪け訝げんに思って、黄瀬さんに声をかけようと思った瞬しゅん間かん、黄瀬さんの顔が、リンゴみたいに真っ赤にそまる。

「な、な、な……」

　黄瀬さんは、言葉にならないことを、つぶやいてる。

「お、圭一郎のクラスメイトか？」

　紅月先輩が、黄瀬さんのほうを見る。

「あ、えっ……」

　黄瀬さんは、なにかを言いかけてから、僕の後ろに隠かくれてしまう。

「ど、どうしたの、黄瀬さん」

　僕は、首を後ろにひねって、黄瀬さんに声をかける。
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　いつもの黄瀬さんらしくない。

　というか、見る影かげもないというか……。

「ご、ごめん。ちょっとこうさせてて……」

　か細い声で、黄瀬さんが答える。

　よくわからないけど、黄瀬さんの力が、思いのほか強くて、引きはがせそうもない。

　そうじゃなくても、無理やりに引きはがすつもりはないけど。

　僕は、紅月先輩のほうをむく。

「ということなので、紅月先輩はお帰り下さい」

「どういうことだよ！　……ま、今日も圭一郎と話ができたし、いいか」

　紅月先輩は、口調では怒おこったふうでも、表情はぜんぜん怒っている様子はない。

　後こう輩はいに冷たくあしらわれたら、少しはムッとしそうなものだけど、ずいぶんと心が広い人だよな、とは思う。

「それじゃあな、圭一郎。それと、黄瀬さん」

　紅月先輩は、あっさりと僕の意見を聞き入れると、後ろをむいて、右手をひらひらとふりながら、ろう下を去っていく。

　まったく、嵐あらしのような先輩だ。

　その先輩に、つきまとわれている後輩の気持ちも、少しは理解してほしい。

「紅月先輩は行ったけど」

　僕は、後ろに隠れている黄瀬さんに言う。

「あ、うん……ありがと」

　黄瀬さんは、恥はずかしそうにしながら、僕からはなれる。

　う～ん……。

　これはアレかな。

　さっきは、すぐに気がつかなかったけど、そういうことだよな。

　黄瀬さんは、紅月先輩のことが好きなんだろう。

　にぶい僕でも、さすがに気づく。

「藤白くんは……こ、紅月先輩と、知り合いなの？」

　黄瀬さんがきいてくる。

　そう言えば、黄瀬さんはいつも放課後は、委員の仕事があるとかで、すぐに教室を出ることが多かったっけ。

　僕が紅月先輩といるところを、見たのが、初めてだったらしい。

「いや、知り合いというか、知り合いにさせられたというか」

　僕は、なんと表現していいのか困る。

　僕自身も、どうして紅月先輩と知り合いになっているのか、よくわかってないんだから。

　知り合いといわれれば、そうなのかもしれないけど、どういう関係なのか説明するのが難しい。

　……というか、僕のほうが、説明を求めたいぐらいだ。

「そうなんだ……。あっ、藤白くん。プリントのことなんだけど」

　黄瀬さんは腑ふに落ちない顔をしてたけど、しょうがない。

　それでなのか、自分の仕事を思い出したらしく、話が最初の用件にもどる。

「ああ、そうだったっけ。ごめん、教室においたままだったかも」

　僕は、教室にもどる。

　紅月先輩については、これ以上は考えるのはムダな気がするので、やめておきたい。

　それに、僕は紅月先輩みたいな、スポーツマンで社交的な人は、正直苦手だ。

　僕が、運動音痴だからっていうのもあるけど、話が合う気がしない。

　でも……どうせまた明日あしたもくるんだろうなぁ。

　僕はそう思って、肩かたをすくめると、大きくため息をついた。
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　今日は午前授業だったから、一度家に帰ってから、僕は出かけることにした。

　家にいても、今日はなにかする気にならなかったし、街をぶらぶらするのは嫌きらいじゃない。

　最初は図書館にむかったけれど、運悪く休館日だった。

　しかたなく、駅近くの書店にむかう。

　駅前は、さすがに人通りが多くて、ざわめいている。

　いつもより、ちょっと浮うき足立っている感じがするけど、気のせいだろうか。

　そんなことを考えつつ、書店の中に入る。

　書店に入ってしまえば、話し声もまばらで、静かだ。

　僕はコンピュータ・プログラミングの本の棚たなに行き、何冊か手に取って、パラパラと中身を見る。

　このあたりの書店においてあるのは、入門書的な本ばかりなので、書いてある内容は、すでに僕の頭の中にも入っている。

　それでも、こうやって本をながめているだけで楽しいから不思議だ。

　もっと高度な本となると、電車で20分ほど行った大きな街に行くか、ネット書店で取り寄せるかになる。

　ネット書店で取り寄せると、中身を確かく認にんできないから、本当にほしい内容のときしか使わない。

　また、来月のお小こ遣づかいが入ったら、大きな書店に行ってみよう。

　興味深い本が入っているかもしれないし。

　そんなふうに、ぶらぶらしてから外に出る。

　１時間ぐらい、書店にいたらしい。

　それでなにも買わなかったから、申し訳ない気持ちになる。

　でも、今月のお小遣いは、すでにほとんど使い果たしていて、無む駄だ遣づかいはできないから、しょうがない。

「……近くで強ごう盗とう事件があるなんて、本当に怖こわいわね！」

「そうそう！　駅の反対側の貴金属店でしょ。早く犯人をつかまえてほしいわ」

　少し歩いたところで、道の端はしでおばさん２人が、大きな声で話しているのが、きこえてくる。

　…………強盗事件？

　駅の反対側の貴金属店というと、あそこかな。

　僕とは縁えんがない場所だから、あまりはっきり覚えているわけではないけど、そういう店があったのは、記き憶おくにある。

　あの店が、強盗に襲おそわれた？

　そこまで考えて、ふと数日前の新聞の地方版で、となりの市で貴金属店を狙ねらった強盗事件が立て続けに起きている、という記事を読んだことを思い出す。

　あの強盗グループが、この街にやってきたのだろうか。

　気になる話だけど、僕には関係ないか。

　いずれ逮たい捕ほされるだろうし。

　駅前の大型モニターでは、ニュース番組が流れていた。

　キャスターが解説者と会話している。

『あと２週間で、環かん境きょう国際会議が始まりますね。この会議は、世界１３０ヵ国の代表が集まる、大規模な国際会議となっています。この会議に合わせて、初めて使われることになる、〇×県に新設された国際会議場にも注目が集まっており……』

　そういえば、県内で国際会議があるんだっけ。

　場所も、割とここから近いんだけど、同じ市内っていうわけではないから、街をゆく人も他人ひと事ごとっていう雰ふん囲い気きだけど。

　ただ、会議の警備のために、人員が割さかれているせいで、強盗事件の捜そう査さが遅おくれているっていうことはあるのかも。

　駅前を通りすぎ、住宅街をぶらぶらと歩く。

　さわがしかった駅前とちがい、このあたりは昼間でも人がまばらに歩いている程度で、ずいぶんと静かだ。

　腕うで時ど計けいを見ると、午後３時。

　少し早いけど、家に帰ろうか。

　そんなことを考えていると、小さな公園が見えてくる。

　砂場と鉄棒があるぐらいで、遊具もあまりない殺風景な公園だけど、幼よう稚ち園えんぐらいの子どもが、ボールを蹴けって遊んでいる。

　ベンチでは、母親らしき女の人たちが、おしゃべりをしていた。

　……ん？

　僕は公園脇わきの道路に、目を止める。

　下をむいたまま、ゆっくりと歩く人ひと影かげがある。

　というか、あれは黄瀬きなせさんだ。

　黄瀬さんは、地面を食い入るように見み渡わたしながら、前も見ずに歩いている。

　挙動不ふ審しんというか、めちゃくちゃあやしいんだけど。

　ベンチにすわる女の人たちも、たまにチラチラと黄瀬さんに視線をむけているし。

「黄瀬さん？」

　僕は近づいていって、おそるおそる声をかける。

「あ……藤ふじ白しろくん……」

　黄瀬さんが、顔をあげると、泣きそうな声で僕の名をよぶ。

「どうかしたの？」

　僕は、黄瀬さんを落ちつかせるように、優やさしい口調を心がけて、たずねる。

「…………」

　黄瀬さんは、迷ったような表情で、なにも言わない。

　う～ん……黄瀬さんが嫌いやがっているなら、首を突つっ込むべきじゃないけど。

　たぶん、これはそういう迷いじゃない……と思う。

　そう判断して、僕から話を切り出す。

「落とし物でもした？　たとえば、この間の朝に見た、チェーンのついたアクセサリーとか」

「えっ、どうしてわかったの!?」

　黄瀬さんは、目を見開いて、おどろいた顔をしてる。

　そんなに、おどろかれるようなことじゃないんだけど。

　黄瀬さんが、校則違い反はんまでして持ってきていたアクセサリーが、ただおしゃれのためだったとは思えない。

　なにか、お守りのような、個人的に大切なものである可能性が高い。

　そして、今の黄瀬さんの挙動不審な様子が、地面に落ちた物を捜さがしているのだと、すぐにわかった。

　とはいえ、これだって〝可能性が高い〟というだけで、べつに確信があったわけじゃない。

「なんとなく、そう思っただけだよ」

　僕は、言葉をにごす。

　こんなことまで考えていたと知られたら、気味悪がられるかもしれない。

　ちょっとした情報を僕に与あたえたら、秘密が暴あばかれる、と思われてしまうかもしれない。

　小学生のとき、似たようなことで失敗して以来、なるべく、推測を口に出さないようにしている。

　でも、今は緊きん急きゅう事態だと思って、つい口に出してしまった。

　実際には、僕は超ちょう能のう力りょく者じゃないし、ただ、予測をたてることしかできないんだけど……。

「なんとなく……そうなんだ。でも、当たりだよ」

　黄瀬さんは、僕の推測が当たっても、気味悪がる様子はない。

　ほっと息をつく。

「じつはわたし、いつもカバンに、指輪のついたネックレスを入れていたの。アクセサリーを持っていくのが、校則違反だっていうのはわかってる。でも、その指輪は亡なくなったおばあちゃんからもらったもので、お守りにしてたの。なくさないように、チェーンをつけて。もちろん、学校では人がいる前では取り出さなかったし。でも、ただカバンに入ってるだけで、安心できる気がして……」

　黄瀬さんは説明すると、言葉をつまらせる。

　だいたい、推測したとおりか。

　ここからは、黄瀬さんに直接、確認する必要がある。

「それが今日帰ったら、見当たらなかった？」

「うん。気づいたのは今日の朝だったんだ。チェーンから、指輪だけはずれていて……」

　チェーンごとなくなっていたなら、もう少し早く気づけたかもしれない。

　だけど、指輪だけとなると、チェーンを見て、指輪はついていると誤解してしまったんだろう。

「最後に、指輪を見たのはいつ？」

「え～と……昨日の学校の帰りだよ。昨日は先生に用事を頼たのまれて、帰りがおそくなっちゃったんだ。夜の７時ぐらいで、暗くて心細いから、学校を出る前に、こっそり指輪をたしかめたのが最後だよ」

　黄瀬さんは、説明する。

「じゃあ、昨日のその帰り道に、なにか変わったことはなかった？」

「変わったこと？」

　黄瀬さんは、思い出すように、あごに指をあてながら言った。
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「それが……ここらへんで、むかいから走ってくる人とぶつかって倒たおれそうになったんだ。急いでいるみたいで、ぶつかってきた人から『邪じゃ魔まだ！』って怒ど鳴なられて。その人はそのまま走って行っちゃったんだけど」

「ひどいな。でも、それでわかった。その人とぶつかったのが、このあたりなのか」

　僕は言って、あたりを見まわす。

「どうしてわかるの!?　まだわたし、説明してないのに」

　黄瀬さんが、またおどろく。

　今日は、黄瀬さんをおどろかせてばかりだ。

　でも、むずかしい話じゃない。

「学校からの帰り道に落としたと思っているなら、もっと広い範はん囲いを捜すはずだろう。でも、黄瀬さんはこのあたりを、ゆっくりと歩いて捜してた。家までの通学路を全部捜そうと思ったら、そんなにゆっくりはしないだろうと、思っただけ」

「へえ～……藤白くんって、なんだか探たん偵ていみたいだね」

　黄瀬さんは、目を丸くしてから、少しだけ笑え顔がおを見せてくれる。

「いや。これぐらいは、だれでも気づくって」

　あんまり、期待されるとこまる。

　それに黄瀬さんに、僕が人とはちがうと思われたくもない。

　せっかく、クラスで話せる数少ない１人だし。

「警察には、もう届けたの？」

「うん、さっき手続きしてきた。でも、あんまり期待できなそうな感じで……」

　黄瀬さんは、警察の対応が思っていたものとちがったのか、しょんぼりとしている。

　だいたい、想像はつく。

　警察に落とし物をした人は、山ほどくるだろう。

　落とし物をした人は、遺失届出書を警察に出すわけだけど、当然ながら、その届出も、ものすごい数になる。

　となると、警察は１つ１つを丁てい寧ねいに、捜してくれたりはしない。

　落とし物として届けられれば、照合して、落とし主が登録されているかどうか確認するぐらいだ。

　これが駅や空港、ショッピングモールなど、落とした場所が交通や商業施し設せつなら、それぞれの施設に、届けられている可能性もなくはない。

　拾った人が良心的な人なら、見つかる場合もあるだろう。

　だけど、公道の場合は警察に頼たよるしかない。

「じゃあ、このあたりを重点的に捜してみようか」

　僕は、さっき黄瀬さんが捜していた地面に、視線をむける。

「えっ、藤白くんも手伝ってくれるの!?」

　黄瀬さんは、「どうして？」という顔をしてる。

　そんな顔をされても、困るんだけど……。

「ヒマしてたところだし、こまってるクラスメイトをおいていくほどの用事は、そうそうないよ」

　僕は素す直なおに、理由を答える。

「ありがとう！　藤白くん」

　黄瀬さんは笑顔になって、お礼を言う。

　さっきまでの泣き出しそうな顔より、そっちの顔のほうが、よっぽどいい。

　僕はそう思いつつ、黄瀬さんから、携けい帯たい電でん話わのカメラで撮とった指輪の画像を、僕の携帯電話に送ってもらう。

　僕と黄瀬さんは手分けして、範囲を少し広げて、捜すことにする。

　地面を見渡しながら、指輪がないかどうか、確認する。

　木の葉などで隠かくれていないかどうか、近くに落ちていた木の枝を使って、丁寧に捜していく。

　そうやって捜しながら、僕は頭の中では、別のことを考えていた。

　さっき聞いた、黄瀬さんからの話。

　──気がかりなことがある。

　可能性の１つでしかないけど、もしそれが当たっていたら、面めん倒どうなことになるかもしれない。

　そうでないことを、祈いのっているけど。

　僕はそう思いながら、今は指輪捜しに集中することにした。
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「藤ふじ白しろくん、これどうぞ」

　黄瀬きなせさんが、ペットボトルに入っているお茶を、わたしてくれる。

「ありがとう。いくらだった？」

　僕はきく。

　僕と黄瀬さんは、公園のベンチにすわっていた。

　あれから１時間ほど捜さがしたけど、見つからなかったから、休きゅう憩けいすることにしたんだ。

　黄瀬さんは、近くの自じ動どう販はん売ばい機きで、飲み物を買いに行ってくれていたところ。

「ううん、いいよ。捜すのを手伝ってくれたお礼だから」

　黄瀬さんは、首を横にふる。

「いや、そういうわけには…………わかった。ありがたく受けとっておくよ。ありがとう黄瀬さん」

　僕は断ろうとしたけど、黄瀬さんの表情を見てあきらめた。

　あの表情は、絶対に僕からお金を受けとる気はないという顔だ。

　ここで、そんなことで、もめていてもしょうがない。

　素す直なおに、おごられることにする。

「それで、これからどうする？」

　僕は、お茶のペットボトルで喉のどをうるおしてから、黄瀬さんにきく。

「今日は捜すのはあきらめるよ。そろそろ暗くなって、地面も見えにくくなってくるだろうし」

　黄瀬さんが言わなかったら、僕から提案していたところだ。

　まだ陽ひはあるけれど、それでもあと30分もすれば、効率はかなり下がる。

「そのほうがいいと思う。また声をかけてよ。捜すのを手伝うから」

　……それに僕のある推測が、もし当たっていたなら、黄瀬さんを、暗い中、このあたりでうろうろさせたくない。

「ありがとう、藤白くん。……なんだか、教室とイメージがちがって、おどろいちゃったよ」

　黄瀬さんは、いたずらっぽい笑えみをうかべて、僕のことを見る。

「イメージ？」

「あ、ごめん！　気を悪くしないでね。藤白くんって、もっと冷めた人なのかなって思ってたから」

　黄瀬さんは、あわてたように言う。

「まちがってないよ。冷めてると自分でも思うし」

　僕は、自分が情が深いとか、優やさしい人間だとは思ってない。

　合理的な考え方をするたちだし、小学校のときには、それを元に行動して「冷たい」と言われたこともある。

　だから、理り屈くつで考えている様子を、なるべく人に見せないように気をつけてるんだけど。

　どうも、黄瀬さんには、最初に隠かくせなかったせいか、素すが出てしまうところがあるかも。

「冷めてる人は、クラスメイトに、ここまで手伝ってくれたりしないよ」

　黄瀬さんが、優しい口調で、僕の言葉を否定する。

「そうかな？」

　そんなことは、言われたことがないし。

「そうだよ」

　黄瀬さんは言って、立ちあがる。

「そろそろわたし、帰るね。お母さんが、心配しちゃう」

「うん、また明日あした、学校で」

「朝の学校でだね。今日は本当にありがとう。バイバイ」

　黄瀬さんは手をふって、公園を出ていく。

　その後ろ姿を見送ってから、僕はベンチにすわったまま、思考をめぐらす。

　指輪捜しをしている間は、考えないようにしていたことだ。

　黄瀬さんと僕で１時間も捜しても、指輪は結局、見つからなかった。

　それが、どういう意味を持つのか。

　可能性は、いくつかある。

　黄瀬さんもうすうす考えているかもしれないけれど……指輪が、地面に落ちたはずみで、排はい水すい溝こうなどに落ちてしまった可能性。

　この場合、見つけ出すのは難しい。

　または、指輪をなくした場所が、ここではなくて別の場所だった場合。

　つまり見当ちがいの場所を捜していたから、見つからなかっただけだとか。

　この間、僕がカバンからはみ出たチェーンに目をとめたように、うっかりすることもあるようだから、可能性としてはなくもない。

　でもこれも、黄瀬さんの性格や、これまでにきいた話から推測すると、そんなに出し入れしていたわけでもないし、カバンに入れていたなら、そうそう失くすものじゃない。

　あとは、だれかが意図的に盗ぬすんだ可能性。

　これは限りなく少ない。

　アクセサリーは校則で禁止されているし、クラス委員の黄瀬さんなら、友達にも、指輪を持ってきていることは話さないはず。

　それに、夕方遅おそい時間の学校で、黄瀬さんは最後に指輪を確かく認にんしている。

　それからは他ほかの生徒と会っていないはずだから、盗まれる可能性のある時間がない。

　となると……。

　──もう１つ可能性がある。

　一番嫌いやな可能性だ。

　この可能性には、黄瀬さんはまったく思い当たっている様子がない。だから、僕もあえて質問はしなかった。

　公園前の道でぶつかった男が、なにかをひろう動きをしなかったかどうか。

　もし、この質問をしてしまったら、黄瀬さんは、その男を捜そうとするかもしれない。

　僕が考える通りなら……それは一番まずい展開だ。

「……そうなる前に、どうにかしたほうがいいよな」

　僕は、だれもいなくなった公園で、１人ぽつりとつぶやいた。
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　次の日の学校。

　黄瀬さんは、いつもどおり過ごしているように、見える。

　授業を受けているときも普ふ通つうだし、休み時間にクラスメイトと話しているときも明るい。

　だけど、僕の目には、それがどこか無理しているように見える。

　たぶん、気のせいじゃない。

　僕は、友達は少ないけれど、そのぶん人間観察はしてきたほうだ。

　黄瀬さんが、時間が経たてば指輪のことをあきらめて気持ちを切り替かえる、という可能性も考えていたけど、そういうことはなさそうだ。

　となると……ほうっておく、という選せん択たく肢しはなくなったか。

　国語の授業中、芥あくた川がわ龍りゅう之の介すけの『蜘く蛛もの糸』の朗読を、頭の片かた隅すみで聞きながら、僕は自分の推測を整理する。

　考えなくてはならないのは、昨日立てた推測の中で、一番嫌な可能性。

　──それは、黄瀬さんがぶつかった相手が、「強ごう盗とう犯」だった場合だ。

　通りすがりにおばさんたちがウワサしていた、あの事件だ。

　あれから新聞やネットニュースで調べたところ、黄瀬さんが指輪を失くしたのと同じ日、同じぐらいの時刻に、駅近くの貴金属店で強盗事件が起きている。

　強盗事件が起きたのは、夜の７時ごろ。

　シャッターを下ろして、閉店作業をしている店に裏口から、強盗たちは入ってきたらしい。

　そして、残っていた店長をおどして警報器を切らせ、宝石や高級アクセサリーなどが飾かざられているケースを、叩たたき割って奪うばっていったという。

　店長の証言と防犯カメラの映像では、犯人は複数人で、奪った貴金属類を持って逃とう亡ぼう。

　いまだに捕つかまっていない。

　貴金属店からの逃とう走そうルートとして、公園の前の道は、十分にありえる。

　もちろん、かなり突とっ飛ぴな推測なのはわかっている。

　だから、排水溝に落ちた可能性も考えてみた。

　けれど、昨日黄瀬さんがよく捜していたのは、排水溝からは遠く、しかもほんのわずかに傾けい斜しゃがあった。

　おそらく、あそこがぶつかった場所なのだろう。指輪が排水溝まで転がっていく可能性は低い。

　となると、ぶつかった男が持ち去った可能性が、また高くなる。

　拾ったのが、ふつうの人だったなら、まだ問題が少ない。

　親切な人なら警察に届けるだろうし、よくない人でも、気に入って自分のものにしてしまう可能性くらいだ。

　でも、その可能性は低いだろう。亡なくなったおばあちゃんがくれたというなら、一目でだれかの気に入る最新のデザインということもあまりないだろう。

　そのほか、貴金属の買い取り店に売ってしまうことも、あり得る。

　そう思って、昨日のうちに、近きん隣りんの買い取り店を調べてみた。けれど、それらしい指輪は見つからなかった。

　そうして可能性をつぶしていくと、別の可能性が高まってくる。

　ぶつかった相手がなにかを落としたとして、それを、ためらいもなく拾う理由とはなにか。

　それは、ぶつかった本人が、同じようなものを落としたからだ。

　そして、同じ時刻に貴金属店での強盗事件。

　偶ぐう然ぜんで片づけるほうが、難しい。

「……やっぱり、そっち方面を調べるしかないか」

　僕は、持っていたシャープペンシルをくるりと指の上でまわし、これからどう調べるか、そのことを考え始めた。
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　放課後、僕はいつものようにやってきた紅こう月づき先せん輩ぱいを、適当にあしらってから、駅前にむかった。

「ここか」

　着いたのは、強ごう盗とう事件があった貴金属店。

　まだ、警察の捜そう査さが続いているらしく、店の前には黄色い規制線がはられていて、制服姿の警官が２人ほど立っている。

　足を止めて、ものめずらしそうに見る人がけっこういるから、僕が足を止めて店のほうを見ていても、警官もなにも言わない。

　規制線を越こえなければ、注意はされないらしい。

　でも、僕の興味があるのは、この貴金属店の中じゃない。

　そのまま、僕は駅前を通り過ぎ、住宅街に入っていく。

　昨日、黄瀬きなせさんと指輪を捜さがした公園までやってくる。

　普ふ通つうに歩いても15分といったところか。走ったら、その半分以下ですむはずだ。

　今日は、黄瀬さんは指輪を捜しにきていない。

　学級委員の仕事があるから、捜しに行けないと、黄瀬さん本人からきいている。

　だから、僕は公園の前で立ち止まって考える。

　頭の中に思いうかべているのは、このあたり一帯の地図だ。

　昨日のうちに、ネットで調べて、周辺の地図は頭に入っている。

「……貴金属店で強盗をした犯人たちは、バラバラに逃とう走そうした。車を使わなかったのは、駅前まわりに多い、防犯カメラを避さけたからだろう。車なら道路を走る以上、防犯カメラに映らないことは難しい。だが、走って逃にげるなら、防犯カメラの位置を前もって調べておけば、避けて逃げることができる。そして、ニュースを読む限り、今回の犯行で、防犯カメラの映像に犯人が映ったのは、貴金属店内だけ。その手口は、となりの市で貴金属店が強盗されたときと、同じものだ。同一犯と考えて、まずまちがいない」

　僕は、ぶつぶつとつぶやきながら、考えをまとめていく。

　だが、もしここで黄瀬さんがぶつかったのが、強盗犯であるなら。

　犯人たちは初めて、逃走ルートの一部を人に明かしてしまったことになる。

　だからこそ、推測であっても、早くに動く必要がある。

　手がかりになりかねない黄瀬さんが、強盗犯に狙ねらわれないとも限らない。

　まして、黄瀬さんは指輪を捜して、このあたりを歩きまわっている。

　このまま捜し続けていたら、強盗犯が積極的に手を出すつもりはなくても、黄瀬さんから相手の手中に飛びこんでいくことに、ならないとも限らない。

　僕の考えがまちがっていたなら、それが一番いい。だけど、僕にはそう思えない。

「……問題は、ここが逃走ルートなら、ここからさらにどこへむかったかだが……」

　僕は、頭の中の地図を探さぐる。

　人目につかないところ。もしくは、見知らぬ人間の出入りが増えても気にならないところ。

　強盗犯たちは、そういう場所にむかったはずだ。

　そうなると住宅街は、ほぼあり得ない。

　他人に無関心な人が増えたとはいえ、あやしい人間が出入りすれば、目につくことには変わらない。

「そうなると、ここから住宅街を抜ぬけた場所か……」

　僕は頭の中で、地図の範はん囲いを広げる。

　そして、ゆっくりと公園から、犯人の逃走ルートをトレースしながら、歩き出した。
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　どれぐらい歩いただろうか。

　気がつくと、いつの間にかあたりが、暗くなっていた。

　携けい帯たい電でん話わの時計を見ると、時間は夜の７時をまわっている。

　いつの間にか、２時間も経たっていたらしい。

　足が重たいわけだ。

　今、僕がいるのは、大きな通りからはなれた、飲食店とビルの間にある細い路地。

　ここを抜けると、強盗犯が行きそうな場所が……。

「──おい、てめえ！　ここでなにしてやがる！」

　いきなりの怒ど声せいに、おどろきながら顔をあげると、正面から、いかにも不良といった高校生らしき男たち３人が、近づいてくる。

「ちょっと道に迷ってしまって」

　僕は視線は不良にむけたまま、あいまいに笑って、そう答える。

　ゴテゴテの趣しゅ味みの悪い柄がらをしたジャンパーに、ボロボロになったジーンズ姿。

　着る人によっては、おしゃれにもなるのかもしれないけど、どう見ても目の前の男たちは、そうは見えない。

　……この３人の不良は、強盗事件と関係があるだろうか。

　僕は冷静に考える。

　だけど、今の情報だけでは、どうも結論は出そうにない。

　関係があるにしてもないにしても、今この状じょう況きょうから僕が無傷で逃げ出す方法が少ないのが、一番の問題だ。

　走って逃げるという方法が考えられるけど、自じ慢まんじゃないが僕の足は遅おそい。

　追いつかれる自信のほうが、あるぐらいだ。

　となると、大声で助けを呼ぶ、というのが、一番助かる可能性が高いか。

「道に迷っただぁ？　それなら案内してやるよ。きっちり礼を払はらってもらうけどな」

　不良の男の１人が、ニヤニヤとした笑いをうかべる。

　それを見て、僕は叫さけぶことを決断する。

　息を吸い込み、声をはりあげようとした瞬しゅん間かん──

「おまえら、なにしてる？　おれもまぜろよ」

　不意に声が、不良の男たちの後ろからする。

　建物の影かげになって、あとから現れた男の顔が見えない。

　仲間？　さらに状況が悪化し……。

　僕がそう考えたのと同時に、

「ぐはっ！」

　不良の１人が吹ふっ飛んで、壁かべにたたきつけられる。

「てめえ！　なにもんだ！」

　残った不良の１人が、怒いかりに顔を赤く染めて、あとから現れた男にむかって怒ど鳴なる。

　雲間からの月明かりで、あとから現れた男の顔が見える。

　いや……正確には顔の部分が見えた。

　男は、しっかりと目だし帽ぼうをかぶっていて、目と口の部分しか出てない。

　ものすごく怪あやしい……だけど。

「はっ！」

　目だし帽の男が、気合いの声とともに不良との間合いを詰つめる。

　まるで、瞬間移動したかのように。

「ごほっ！」

「がはっ！」

　１人はボディに、もう１人は、手のひらであごを突つきあげられて、２人とも地面に倒たおれこむ。
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　あっという間の出来事で、僕は少し距きょ離りをおいて見ていたのに、それでも、その動きがなんとか見えたぐらい。

　目の前でやられたら、目だし帽の男の動きなんて、見えなかったにちがいない。

　不良たちが動かないのを確かく認にんすると、目だし帽の男が無言で、僕のほうに歩いてくる。

　ドクンドクン、と心臓の鼓こ動どうが速くなる。

　不良３人をあっという間に、倒してしまうような人間を、僕がどうにかできるわけがない。

　逃げようがない。ただ……。

「──なにしてるんですか、紅月先輩」

　僕は、目だし帽の男にむけて、あきれた顔で声をかける。

「ちょ！　せっかく変装したのに、なんでばれてんだよ！」

　あわてたように言って、目だし帽をぬぐと、そこに現れたのは、やはり紅月先輩の顔だ。

「動きを見ればわかります。前に、先輩が空手の試合に出たときの動画データを調べたことがあるので」

　僕は、当然とばかりに答える。

「なんで、そんなことしてるんだよ！」

「入学式から毎日つきまとわれていたら、先輩が何者なのか調べようとするのは、当たり前だと思いますが？」

　調べた結果、運動神経が万ばん能のうすぎるほど抜ばつ群ぐんなのがわかったけど、疑問も増えた。

　球技はまだしも、格かく闘とう技ぎに類するものだと、全国レベルの相手にも「手加減してる」と思えるほどの余よ裕ゆうが感じられる動きをしていたから。

　それでいて、どんな格闘技やスポーツも、専門で取り組もうとしない。

　何者なのか、想像しようがない謎なぞの人物ということで、棚たな上あげにしておくしかなかった。

　まあ、今の動きだけで、素す顔がおを見なくても推測できた──というのは80％ぐらいの確率でしかなかったんだけど。

　格闘技の素人しろうとの僕が、完全に動きを把は握あくできるわけじゃないし。

　だから、紅月先輩じゃない可能性もあったわけで、外していなくてよかった。

「……そ、そうか」

　紅月先輩は、なぜか落ちこんだような顔をしてる。

　どうかしたのだろうか。

「いや、まあいい。とにかく今は、ここをはなれるぞ。こいつらの仲間がきたりしたら、面めん倒どうだ」

　紅月先輩は、気を取り直した様子で、僕に言う。

「それには賛成です」

　僕はうなずく。

　完全に気を失った様子の不良たちからは、情報は得られそうにないし、ここにいても危険が増すだけだろう。

　ただ、やっておきたいこともある。

　僕は不良の１人に近づいて、そっと細工をほどこす。

「なにしてるんだ？　行くぞ」

　紅月先輩が、僕の少し前に出て、先導するように小走りで、大きな通りがあるほうにむかう。

　僕も紅月先輩に遅おくれないようにしながら、考える。

　紅月先輩のおかげで、無事ですんだけれど、疑問はまだ残るよな。

　そう思いつつ、僕は前を行く、紅月先輩の背中をじっと見つめた。
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　５分ほど小走りで走って、人通りのある大きな通りに出る。

　ここまでくれば、不良も追ってこないはずだ。

「助かりました。ありがとうございます、先せん輩ぱい」

　僕は頭を下げて、紅こう月づき先輩にお礼を言う。

「いや。たいしたことはしてないが」

　紅月先輩は気まずそうに、ぎこちなく答える。

「……でも、どうしてあの場にいたんですか？」

「ぎくっ！」

　紅月先輩は、わかりやすいぐらい、反応をしめす。

　やっぱりか……。

「…………僕を、つけてましたね？」

　難しい推理じゃない。ここにくるまでの間、紅月先輩がどうして現れたのか考えたら、それ以外の可能性が低かっただけの話だ。

「い、いや、たまたまあそこに居合わせただけだ。偶ぐう然ぜんってやつだ！」

　紅月先輩は、あせったように言う。

　そんな理由で、押し切るつもりらしい。

　でも、助けられたのは事実だし、今は紅月先輩のことを問い詰つめてる場合でもない。

「まあいいです。助かったのは事実ですし、感謝しています。それじゃ」

　僕は、紅月先輩に背中をむけて、歩き出そうとする。

「ちょっと待った！」

　そんな僕を、紅月先輩が止める。

「なんですか？」

　僕は足を止めて、ふり返る。

「……困っていることがあるなら、手を貸す。人手がいるんじゃないのか？　さっきのとおり、おれはそれなりに動けるつもりだが」

　紅月先輩が、さっきまでのうろたえた様子とは打って変わって、真しん剣けんな顔つきで見つめてくる。

　うっ……。

　僕の前では、いつも笑え顔がおでいることが多いから、その迫はく力りょくに、思わず僕は言葉が詰まる。

　だけど、たしかに紅月先輩の言うとおりだ。

　不良３人を倒たおした、紅月先輩の動き。あれは、ただ者じゃなかった。

　もし黄瀬きなせさんの指輪を取りもどすなら、紅月先輩が手伝ってくれれば、採れる手段が、だいぶ増やせる。

　でも、事がことだ。そう簡単に巻きこむわけには……。

「勇気と無む謀ぼうを、はきちがえるなよ、圭けい一いち郎ろう」

　僕が断ろうと口を開く前に、紅月先輩が言う。

「え？」

「おまえに足りない部分は、力を貸すって言ってるんだ。ありがたく受けておくのが後こう輩はいってやつだろ？」

　紅月先輩は、いつの間にか僕の横にきていて、よく鍛きたえられた腕うでを僕の首にかける。

　これは紅月先輩は、無理やりにでも関かかわってくるつもりだ。

　断っても……ムダだろうな。

　紅月先輩のしつこさは、この１ヵ月強で、いやというほど理解している。

「……わかりました。力を貸してください。でもこれは危険があるから、いつ断ってくれても……」

「断らない」

　紅月先輩が、僕が言い終わる前に、断言する。

　あまりにきっぱりとした言い方に、僕はあっけにとられる。

　この先輩は、どうして僕に、ここまで関わろうとするんだろうか。

「今日は夜もおそい。家族も心配するだろ。明日あしたの放課後、圭一郎の家で作戦会議をするっていうのはどうだ？」

　たしかに、関わってもらうなら、落ち着いて説明をしなくちゃいけない。

　どこかの店でっていうわけにもいかないから、僕の家がちょうどいいか。

「それでいいです」

　僕はうなずく。

　父さんの帰宅は、夜おそい。

　もし知られたとしても、学校の先輩を家にあげたというだけだし、父さんは問題にもしないはず。

「なら、決まりだ。じゃあ、また明日な」

　紅月先輩が、僕の首から腕をどかすと、軽く肩かたをたたいて、はなれる。

「なんだか色々とうやむやにされましたけど、わかりました。明日お願いします」

　僕は言って、今度こそ紅月先輩と別れて、歩き出す。

　１人で歩きながら、考える。

　紅月先輩は、なにを考えて協力するなんて、言ってきたのか。

　正直に言って、紅月先輩の行動や理由が、読めない。

　しかも、僕に対する信しん頼らいすら感じる。

　どんな理由で、僕にかまって、信頼すらできるんだろう？

　やはり紅月先輩は、謎なぞだ。

　でも……。

　強ごう盗とう犯相手にして、僕１人では、採れる方法が限られすぎていた。

　でも、紅月先輩が加われば、もっと、積極的に動くことも可能だ。

　なにより、黄瀬さんが、事件とのかかわりに気づく前に、終わらせたい。

　僕は頭の中で、紅月先輩を加えた強盗犯を探し当てる方法のシミュレートを始める。

　……どうにか、なるかもしれない。

　僕はわずかに口の端はしをあげて笑うと、帰り道をいそいだ。
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　キーンコーンカーンコーン。

　チャイムが鳴って、放課後になる。

　僕が教室を出ると、すでに紅こう月づき先せん輩ぱいが待っていた。

「よぉ、圭けい一いち郎ろう」

　いつものように、声をかけてくる。

　いつもなら、ここで少し会話して終わりだけれど、今日はちがう。

「行きますよ」

　僕はそっけなく言って、すぐに靴くつ箱ばこにあるほうにむかって、歩き出す。

「おい、おいてくなよ」

　紅月先輩が、あわてたように追いかけてくる。

　僕と紅月先輩の歩ほ幅はばの差なら、すぐに追いつけるのだから、おいてかれる心配なんてないだろうに。

　ろう下にいる１年生の生徒が、僕の横を歩く紅月先輩を見て、目を丸くしているけど、今は気にしている場合じゃない。

　靴にはきかえて校門の前まで行くと、生徒が校門のあたりで歩く速度をゆるめて、なにかを見ているのがわかる。

　なんだろう？　疑問に思いつつ、僕と紅月先輩も校門を通りぬける。

「……待ちくたびれたよ、お兄ちゃん」

　女の子の声に、僕は足を止める。

　校門によりかかるようにして、小学校４～５年生ぐらいの女の子が、立っている。

　茶色がかった髪かみに、目はくりっとしているけど、飄ひょう々ひょうとした雰ふん囲い気きをまとっている。

　ガムをきれいに、ふくらませている姿が、妙みょうに似合ってる。
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　その視線の先にいるのは……。

「これでも、いそいだほうだぞ」

　紅月先輩が、その女の子に答えている。

「紅月先輩。知り合いですか？」

　最初の一言で想像はついていたけど、念のためにたずねる。

「ああ、おれの妹だ」

「初めまして。圭一郎お兄さん。わたしは紅月美み華か子こ、小学４年生です。今日はよろしくお願いします」

　紅月先輩の妹──美華子ちゃんは、ぺこりと頭を下げてから、興味深そうに僕に視線をむけてくる。

　紅月先輩より、よっぽど礼れい儀ぎ正ただしい。

　それにしても、今日はよろしくって……先輩？

　僕は、紅月先輩のほうをジロリと見る。

「いやあ、悪いな圭一郎。圭一郎の家に行くって話をしたら、一いっ緒しょに行きたいって駄だ々だをこねるから、ここで待ち合わせることにしたんだよ」

「なに勝手なことをしてるんですか……」

　これから話すのは、危険をともなう話だ。

　そんなことに、小学生の妹を巻きこむつもりなのだろうか。

　それに、紅月先輩の家で、僕はいったいどういう存在なんだろう。

　妹さんに知られてるのもおどろきだけど、駄々をこねるほどって、意味がわからない。

「美華子は大だい丈じょう夫ぶだから、心配いらない」

　紅月先輩が、自信ありげに言う。

　なにが大丈夫なんだか。

　だけど、ここで美華子ちゃんを１人で帰らせようとしても、納なっ得とくしないか。

　紅月先輩が説得する気はなさそうだし、校門前でこれ以上、立ち止まって話していると、通りかかる生徒の視線が、だいぶ痛い。

「……わかりました。とにかく、行きましょう」

　歩き出した僕のあとを、紅月先輩と美華子ちゃんが、なぜかうれしそうについてくる。

　それにしても、あんまり似てない兄きょう妹だいだな。

　……いや。雰囲気というか、性格は似てるような気がする。

　この目立つ校門の前で、ずっと待ってたぐらいだし。

　ふつうなら、中学生の集団からじろじろと見られて、萎い縮しゅくしていてもおかしくないところを、ガムをふくらませながら待ってるなんて、よっぽどいい性格をしている証しょう拠こだろう。

　そうして、僕たちは、自宅のあるマンションに、帰ってくる。

「ここが圭一郎の家か」

「すごいね！　お兄ちゃん」

　マンションの部屋の玄げん関かん前で、紅月兄妹が、変へん哲てつのないドアを見て、興奮したように話している。

　どこに、そんなうれしがる要素が、あるんだろうか。

　疑問に思いつつも、僕はドアを開ける。

「２人とも、どうぞ」

　僕は、紅月先輩と美華子ちゃんを、家に招き入れる。

　リビングに行ってから、２人にはそこで待っていてもらい、僕は自室で制服を着き替がえる。

　本当なら、これから紅月先輩と、宝石強ごう盗とう犯の話をするはずだったのだけど、美華子ちゃんがいてできるんだろうか。

　どうも、紅月先輩と美華子ちゃんのペースに、流されたような気がする。

　僕は、自分がこんなに流されやすいタイプだとは、思っていなかったんだけど。

　いや。紅月先輩たちがおかしいんだと思う。そう思いたい。

　問題は、僕と紅月先輩が話している間、美華子ちゃんをどうするかだけど、お菓か子しでも出して、食べながら遊んでいてもらうしかないか。

　連れてきてしまった以上、そのことを悔くいていてもしょうがない。

　僕はそう判断して、自分の部屋からリビングにむかう。

「こっちにきてください。僕の部屋で話しましょう」

　リビング内をキョロキョロしていた紅月兄妹が、目を輝かがやかせて僕の部屋のほうにやってくる。

「おおっ！　ここが圭一郎の部屋なんだな！」

　紅月先輩は、なぜか感動したように、ドアの前で声をあげる。

「近きん所じょ迷めい惑わくだから、大声を出さないでください」

　僕は、ジト目で紅月先輩を見る。

「す、すまん……つい興奮して」

　だから、なんで僕の部屋にくることに、興奮するんですか。

　そう質問したかったけど、話がそれそうだから、やめておく。

　それに、考えるだけムダな質問な気がしたから。

　紅月先輩のとなりにいる、美華子ちゃんまで目をキラキラさせて、僕の部屋をのぞいてるし。

　僕の部屋は、お世辞にも片づいているほうじゃない。雑然としてる。

　壁かべぎわにある本ほん棚だなには、理系の専門書ばかりが並んでいる。それも、大学生が読むようなものばかりだけど、たぶん紅月先輩なら気がつかないだろう。

　そして、部屋のすみには、ブルーシートをしいて、その上にパソコンのパーツや、機械をばらした部品が積んである。

　みんなジャンク品などで、安く手に入れてきたものばかりだ。

「あの機械の山はなんだ？」

　紅月先輩も、すぐに気がついたらしく、きいてくる。

「パソコンとか機械のパーツです。パソコンを自作すると、安くすむので」

　自分の思ったとおりのパソコンが作れるし、スペックの高いパソコンを、メーカー品で買おうと思ったら、何十万円もかかるけど、自作で組み立てる分には、５分の１以下ですむ。

「知ってます！　机におくようなパソコンは、自分でも組み立てられるんですよね？」

　美華子ちゃんが、いつの間にか僕のとなりにきていて、人ひと懐なつっこくきいてくる。

　うっ……。

　兄きょう弟だいもいないし、子どもに懐なつかれるような性格もしてないから、こういうときの対応に困る。

「……そうだけど、僕のは少しちがって、これなんだ」

　僕は、美華子ちゃんの言葉を否定するのに、心苦しさを感じつつ、テーブルにおいたままだった、ノートパソコンを手に取る。

　このノートパソコンは、僕が自作したものだ。

　一いっ般ぱん的な自作のパソコンは、大型のデスクトップだけど、それだと持ち運びができない。

　持ち運びができるサイズで、しかも僕が望むほど処理能力の高いパソコンは、既き製せい品ひんではほとんど売っていないのだ。

「ノートパソコンを、自作したんですか!?」

　美華子ちゃんは、おどろいた顔で、僕の自作した小型ノートパソコンを、まじまじと見ている。

　そのことにおどろけるっていうだけでも、美華子ちゃんがだいぶコンピュータにくわしいことがわかる。

　紅月先輩なんか、さっきから顔に？マークがうかんでいる。

「そんなたいしたことじゃないけど……買ってきたジャンク品のパーツを組み合わせただけだし」

　ジャンク品というのは、中古品店などで、動かなくなったパソコンや、壊こわれたパソコンをばらした部品などを、格安で売っているもの。

　最新のものはないけど、掘ほり起こせば使えるものはけっこうあるから、よくチェックしてる。

「それって、十分すごいです！」

　美華子ちゃんは、力をこめて僕に言う。

「そうなのか？　美華子」

　紅月先輩が、ピンとこない顔をしつつ、美華子ちゃんにきく。

「そうだよ、お兄ちゃん。普ふ通つうは中学生が、こんな小型のノートパソコンを自作したりなんて、できないんだから！」

「なるほど。よくわからないが、圭一郎はすごいってことだな！」

　美華子ちゃんの熱心な説明を、紅月先輩は一言で片づける。

「お兄ちゃんは、大ざっぱすぎだよ！」

　美華子ちゃんが怒おこっているけど、紅月先輩は笑っていて、ぜんぜんきいてない。

　本当に仲がいい兄妹なんだな。

　２人の会話しているところを見ていると、自然とそう感じる。

　ただ、今はほほえましい兄妹を、ながめている場合じゃない。

「僕のパソコンのことはいいから、本題に入りませんか、先輩」

　もともとの目的を思い出してもらうために、僕は強ごう引いんに話題を変える。

「お、おおっ、そうだったな」

　今、本気で忘れてませんでしたか？

　そんな雰囲気の、返事の仕方だったんですが。

　中央に折り畳たたみのちゃぶ台をおいて、それを囲むように座ざ布ぶ団とんにすわる。

　僕と紅月先輩が、むかい合ってすわると、当然のように美華子ちゃんが僕の左どなりにすわった。

「え～と……これからお兄さんと大事な話をするから、美華子ちゃんは、むこうの部屋にお菓子を用意するから、そっちで待っててもらえる？」

　傷つけないように気をつけながら、僕は、美華子ちゃんに言う。

　さすがに、これから話すことに、自分より年下の女の子を巻きこむつもりはない。

　だけど……。

「いやです。わたしも、お手伝いします！」

　美華子ちゃんが、はっきりとことわる。

　座布団にしがみつくように、ギュッとにぎっている。

　これは、素す直なおに言うことをきいてくれそうにないな。

「先輩もなにか言ってくださいよ」

　僕は言って、紅月先輩に視線を送る。

「ん？　なにか問題があるのか？」

　紅月先輩は、なんの話だという顔つきで、僕を見返す。

　こ～の～先輩は！

「危険なのは、昨日の件でわかってるはずです。妹さんを巻きこむべきじゃないのは当然でしょう」

　僕は紅月先輩の近くによって、声をひそめて言う。

「ああ、それなら心配するな。美華子は、圭一郎よりも、よっぽど危機に対応できる」

　紅月先輩は、断言する。

「そういう問題じゃ……」

　紅月先輩は、妹が心配じゃないんだろうか。

「大丈夫だ。おれが保証する」

　紅月先輩は、念を押すように、僕をじっと見つめてくる。

　たしかに、ウソをついてるとか、妹が危険な目にあってもいいと思っている人の目じゃない。

　そもそも、紅月先輩がそういう人ではないのは、ここ１ヵ月半、つきまとわれたことで、なんとなくわかってきてる。

　兄が許可しているなら、これ以上、僕がなにか言うのもムダなのか……。

「それじゃあ、美華子ちゃんもそのままきいてもらいます。まずは、どういう経けい緯いで昨日のようなことになったのか、そのことから説明します」

　僕は、説得をあきらめて、話を進めることにする。

　さすがに話をきけば、紅月先輩も美華子ちゃんを巻きこむことを、あきらめるにちがいない。

　今回のことは、それぐらいやっかいで、それでも解決しなくちゃいけない問題なんだから。
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　一通り事情を説明し終えるのに、30分ほどかかった。

　黄瀬きなせさんのことから始まり、貴金属店の強ごう盗とう事件、逃とう走そうルートや黄瀬さんの指輪の行ゆく方えについての、僕の推測も。

　すべて話し終えてから、僕がキッチンから持ってきた麦茶で、喉のどをうるおしていると、紅こう月づき先せん輩ぱいが口を開く。

「なるほどな」

　紅月先輩は１つうなずき、続けて言う。

「ようするに、宝石強盗犯を、一いち網もう打だ尽じんにすればいいってことだな」

　……本当にこの先輩は、僕の話のなにをきいていたんだろうか。

　いや、きいていたのは強盗犯という言葉から、わかるけど。

〝万引き犯をつかまえる〟とか、そういうレベルの話じゃない。

　強盗は重犯罪だ。

　そして緻ち密みつに計画された犯行。犯罪者の集団だ。

　それを、ただの中学生がどうこうするっていうのが、どれだけ無む茶ちゃな話か。危険なことか。

　自分で何度もシミュレートしたから、よくわかっている。

　成功する確率は、10％ぐらいだ。

　紅月先輩が加わったとして、10％プラスされて、20％といったところ。

　そのこともふくめて、きっちり説明したつもりだったんだけど。

「そう簡単にはいかないですよ。相手は複数の大人だし、武器を持ってる可能性だって高い。そもそも、黄瀬さんの指輪を持っているのが強盗犯かどうかの確証もない」

　僕は、念を押すために、はっきりと言う。

「でも、圭けい一いち郎ろうは確信してるんだろ？」

　紅月先輩は、話のポイントはそこだけだ、と言わんばかりの顔をしてきいてくる。

「それは……そうです」

　僕はうなずく。

　確信してなかったら、こんなことに他人を巻きこもうなんて、思わない。

「なら問題ない。荒あら事ごとなら、心配いらないぜ。おれたちにまかせとけ」

「おまかせだよ！」

　紅月先輩も、美み華か子こちゃんも、怖おじ気づくどころか、乗り気になっている。

　……というか、どうして美華子ちゃんまで、参加するかのように話しているんだろう。まるで遠足の計画みたいに。

　ダメだ……頭が痛くなってきた……。
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　紅月先輩を頼たよったのは、まちがいだったかもしれない。不安しか感じない。

「それで？　圭一郎のことだ。無策なんてことはないんだろ？」

　話を先に進めよう、とばかりに、紅月先輩がうながしてくる。

　とにかく、今は話を進めるしかない。

「もちろんです。作戦はあります。だけど、それでも勝算が高いとは、とても言えない」

「圭一郎は、勝算をどれぐらいと見積もっているんだ？」

「それは……紅月先輩が手伝ってくれる前提で、20％です」

　僕は、断られることを覚かく悟ごしながら伝える。

　ここで降りると言われても、止められない。

　でも、成功確率について伝えないまま、協力させるわけにはいかない。それは、フェアじゃない。

「なるほどな」

　紅月先輩がうなずく。

　僕は息をのんで、次の紅月先輩の言葉を待つ。

「それだけあれば十分だ」

　紅月先輩が、笑えみをうかべる。

「……え？　手伝ってくれるんですか？　たった20％ですよ」

　あっさりとうなずく紅月先輩が信じられず、聞き返す。

「最初から、そう言ってるだろ」

「でも……」

「確率が20％なら、その20％を引き当てればいい。それだけのことだ」

　どうして、紅月先輩が、こんなに自信満々でいられるのか、不思議でしょうがない。

　でも、この人が、学校で人気がある理由が、あらためてわかった気がする。

　いつだって前をむいてる。それが人を惹ひきつけるんだと思う。

　なら、僕も腹をくくって、前をむこう。

「なら、本題に入ります」

　僕は、表情を引き締しめて、紅月先輩を見る。

「具体的な作戦ですが、まずはこれを見てください」

　僕はそう言って、ノートパソコンの画面を見せながら、作戦の説明を始めた。
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　僕は、薄うす暗ぐらい道を、１人で歩いていた。

　住宅街を抜ぬけた先。

　この間、不良にからまれた路地の、さらに先にある場所に、僕はいた。

　視線を、正面にむけると、そこには大きな倉庫が建っているのが見える。

　僕は、倉庫が見える位置までくると、いったん立ち止まって、物もの陰かげに隠かくれる。

　ここ数日の調査で、この倉庫まで、たどりついた。

　まずは、紅こう月づき先せん輩ぱいが倒たおした不良の１人の、ズボンにしかけておいた細工。

　あれは、小型の発信機をつけておいたんだけど、うまく機能してくれたおかげで、不良の足取りを追い続けることができた。

　その発信機が、よく出入りしていたのが、この倉庫だ。

　それで、倉庫近くの防犯カメラを確かく認にんしてみたところ、不良以外にもあやしい大人たちも出入りしていることがわかった。

　出入りしている男の１人を、紅月先輩が尾び行こうして、いくつかの宝石を持っているのも確認している。

　これだけ状じょう況きょう証しょう拠こがそろえば、宝石強ごう盗とう犯の根城はここだと思って、ほぼまちがいない。

　あとは、どう攻せめるかだ。

　僕は、腕うで時ど計けいで時間を確認する。

　夜７時ちょうど。まわりは、日が落ちてかなり暗くなっている。

　作戦の開始時刻だ。

　僕は、つばをごくりと飲み込んで、物陰から出た。

　ゆっくりと、倉庫にむかって歩き出す。

　倉庫の正面は、鉄製のスライド式の横扉とびらがついているけど、今は開け放たれている。

　出入りのたびに開け閉めするのが、面めん倒どうだからだろう。

　そのかわりに、門の左右に、不良らしき格好をした男が１人ずつ、立っている。

　門衛といったところか。

　すぐに不良たちは、僕のことが目に入ったらしく、怪け訝げんそうな顔つきで、こちらを見ている。

　だけど、僕は気にせずに、進んでいく。

「おい、なんだおまえは！」

　不良の１人が、低い声で怒ど鳴なりつけてくる。

　最初から、険悪というより、敵とみなしているかのような様子だ。

　僕は、足が止まりそうになりつつも、グッと我が慢まんして、そのまま不良たちに近づいていく。

「止まれ！　きこえねえのか！」

　もう１人の不良が怒鳴り、僕のほうに１歩踏ふみ出してくる。

　その瞬しゅん間かん──

　闇やみにまぎれて、突とつ然ぜん、不良の背後に人ひと影かげが現れる。

「ぐ、ぐうっ！」

　間かん髪はつを容いれずに、人影が、男を後ろから締しめ落とす。

「……へ？」

　反対側にいた不良は、なにが起きたかわからないというように、あっけにとられている。

　一いっ瞬しゅんの後には、人影は、その不良の背後に移動していた。

「がはっ！」

　首筋に手刀が決まり、不良が地面にくずれ落ちていく。

　倒れこんだまま、動く様子はない。

　それを見て、僕はほっと息をつく。

「うまくいったな、圭けい一いち郎ろう」

　人影が、そう言いながら、月明かりが当たる場所まで出てくる。

　言うまでもなく、紅月先輩だ。

　僕が正面で門衛２人の気を引いて、その間に、後ろをとった紅月先輩が、気絶させる。

　そういう作戦をたてたのは僕自身だけど、それが必要な作戦だったかは、今は疑問だ。

　紅月先輩なら、正面からむかっていっても、不良２人ぐらいはあっさり気絶させられそうだ。ここまでとは、想像していなかった。

　それでも、どんな門衛がいるかわからなかった以上、保険をかけておく必要があった。

　ここが、強盗犯の根城なら、なおさらだ。

「圭一郎の作戦のおかげで、楽に倒せたな。警けい戒かいしてる人間の後ろに立つのは、それなりに危険だからな」

　紅月先輩は、気絶させた不良２人を、後ろ手にして、手早くロープで縛しばりあげながら言ってくる。

　武術に関しては、素人しろうとだからわからないけれど、僕の作戦が役に立ったのなら、よしとしよう。

「なんだ、てめえら！」

　不意に怒ど声せいが、僕の背後からきこえてくる。

　ふり返ると、気絶させた男と同じような不良の男が、こっちにむかって走ってきてる。

　どうやら、どこかから倉庫に、もどってきたところらしい。

　まずい！　タイミングが悪すぎる。

　僕には、不良を相手にするような能力なんてない。

　だからといって、紅月先輩とは、少し距きょ離りがある。

　今すぐに紅月先輩が動き出しても、走ってくる不良のほうが、早く僕のところにたどりつく。

　瞬しゅん時じにそんなことを考えているうちに、不良が目の前まで迫せまっていた。

　不良が、腕うでをふりかぶる。

　僕はとっさに、両りょう腕うでを交差して顔をかばう。

　次にくるだろう、衝しょう撃げきに備えるが…………あれ？

　目を開けると、殴なぐりかかろうとしていた不良が、前のめりに倒れていくところだった。

　いったい、なにが……。

「……ダメですよ、圭一郎お兄さん。油断したら」

　不良が倒れたむこう側に立っていたのは、美み華か子こちゃんだ。

　手には、スタンガンを持っている。

　そのスタンガンをあびて、不良は地面に倒れこんで気絶していた。

[image: ]

「美華子ちゃん……ついてこないって約束じゃ……」

　作戦については、しかたなく話したけれど、今回の作戦に美華子ちゃんは組み込んでいない。

　美華子ちゃんは、すごく不満そうだったけど、そのことに関して、僕はゆずらなかったんだ。

　なのに、どうして……？

「こっそり、ついていこうと思ったのに、いきなり圭一郎お兄さんがピンチだったから……つい」

　美華子ちゃんは、てへ、という顔で、かわいく舌を出す。

　つい、って……!?

　なんでわざわざ危険な場所に、ついてきちゃうんだよ！

　僕は、自分で始めたことだし、紅月先輩には武術の腕もある。それに、協力してくれることには何度も念押しをした。

　でも、美華子ちゃんは、紅月先輩の妹だっていうだけの繫つながりしかない。

　それに、こんなに華きゃ奢しゃな女の子なのに……。

　言いたいことは、山ほどあったけれど、見事に助けてもらった以上、ここにいることを怒おこるわけにもいかない。

「ありがとう。助かったよ、美華子ちゃん」

「ほらな？　だから、美華子も連れていこうって言ったんだよ」

　紅月先輩が、どや顔をして胸を張る。

　妹が心配じゃないのだろうか、この兄は。

　でも、美華子ちゃんが、僕よりよっぽど強そうなのは、たしかだ……。

　不良の後ろに、美華子ちゃんがいることに、僕はまったく気がつかなかった。

　あのタイミングで、不良にスタンガンを当てられたってことは、気配を消して忍しのび寄っていたってことだろう。

　そんなこと、ただの小学４年生にできることじゃない。

　それでも……。

「本当なら、美華子ちゃんには今からでも、立ち去ってもらいたいぐらいなんだけど……」

「え～！　ひどいですよ、圭一郎お兄さん！　せっかくここまできたのに！」

　美華子ちゃんが、頰ほおをふくらます。

　そうなんだよな。

　ここまで来てしまっている。

　ここから、美華子ちゃんを１人で帰すのも、危険だ。

　さっきみたいに、倉庫に帰ってくる人間と出くわすなんてことも、起こりうるわけだし。

　それなら、一いっ緒しょにいてもらったほうが、いいのかもしれない。

　不本意だけど、正直、僕よりは戦えそうではあるし。

　この場合、僕よりも美華子ちゃんのほうが、なにかあった際に動ける可能性は高い。

　それは、さっきの動きを見ただけでも、素人の僕にもわかる。

　年下の女の子に助けられるって、どうなんだっていう気もするけど、適材適所という言葉もある。

「美華子ちゃんも一緒に連れていく。だけど、勝手な行動はなしだ。いいね？」

　僕は、美華子ちゃんに言いふくめる。

「はい！　圭一郎お兄さん」

　美華子ちゃんが、満面の笑えみでうなずく。

　どうして、危険な場所にむかうのに、そんな笑顔でいられるのだろう。

　本当に、この兄妹きょうだいのおかしなところだけど。それよりも、だ。

「ここからが、作戦がうまくいくかの分かれ目です」

　僕は、自然と自分の目が、するどくなるのがわかる。

「心配はいらない。圭一郎の考えた作戦だしな。それに……気配が集まってきてるぞ」

　紅月先輩が、倉庫の建物のほうに目をむける。

　気配？

　僕は首をかしげたけど、耳をすましてみると、いくつもの足音が近づいてくるのが、きこえた。

　どうやら、派手に動いたかいはあったらしい。

　ここまでは、作戦通りだ。

「作戦は、次のフェーズに移ります」

「了りょう解かいだ。相手は悪党。なら、遠えん慮りょせずに暴れられるってもんだな」

　紅月先輩が、猛たけ々だけしい笑みをうかべる。

　まさか、今までは遠慮して、手を抜いていたって言うんだろうか。

　いや、まさか……な。

「まかせて、圭一郎お兄さん」

　美華子ちゃんも、真面目まじめな顔になってうなずく。

　美華子ちゃんには、あまり表に立って戦ってもらうつもりはないんだけど……それは言わずにおく。

「さあ、行こう」

　僕たちは、足音が倉庫の正門に集まる前に、暗くら闇やみに姿を消した。
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　僕たちは暗くら闇やみにまぎれて、倉庫の裏手にやってきていた。

　日が落ちているせいで、正門にむかったやつらには、気づかれずに回りこめた。

　正門には監かん視しカメラがあって、様子を見られているのはわかっていたから、あそこで騒さわぎを起こせば、すぐに人が殺さっ到とうしてくると、予測していた。その通りになった。

　そして、裏口には監視カメラはないのも、事前の調査どおりだ。

　古い倉庫をそのまま使っているらしく、セキュリティがずいぶんと甘い。

　元々、強ごう盗とう犯たちにとって、倉庫は単なる根城で、外から襲おそわれる心配なんてしてないからだろう。

　裏口のドアは、普ふ段だん使わないのか、鍵かぎがかかっている。

「さて、鍵開けだな」

「鍵開けですね」

　僕が、荷物の中から鍵開け道具を取り出して、顔をあげると、同じように鍵開け道具を手にした紅こう月づき先せん輩ぱいと目が合った。

「圭けい一いち郎ろうは、この鍵、開けられるのか？」

　紅月先輩が、おどろいた顔で僕を見てる。

「先輩こそ。僕は細かい作業になれているので、これぐらいの鍵なら問題ないです」

　古いタイプの鍵だ。

　開けるのは難しくない。

「そ、そうなのか……」

　紅月先輩は、よっぽど僕が鍵開けができることが意外だったのか、まだ目を丸くしている。

「でも、紅月先輩の手先が器用だなんて、ちょっと意外ですね」

　僕は、手早くドアの鍵を開けながら言う。

　印象で判断するのはよくないけれど、紅月先輩は大ざっぱなタイプだと思っていた。

　繊せん細さいな鍵開け作業ができるとは、想像もしていなかった。

　だから、最初から鍵は、僕が開けるつもりで、準備していたんだけど。

「ま、まあちょっと映画にあこがれて、真ま似ねしてたら、できるようになったんだよ」

　紅月先輩は、あわてたように言う。

　そんなに、あわてるようなことでもないのに。

　でも、鍵開けができるなんて、言いふらすようなことでもないし、人に知られて疑われたりすることもありそうだ。そのせいかもしれない。

　無事に鍵が開いたので、ゆっくりとドアを開けてみる。

　紅月先輩が中をのぞき込んでから、僕と美み華か子こちゃんにうなずく。

　紅月先輩に続いて、倉庫の中に進む。

　すぐに見まわしたけれど、近くには人はいない。

　建物の中は、鉄骨がむき出しで、ほこりをかぶった機械や、段ボール箱がおいてある。

　この倉庫は、10年ほど前に使われなくなってから、所有者が何人も入れ替かわっている。

　今の所有者が、そのまま強盗犯というわけではないかもしれないけど、真っ当な人間でもないかもしれない。

　こんな状態になっているのに、なんの手も打たないわけだから。

　それにしても、思った以上に裏手は、がら空きだ。

　まさか、自分たちの根城が攻せめ込まれるなんて、夢にも思っていないんだろう。

　僕たちはうなずきあって、足音を殺して、奥に進む。

　紅月先輩と美華子ちゃんは、どうやっているのか、まるで足音が立たない。

　まるで忍にん者じゃだ。

　本当になにものなんだろうか、この兄妹きょうだいは。

　疑問には思ったけれど、今はそれを考えてるときじゃない。

　このまま、忍しのんで目的を達成する手もあるけど、今回はその手は使わない。

　紅月先輩を信じて、派手に暴れる作戦に決めた。

　倉庫の中央あたりまでくると、僕たちは物もの陰かげに隠かくれる。

「ここからは作戦通りに」

　僕は声をひそめて、紅月先輩に言う。

「ああ、まかせろ」

　紅月先輩が、ニヤリと笑う。

「美華子は、圭一郎についていてくれ」

「うん、わかってる」

　美華子ちゃんがうなずく。

　どうも、美華子ちゃんのほうが、戦う面に関しては信しん頼らいされているらしい。

　まあ、そのとおりだと僕も思うけど。

　僕は持ってきたリュックサックから、缶かんを取り出す。

　それを紅月先輩と、美華子ちゃんにもわたす。

「いったい、なんだってんだ！」

「あいつら、煙けむりみたいに消えちまいやがってよ！」

「今度見つけたら、ただじゃおかねえ！」

　正門に行っていたやつらが、もどってきたようだ。

　不良のほかに、大人の姿もある。

　あれが強盗犯だろうか。

　なら、作戦開始だ！

　僕は手に持った缶を、思いっきり、やつらのほうへ投げつける。

　カン　カン　プシュー！

　投げた缶は、やつらの足元に転がって、一気に白い煙を吐はき出す。

　紅月先輩と美華子ちゃんも、続けて投げる。

　２本、３本と、僕もどんどんと投げていく。

「な、なんだこれは！　ゴホゴホ！」

「おい！　どうなってる！　がああっ、目がぁ！」

「ふざけんな！　いてええええっ！」

　怒ど声せいやうめき声が飛び交かう。

　これも僕が作ったお手製の、催さい涙るいガスをまき散らす缶だ。

　倉庫内に、あっという間に催涙ガスが充じゅう満まんする。

「じゃあ、行ってくるぜ」

　紅月先輩は立ちあがる。

　その顔には、鼻と口を布できっちりと覆おおい、眼めには水泳用のゴーグルと万ばん全ぜんの対策をしてある。

　僕と美華子ちゃんも、似たような格好だ。

　美華子ちゃんの分は……なんとなく嫌いやな予感がして、余分を持ってきておいてよかったよ。

「おらぁ！」

　紅月先輩が、煙の濃こい中に突つっこんでいく。

　あんな煙の中、相手が見えるのかと思ったけれど、心配はいらないらしい。

「がはっ！」

「ぎゃああっ！」

「だれ……ゴホッ！　てめえは……ぐほっ！」

　次々に、うめき声や悲鳴のような声が、きこえてくる。

　それと一いっ緒しょに、人が倒たおれ込む音。

　紅月先輩は、暴れまくっているらしい。

　そのとき、不良が１人、催涙ガスを抜ぬけ出してくるのが見えた。

　咳せき込んでいる不良と、僕の目が、運悪く合う。

「てめえらか！」

　不良が、鬼おにの形相に変わって、突っ込んでくる。

　や、やばいっ！　なにか道具は……？

　リュックサックの中を探さぐるが、なにも見当たらない。

　ふととなりを見ると、さっきまでそこにいた美華子ちゃんの姿がなかった。

　体勢を低くして、不良の間近に迫せまったかと思うと、足を引っかけて不良を転ばせる。

「甘いよ」

　そのまま、地面に倒れ込んだ不良に、迷いなくスタンガンをつきつける。

「ががががっ！」

　叫さけび声をあげて、不良は気絶する。
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　美華子ちゃんは、なにごともなかったかのように、のんきな足取りで僕のところにもどってくる。

「しっかり隠れてないと、危なそうだね」

　……本当に僕、美華子ちゃんに守られてるんだな。

　紅月先輩が、美華子ちゃんを頼たよりにしたのも、当然だ。

　僕にはあんな動き、とてもじゃないけど真似ができない。

　相手が催涙ガスで弱っていたとか、そういう問題じゃない。

　あんな動きは、ちょっと運動神経がいいぐらいじゃ、できることじゃないと思う。

　それからも、何人か催涙ガスから逃にげ出てきた相手を、美華子ちゃんはあっさりと片づけていった。

　催涙ガスの中では、悲鳴と怒声が続いている。

　それも10分ほどすると、ぴたりとやんだ。

「ふうぅ……終わった、終わった」

　催涙ガスが晴れていくと、そこには死し屍し累るい々るいとばかりに、気絶した不良や、柄がらの悪そうな大人で、30人ぐらいの山ができている。

　紅月先輩は、いい汗あせかいたという様子で、傷一つ負ってない。

　あんなにガスで視界が悪かったのに、どうして正確に倒せたのか。

　……きくだけムダか、と僕はあきらめる。

　そういうものなんだと、思ったほうがよさそうだ。この２人にかんしては。

　紅月先輩が、気絶させたやつらを、後ろ手にロープでしばったあと、３人で倉庫内を見てまわる。

　すると、

「こっちに、金庫があるぞ」

　紅月先輩が、手を挙げて言う。

　僕と美華子ちゃんも、紅月先輩のところにむかう。

　たしかに金庫だ。

　しかも、かなり大型で、50センチ四方はあるだろうか。

　鍵も複雑そうだ。

「今度は、おれにゆずってもらうぜ」

　紅月先輩が、笑って言う。

「えっ、開けられるんですか？」

　僕はおどろいて、紅月先輩を見る。

　これは、ドアの鍵とはわけがちがう。

　金庫の鍵は、開けられないために複雑な構造になっているはずだ。

「まかせとけ」

　紅月先輩はそう言って、金庫の前にしゃがむ。

　ゆずるもなにも、僕は金庫があるとは思っていたけど、自分で開けられるとは思っていなかった。

　強盗犯のリーダーから暗証番号をきくしかないだろう、と思っていたくらいだ。

　だけど、そのリーダーも、倒れている人数が多すぎて、すぐにはわかりそうもない。

　それについては、想定外だったから、紅月先輩がこの鍵を開けられるなら、かなり助かる。

　３分ほど経たっただろうか。

　ガチャ、と金庫から音が鳴る。

「開いたぞ」

　紅月先輩が言いながら、金庫の前からどいた。

　僕は手て袋ぶくろをしてから、金庫の扉とびらを開く。

　……目がくらむ。

　その言葉が適当なぐらい、金庫の中には、貴金属や宝石類が、どっさりと入っていた。

　僕はその宝石を、丁てい寧ねいに確かめていく。

　やっぱりか。

「この間、駅前の貴金属店で盗ぬすまれた宝石と同じものがあります」

「そんなことがわかるのか？」

「刑けい事じさんのセキュリティって、意外とゆるいんですよ」

　僕は、ニヤリと笑う。

　事件を捜そう査さしている刑事さんの携けい帯たい電でん話わに入っていた、盗まれた宝石の画像データを、事前にこっそりとコピーしておいた。

　警察のパソコンをハッキングするよりは、だいぶ簡単な方法だ。

「おまえなぁ……」

　紅月先輩は、あきれたような顔をしつつも、どこかうれしそうだ。

「これで、やつらが強盗犯の一味だという証しょう拠こは、そろいました。あとは……」

　僕は、もう１つの目的のものがないか、捜さがしていく。

「……あった！」

　僕は、宝石や貴金属の山の中に、黄瀬きなせさんがなくした指輪を見つける。

　やはり、推測通り、黄瀬さんがぶつかったのは、強盗犯の一味だったんだ。

　落とした時にまちがって持ち去られ、そのことを強盗犯も知らないまま、一緒に売り払はらわれるはずだったんだろう。

　その前に、どうにかできてよかった。

　僕は、指輪をもどして、金庫を閉める。

「いいのか？　指輪をそのままにしておいて。そのために、ここまでしたんだろ？」

　紅月先輩が、僕の行動を意外そうに見る。

「ここから盗とったら、こいつらと同じことです。警察に突き出して、持ち主の情報を匿とく名めいで警察に伝えれば、黄瀬さんの元にもどってきます。少し時間はかかるかもしれませんが」

　僕は、最初から考えていた方法を、紅月先輩に説明する。

「なるほどな。……やはり圭一郎は」

「なんですか？」

　紅月先輩が、なにか言いかけたのが耳に止まり、僕はたずねる。

「いや、なんでもない」

　紅月先輩は、答えずに首を横にふった。

　そんなふうに言われると、気になるけれど……。

　……ん？

　遠くからパトカーのサイレンが、きこえてくる。

「呼んでおいた警察が、そろそろくるみたいです」

　僕は、紅月先輩と美華子ちゃんに言う。

「そうか。なら、逃げるぞ」

　紅月先輩が、動き出す。

「うん！」

「行きましょう」

　美華子ちゃんと僕も、紅月先輩のあとに続く。

　僕たちはそうして、警察がくるのとは逆方向へ、倉庫から逃げ出した。
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　倉庫からずいぶんとはなれたところまでくると、僕たちはやっと足をゆるめる。

　あたりも暗い。

　小学生の美み華か子こちゃんを、連れまわす時間でもないな。

　そんな常識的なことが思いうかんで、さっき、とんでもないことをしたばかりだということを思い出して、僕は苦く笑しょうする。

「紅こう月づき先せん輩ぱい、美華子ちゃん。ありがとうございました。先輩と美華子ちゃんの協力がなかったら、うまくいかなかったと思います」

　僕はあらためて、深く頭を下げる。

「そんなことはないだろ。圭けい一いち郎ろうなら、いなきゃいないで、どうにかしていたと思うがな」

　紅月先輩は、そんなふうに僕を評価してくれるけど、実際には僕だけでは不可能だっただろう。

　それぐらい、２人の協力は大きかった。いや、大きすぎた。

「ところで圭一郎」

　少し先を歩いていた紅月先輩が、あらたまった口調になる。

「なんですか、紅月先輩」

「圭一郎に、教えておきたいことがある」

　教えておきたいこと？　なんだろうか。

　思いうかぶことがない。いや。

　紅月先輩の正体とか、そういうことならあり得るけど……なんとなく今さらな気がする。

「……お兄ちゃん」

　美華子ちゃんが、不安そうに紅月先輩を見あげる。

　美華子ちゃんが、こんな顔をするなんて初めて見る。

「大だい丈じょう夫ぶだ」

　紅月先輩は、そんな美華子ちゃんの頭を、優やさしくなでる。

「なんなんですか？　そんな深刻そうな顔をして……」

　なにを話そうっていうのだろうか。計画は成功したっていうのに……。

　美華子ちゃんの不安そうな様子に引きずられるように、僕の心臓の音が速くなる。

「深刻なことだからな」

　紅月先輩が言う。

「深刻なこと？」

　僕は怪け訝げんな顔をして、紅月先輩を見る。

　紅月先輩は、軽く深呼吸をしてから、僕をまっすぐに見つめる。

　その視線は、さっきの強ごう盗とう犯を相手していたときより、よほど真しん剣けんだ。

「圭一郎」

「なんですか？」

「おまえは、おれの、血のつながった弟だ。美華子からしたら、兄になる。おれたちの両親は、同じ人だ」

　……は？

　紅月先輩が言った言葉が、すぐには理解できずに、僕はぽかんとする。

「……なんの冗じょう談だんを……」

「これが、冗談を言っている顔に見えるか？」

　こんな表情の紅月先輩は、見たことがない。

「いや、でも……僕は父と２人の父子家庭だし。母とは幼いころに離り婚こんしたって……」

　先輩たちが、母の再さい婚こん相手の子ども、というなら、まだわかる。

　幼いころに離婚したという母が、今どうしているか、僕は知らないから。

　でも、紅月先輩は言った。

　父母が同じで、血がつながっているって。

　それは、父と離婚した母が、僕と紅月先輩と美華子ちゃん、３人の両親だっていう話になる。

　そんなこと、ありえない……。

　僕は、首を小さく横にふる。

　頭の中がまったく、整理がつかない。

　意味がわからない。

　なんの悪い冗談なんだよ、紅月先輩。

　そう思って、顔をあげて見る紅月先輩は、冗談やウソを言っている顔には見えない。

　だけど……。

「ほかにも伝えたいことはあるが、今はこれ以上の情報は混乱するだろ。だから、とりあえず、圭一郎とおれたちが兄妹きょうだいだってことだけ、知らせておく。……また学校でな」

　紅月先輩はそう言うと、不安そうな顔をした美華子ちゃんと一いっ緒しょに、その場から立ち去っていく。

　混乱なんて、もうしてる。

　頭の中は、ぐちゃぐちゃだ。

「どういうことなんだよ、いったい……」

　いきなり兄妹なんて言われて、わかるわけないだろ！

　意味がわからなすぎて、今にも紅月先輩がもどってきて、さっきのは冗談だったって言うんじゃないかと、僕はしばらく、その場で待っていた。

　だけど、紅月先輩はもどってこなくて、僕はしかたなく、自分の家のほうへ歩き出す。

　紅月先輩と美華子ちゃんが、僕の兄妹？

　なんなんだよ、それ……。
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　日曜日。

　僕は自分の部屋で、山になったパーツをいじりながら、ぼんやりとしていた。

　思いうかぶのは、紅こう月づき先せん輩ぱいが別れぎわに言ったこと。

「兄妹きょうだい、か……」

　紅月先輩に美み華か子こちゃん。

　あの２人は、いい兄妹だって思ってた。

　だけど、どうしてそこに僕がからんでくるんだよ。

　わけがわからない。

　僕は、父子家庭としてずっと育ってきたし、兄妹がいるなんて話は、もちろん父さんからきいたことはない。

　離り婚こんした母とは、物心つく前に別れたきり、会ったことはないから、記き憶おくにもほとんど残ってない。

　母にも、今は別の家庭とかあるかもしれないし、捜さがそうとも思ってないし。

　紅月先輩は「血のつながった弟」だって言っていた。

　しかも、半分じゃなくて父と母が一いっ緒しょの。

　母の離婚したあとの家族っていう可能性は、これでなくなった。

　紅月先輩が、入学したての僕の前に現れたのも、僕が弟だったからということなんだろうか。

　だとしたら、かなりムチャクチャだ。

　紅月先輩は僕よりも２歳年上だ。僕が今の中学に入学することを、２年前に予測して、先に入学していたことになる。でも、まだそのころは、僕はどこの中学に行くか、まったく決めていなかった。

　父さんには、もっと偏へん差さ値ちが上の学校を薦すすめられていたぐらいだし。

　でも、あの紅月先輩なら、それぐらいの無む茶ちゃはやりかねないとも思う。

　……ああ！　よけいにわからなくなる！

　本当なら、父さんに直接聞いてみるのが手っ取り早いのかもしれない。

　だけど、それは最終手段だ。

　一歩まちがえれば、父さんを傷つけることになるんだから……。

「ああ！　考えていてもわからない！」

　僕は、首をふって思考の沼ぬまを抜ぬけ出す。

「ん？　なんだこれ」

　気がつくと、僕の手の中に、小型の懐かい中ちゅう電灯ができあがっていた。

　僕の癖くせで、考えごとをしている間に、勝手に指が物を作ってしまうのだけど、それが出たらしい。

　以前には、目覚まし時計、電話機、プリンターを作っていたこともある。

　今回は、小さいものでよかった。

　僕の無意識がやることだから、自分でもなにを作るかはわからないんだよな。

　ともかく、紅月先輩の話は、いったんおいておこう。

　考えてもしょうがないし、たとえ兄妹だからって、だからなんだっていう気もする。

　せっかくの日曜日だ。

　答えの出ないことを考えるのはやめにして、今日予定していた、新しい小型のノートパソコンの製作にもどることにする。

　今使っているのも、それなりに高スペックのノートパソコンなんだけど、さらにハイスペックなものを目指している。

　これが出来あがれば、色々とできることが増える。

　この間の強ごう盗とう犯の調査のときには、パソコンのスペック不足でできなかったことも、多いし……。

　警察へのハッキングとか。

「変なことに悩なやまされるより、こっちのほうがよっぽどわかりやすくていいや」

　僕はブルーシートの上の部品を手に取ると、鼻歌まじりに作業にとりかかる。

　やっぱり、パソコンをどう作るか考えるのは楽しいな。

　そんなふうに、僕の日曜日は過ぎていった。
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　月曜日の朝。

　いつもどおりに、朝早めに教室に行くと、黄瀬きなせさんが先にきていた。

「藤ふじ白しろくん！　やっときた！」

　黄瀬さんが、教室のドアを開けた僕に、待ちかねたとばかりに近づいてくる。

「え？　なに？　おはよう、黄瀬さん」

　とりあえず、あいさつする。

「うん、おはよう！　あのね、警察から連れん絡らくがあったの。わたしの指輪が見つかったんだって！」

　黄瀬さんが、興奮した様子で話す。

　なるほど。その話か。

　どうやら、警察に匿とく名めいで流した情報は、うまく伝わってくれたらしい。

「それはよかった。警察から、もどってきそう？」

　僕は自分の席に向かいながら、黄瀬さんにきく。

「うん。なんだか事件に関係しているものらしくて、少し時間はかかるみたいだけど、必ずお返ししますって」

「そっか。よかった」

　僕は、心の中でほっとする。

　やっぱり、警察に任せるあの方法で、まちがっていなかったみたいだ。

「むうぅ……藤白くん」

　黄瀬さんが、不満そうに僕を見てる。

　え？　なにか僕、悪いこと言った？

「な、なに？」

「あんまりおどろいてないよね？　せっかく、おどろかせようと思ったのにぃ」

　黄瀬さんが、残念そうな顔をする。

「いや、おどろいてるよ。顔に出ないだけ」

　まずかったかな。

　あんまり反応するのも怪あやしいかと思ったけど、冷静に対応しすぎたらしい。

「そう？　あっ、わたし先生によばれてるんだった。行かなくちゃ。またあとでね」

　黄瀬さんは時計を見ると、あわてた様子で教室を飛びだしていく。

　いつも通り、委員の仕事を頼たのまれているらしい。

　たぶん、黄瀬さん。

　委員長以外の仕事も頼まれてるんじゃないかな。

　なんというか、すごく人がいいし。

　黄瀬さんがいつもの調子にもどってくれて、よかった。

　これだけでも、危ない橋をわたった価値はあったかな。

　僕はわずかに笑えみをうかべると、カバンから本を取り出して、いつものように読書を始めた。
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　放課後。

　教室を出ると、

「よぉ、圭けい一いち郎ろう」

　いつもの紅こう月づき先せん輩ぱいの声だ。

　なんとなく、気まずいものを感じつつも、それを顔に出さないようにして、ふり返る。

「またですか、先輩。ろう下で声をかけるのはやめてくれって……」

　僕はいつものように、紅月先輩に文句を言おうとして、言葉をつまらせる。

　先輩のとなりに立っている人に、目が吸いよせられたからだ。

　肩かたまでかかる、きれいな黒くろ髪かみで、黄色い小さな花がついたヘアピンが、よく似合ってる。

　顔立ちは、おっとりした雰ふん囲い気きなのに、同時に意志の強さも感じさせる、吸い込まれそうな瞳ひとみをしてる。

「えっ……あ……」

　僕はなにか言おうと思ったけれど、うまく言葉が出てこない。

　ドキドキドキドキ、と心臓の音が速くなる一方だ。

　あ、あれ？　おかしいな。

　どうしちゃったんだ、僕。
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「ああ、彼女か？　同じクラスの緑みどり谷たに杏きょう子こだよ。圭一郎は初対面だよな？」

　紅月先輩が、となりに立つ女子──緑谷先輩を、僕に紹しょう介かいする。

「え～と、たぶん。はじめましてですね」

　緑谷先輩は、のんびりとしたしゃべり方だけど、不思議とよく通る声をしてる。

「……は、は、はじめまして。藤白……圭一郎です……」

　僕は、しぼりだすように名乗る。

「うん、翼つばさくんからきいてるよ。おもしろい１年生がいるって」

　おもしろい？

　僕は、ジロリと紅月先輩を見る。

「な、なんだよ。変なことは言ってないぞ」

　紅月先輩が、僕の迫はく力りょくにたじろいだように、後ろに１歩下がる。

「まあいいや。今日はこっちも、緑谷と用事があるんだ。たまたまおまえを見かけたから、声をかけただけなんだよ。……この間の話の続きもしたかったが……まあ時間も必要だろうしな」

　紅月先輩の言葉に、ドキンと心臓が跳はねあがる。

　兄妹きょうだいの話は、あれから考えないようにしていたけど、話を先送りしてくれるなら、助かる。

　今はなにを話されても、受け入れられる気がしないから。

「じゃあな、圭一郎」

「それじゃあ」

　紅月先輩と緑谷先輩が、ならんで歩いていく。

「学園の有名人２トップがならぶと、様になるよね！」

「あの２人、付き合ってるのかな……！」

「どうだろー。でも、２人がそろうと、思わず見ちゃうよね……」

　ろう下にいる１年生が、紅月先輩と緑谷先輩を見て、ささやきあっているのが、きこえる。

　どうやら、緑谷先輩も学校の有名人らしい。

　たしかに、お似合いではあったけど……ズキッ。

　軽く胸に痛みが走る。

　な、なんだこれ？

　さっきから、こんなのばっかりだ。僕はどうしちゃったんだ？

　緑谷先輩を見ていたら、心臓の鼓こ動どうは速くなるし、言葉は出なくなるし。

　それに、さっきの胸の痛み。

　なにかの病気だろうか。

　そんなことを思っていると、後ろから黄瀬さんが声をかけてくる。

「ねえねえ！　紅月先輩と一いっ緒しょにいるの、あれ、緑谷杏子先輩だよね！」

　なぜか、興奮してるみたいだ。

「そう名乗っていたけど。知ってるの？」

「藤白くんが知らないほうが意外だよ！　生徒会役員じゃない。美人で落ちついてて、生徒同士のトラブルとかも、緑谷先輩が乗り出していって話し合いで解決させちゃうって。紅月先輩とはちがう意味で、有名な先輩だよ」

　黄瀬さんが、熱っぽい調子で説明してくれる。

　生徒会役員か。

　あんまりそういう堅かた苦くるしいイメージは、なかったな。

　でも、うちの学級委員は黄瀬さんみたいなタイプなわけだし、生徒会が堅苦しいっていうのは僕の思いこみかもしれない。

「でも、紅月先輩とどういう関係なんだろ……なんだか親し気だった気がするけど」

　黄瀬さんが、気になって仕方がないという顔をしてる。

　そうか、黄瀬さんは、紅月先輩が好きみたいだし。

「藤白くんも、気になるよね？」

「え、なんで僕が？」

　黄瀬さんが、紅月先輩のことを気にするのはわかるけど、僕は関係ない。

　関係ないとも言えなくなってきたけど、少なくとも紅月先輩が、放課後どこかに行くのが、気になるっていうわけじゃない。

「だって、藤白くんは、緑谷先輩のことが好きでしょ」

　黄瀬さんが、さも当たり前のことのように、言う。

「へ？」

　思わず、間の抜ぬけた声が出る。

　僕が、緑谷先輩を……好き？

「いやいや！　さっき初めて会って、あいさつしただけだから」

　僕は、両手をふって否定する。

「そうなの？　う～ん……だって、さっきの藤白くん、そういう顔してたよ」

　黄瀬さんが、首をかしげてる。

　そういう顔って、どういう顔だよ!?

　黄瀬さんにききたかったけど、なんだか藪やぶ蛇へびになりそうな予感がして、やめておく。

「紅月先輩と緑谷先輩、デートかな……？　でも目立つ２人だし、そんな関係だったらもうウワサになってるんじゃ……」

　黄瀬さんは、真しん剣けんな顔でぶつぶつ言っている。

　緑谷先輩を見たときの僕、か。

　そのときの反応を冷静に思い返してみれば……たしかに、書物で読んだことのある「好きな人への反応」に似ていると言えなくもない。

　僕は、ようやくおさまってきた、ドキドキと早はや鐘がねのように鳴っていた心臓を意識する。

　もしかして僕は、緑谷先輩のことが、気になっているんだろうか。

　実のところ、僕は一度も恋こいというのを経験したことがない。

　だから、過去の経験から推測するというのが、できない。

　そもそも、会った瞬しゅん間かんに恋するなんてこと、あり得るのだろうか。

　もちろん世の中には、「一目ぼれ」っていう言葉があるのは知っている。

　だけど、自分の身に降りかかることだとは、思っていなかったし、今でも思ってない。

　黄瀬さんは、なにか勘かんちがいしただけだよな、きっと。

　僕はそう思いこむことにする。

　だって、そうでもしないと頭の処理能力が追いつかない。

　兄妹とか、恋とか。

　どうして、僕の苦手分野の人間関係の問題ばかり、立て続けに積まれていくんだろう。

　しかも、全部持ってきたのは紅月先輩じゃないか。

　はあぁ……。

　僕は大きくため息をつかずには、いられなかった。
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　それから数日が、なにごともなく過ぎた。

　平和に過ぎる学校生活が、こんなにも尊いだなんて、僕は中学に入学してから、初めて知ったよ。

　あいかわらず、紅こう月づき先せん輩ぱいは放課後に僕の教室にやってきたけど、僕もクラスメイトたちも、もう慣れてきたし。

　緑みどり谷たに先輩の姿も、あれから一度も見かけていない。

　だから、僕も気持ちを乱されることなく、穏おだやかに学校生活が送れてる、というわけだ。

　なにか、面めん倒どうごとから逃にげていると突つっ込まれそうな気もするけど「逃げたいときは逃げればいい」というのが僕の考えだから問題ない。

　それにしても……。

　昼休みの教室が、いつもよりざわついている気がする。

　僕は自分の席で、お弁当を食べながら、なんとはなしに教室の様子を観察してみる。

　やはり、なにか浮うき足立っている。

　なにかあったんだろうか？

　だけど今日は、数少ない男子の知り合いも、部活の呼び出しがあって、教室にいないんだよな。

　そのせいで、僕は１人でお弁当を食べているわけだけど。

　あまり知らない男子のところにいってまで、話をきくには、どうにも腰こしが重い。

　そもそも、なにかがあったと決まったわけでもないし。

　そんなことを考えていたとき、黄瀬きなせさんがとなりの席にもどってきた。

「ねえねえ、藤ふじ白しろくん。きいた？　あのウワサ」

　黄瀬さんは席につくなり、僕に声をかけてくる。

「ウワサ？」

　なるほど。今、教室がざわめいているのは、ウワサ話のせいか。

　だけど、黄瀬さんがウワサ話を好んでするタイプには、思えないんだけど。

　それを裏づけるように、黄瀬さんの表情は、ちょっと硬かたすぎる気がする。

「え～と……あんまり不確かなことを言うのは、いけないと思うんだけど、藤白くんにもちょっと関係があると思うし」

「僕に関係がある？」

　関係なんて、思い当たることはない。

　でも、嫌いやな予感は急激に高まる。

「この間会った、緑谷杏きょう子こ先輩っているでしょ」

　その名前をきいただけで、僕の心臓が軽く跳はねあがる。

「う、うん」

　ああ、もう！　どういう現象なんだこれ。

　本当に病気じゃないのか。

「その緑谷先輩が、重病で入院してるんじゃないかって」

「重病!?」

　僕は思わず、イスから立ちあがる。

　大声なんて、教室であげたことのない僕に、クラス中から注目が集まる。

　僕は気まずい気持ちのまま、そっとイスにすわる。

「どういうこと？」

　僕は軽く深呼吸をして心を落ち着けてから、黄瀬さんにきく。

「どうって言われても、ウワサがあるの。緑谷先輩がここのところ、４日続けて休んでるんだって。それで、そういうウワサが流れているらしいよ」

　黄瀬さんは、声をひそめて教えてくれる。

　でも、おかしい。

「風か邪ぜをこじらせて、４日ぐらい休むことだって、あると思うけど」

「緑谷先輩が、学校の有名人だっていうのもあるんだけどね、それだけじゃないの。緑谷先輩に連れん絡らくがつかないからって、直接、先輩の友達が家にお見み舞まいに行ったのに、なにも教えてもらえなかったっていう話なんだ。ただの風邪なら、教えてくれるはずでしょ？」

　風邪をひいていることを、隠かくされることはめずらしい。

　たしかに、その通りではあるけど……。

「風邪じゃなくても、プライベートなことで、簡単に話せない場合だってあるんじゃないかな」

「それもそうなんだけど……わたしもウワサを聞いただけだから」

　思わず、責めるような言い方をしてしまった。

「ごめん。妙みょうな話かもしれないけど、無関係の僕たちが、あまり探さぐるようなことはよくないかもね」

「そうだよね……。ごめんね。変な話をして。普ふ通つうならウワサ話なんてしないんだけど、緑谷先輩のことだったから、藤白くんには話しておいたほうがいいかなっと思って」

　どうして、緑谷先輩のことだと、僕に話そうと思うのか、そこはくわしくは聞き返さないでおく。

　また悩なやみごとが増えそうだ。

　黄瀬さんは、クラスメイトによばれて、そちらに小走りでむかっていく。

　僕は窓の外を見ながら、今の話を考えてみる。

　黄瀬さんには、ああ言ったけど、本当はすごく気になってる。

　今すぐにでも、自宅に行って緑谷先輩の姿を確かく認にんしたいぐらいだ。

　緑谷先輩の自宅の場所なんて、知りもしないっていうのに。

　だけど、冷静な僕が、それを止める。

　４日間休んだぐらい、気にするなんて大げさだ。

　ただ、なにもないと言い切れる確証もない。

　……どうして僕は、こんなにも緑谷先輩のことが、気になってるんだ？

　ただ一度、言葉を交かわしただけ。

　それなのに、頭は高速で回転して、いくつもの緑谷先輩に起こりうる可能性をシミュレートしてる。

　いや、こんなのは考えすぎだ。

　きっと休んでいるのも風邪を、こじらせただけ。

　もしかしたら、骨折とかのケガかもしれない。

　骨折の理由がはずかしくて、友達にも言えなかっただけっていうこともある。

　そもそも、無関係といっていい僕が、気にするようなことじゃない。

　僕は自分に言い聞かせるように、考える。

　そんなことをしているうちに、昼休みの終わりを知らせるチャイムが、鳴り始める。

　午後の最初の授業は、国語だ。

　ノートと教科書の準備をして待っていると、少しおくれて先生が入ってくる。

　黒板の前に立ち、授業が始まるかと思いきや、先生はぐるりと、教室を見まわす。

「授業を始める前に注意しておく。なにか３年生の先輩について、妙なウワサが流れているようだが、病気で入院しているだけだ。あんまり変なウワサを流すようだと、あとで生徒指導室にきてもらうことになるからな」

　先生の言葉に、教室がざわめく。

「静かに。今すぐ、生徒指導室に行きたいのか？」

　ぴたり、と教室のざわめきがおさまる。

　もともと、そこまで関心がなかったのか、それとも生徒指導室という言葉がきいたのか。

　教室には、とくに先生に反はん抗こうしようという生徒も、空気もなかった。

　それを見て、先生が授業を始める。

　その授業を聞き流しながら、僕は考える。

　────妙だ。

　いくらウワサになったからといって、先生の対応が早すぎる。

　ウワサになったのは、おそらく昨日ぐらいから。

　それ以前には、教室で昼休みにざわめいていた記き憶おくはない。

　だとしたら、学校はすぐさま対応したことになる。

　しかも、生徒指導室なんて、脅おどしじみたことまで言って生徒をだまらせるなんて、かえっておかしい。

　この中学は、そこまで校則に厳しくないときいていたのに、強権的すぎる。

　話している先生も、あまり気乗りしない様子にも見える。

　まるで、なにかの圧力が働いているかのようだ。

　なにか裏がある？

　考えすぎだろうか。

　さっきはわざと深く考えようとしなかったけれど、病気やケガなら、親しい友達に本人から連絡ぐらいするはずだ。

　それがこないから、友達も自宅までお見舞いに行ったのだろう。なのに……。

　調べてみようか。

　僕の頭の中に、緑谷先輩の笑え顔がおがうかぶ。

　なぜだかわからないけど、あの先輩には、笑顔でいてほしいと願う、僕がいる。

　たった一度しか、会っていないのに。

　理り屈くつからしたら、おかしいとしか思えない。

　だから、今はそれはおいておく。

　気になるから調べる。それでいいじゃないか。

　なにもなければ、それでいいんだし。

　これは僕の、ただの好こう奇き心しんだ。

　そう言い聞かせながら、僕は緑谷先輩の欠席の理由について、調べてみることを心に決めた。
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　放課後になると、ウワサ話のざわめきは、すっかりなくなっていた。

　やはり「生徒指導室」という言葉は、特別にきいたらしい。

　とくに１年生の僕たちで、入学して２ヵ月もたたないうちに、そんなところにお世話になりたい人は、めったにいないはずだ。

　僕は、そんな教室を出て、３年生の教室を目指す。

　いつもよりホームルームが早く終わったせいだろうか、ろう下に紅こう月づき先せん輩ぱいの姿がない。

　この場合、好都合なのか不都合なのか、微び妙みょうなところだ。

　３階の、３年生の教室を目指して、階段をのぼる。

　入学以来、３階にきたのは、初めてだ。

　部活に入ってない僕は、３年生の教室をたずねる理由がない。

　まずは、お見み舞まいに行ったという先輩を探そう。

　でも、僕がきいても、教えてくれるだろうか。

　生徒指導室行きの話は、先生から３年生にもされたはずだ。

　避さけられる可能性もあるけど……。

「あれ？　圭けい一いち郎ろうじゃないか。なんでここにいるんだ？」

　ききなれた声に、僕はふり返る。

　そこには思った通り、紅月先輩が立っている。

「もしかして、おれに会いにきてくれたのか？　おおっ、うれし……」

「ちがいます」

　紅月先輩が喜ぼうとしたところを、僕はきっぱりと否定する。

「そうか……」

　紅月先輩が、捨てられた犬みたいに、しゅんとしている。

　ちょっと、言い過ぎたか。いやでも、事実は事実だし。

　でも、ちょうどよかった。

「紅月先輩、話したいことがあるんですけど」

「なんだ？」

　もう立ち直った表情で、紅月先輩が顔をあげる。

「緑みどり谷たに先輩のことなんです」

　僕が言うと、紅月先輩の目が一いっ瞬しゅんで鋭するどくなる。

「こっちだ」

　紅月先輩に、ろう下のはしに引っぱられる。

「ろう下の真ん中で、話すようなことじゃないからな」

「やはり、３年生にも先生から注意があったんですか？」

「ああ。生徒指導室に、好きで行きたいやつはいないからな。だが、急に先生の様子が変わっておどろいた。この中学に通ってから、あんな対応をする先生は、初めて見た」

　やっぱり、そうなのか。

　僕の中の嫌いやな予感が増していく。

「だが、それぐらいで止やむのは、表立ってウワサしないという程度のことだ」

　紅月先輩が、ニヤリと笑う。

　さすがは３年生。

　それぐらいで、すぐに先生の言うなりにはならないらしい。

「じゃあ、裏ではウワサは消えてない、と」

「まあ、そりゃあな。緑谷とは同じ学年、しかも学校の有名人だ」

「この間、緑谷先輩と仲が良さそうでしたね」

　皮肉っぽい口調になってしまった気がしたけど、たぶん気のせいだ。

「あれは買い物に付き合わされただけだよ。生徒会の関係で、スポーツ用品について教えてもらいたかったとかで」

　紅月先輩は、ため息まじりに答える。

　そうだったんだ……ってあれ？　なんか僕、ほっとしてないか。

　いや、今はそれはどうでもいい。

「緑谷先輩の家に、お見舞いに行った友達がいるって、きいたんですけど」

「ああ、そうらしい。……だが、圭一郎。なぜだ？　緑谷とも一度話しただけだったようだし、とくに知り合いじゃないんだろ」

「それはそうですけど……気になったからです」

　僕は、自分の心の中の整理がつかないまま、思ったとおり口に出す。

　それはなぜなのか、理由は、僕自身にもわからないけれど。

「気になった、か。圭一郎が言うのなら、なにか意味があるんだろうな」

　紅月先輩が、真しん剣けんな顔つきになる。

　紅月先輩は、妙みょうに僕を評価しているところがある。

　今回も、僕がなにかの気配に気づいた、と思ったのかもしれない。

　いや。それもまったくのウソではないのだけど。

「わかった。案内してやるよ、見舞いに行った生徒のところに。どうせ１年の圭一郎が１人で行ったところで、相手にされないだろうしな」

　紅月先輩は、まかせろと胸を張る。

「お願いします」

　僕は、紅月先輩に頭を下げる。

「かしこまるなよ。おれと圭一郎の仲だろ」

　紅月先輩は、笑え顔がおで言う。

　そっちの問題について、思い出させないでくださいよ。

　今は棚たな上あげ中なんだから。

　心の中で思いつつも、口には出さない。

　緑谷先輩のことが、優先だ。

　紅月先輩は、そのまま僕をつれて移動する。

『３年１組』と書かれたプレートのある教室のドアの前に立ち、紅月先輩は中をのぞき込む。

「おーい、石いし原はら！　ちょっといいか」

　窓ぎわでおしゃべりをしていた女子３人ほどにむかって、紅月先輩が声をかける。

「ん？　あっ、紅月くんじゃん！　どうしたの？　なんか用？」

　そのうち１人のショートカットの女子が、うれしそうな笑顔で、こっちにむかってくる。

　これが、紅月先輩効果か。

　さすが、学校の有名人。女子からも人気があるみたいだ。

　近づいてくる石原とよばれた先輩は、どことなく、猫ねこっぽい雰ふん囲い気きがあって、背が高い。

「ちょっと話があってな。おれじゃなくて、こっちが」

「えと、１年生？」

　石原先輩とよばれた、ショートカットの女子の先輩は、あからさまに残念そうな表情をする。

　僕が相手ですみません、石原先輩。

　心の中であやまっておく。

「まあ、ここでする話でもないから、あっちに行こうぜ」

　紅月先輩は、ろう下のはしのほうに移動する。

　石原先輩はしかたない、という表情でついてくる。

「それで、なに？　……というか、なんとなく想像がつくけど。杏きょう子このことでしょ？」

「はい、そうです。家までお見舞いに行った、というのは本当ですか？」

「そのことはもう話すなって、先生に言われてるんだけどな……」

　石原先輩が、困ったように顔をしかめる。

「そこを頼たのむよ、石原」

　紅月先輩が、石原先輩にむけておがむ。

「……わかったよ。紅月くんの頼みだしね。それで、なにがききたいの？」

　石原先輩は、ため息をつきつつ、うなずく。

　僕は頭の中で決めていた質問を、さっそく始める。

「石原先輩は、緑谷先輩の家に行かれたんですよね？　家のインターホンは鳴らしたんですか？」

「う、うん、もちろん」

　石原先輩は、ちょっと身を引いてる。

　ちょっと僕が、いきおいこみすぎていたみたいだ。

　いったん、心を落ち着けてから、石原先輩を見る。

「でも、緑谷先輩には会えなかったんですよね？」

「そうなの。杏子は入院してるって言われたの。そんな重病だと思わなかったから、びっくりしちゃって。お見舞いに行きたいって言ったけど、もう少し落ちついてからって、やんわり断られちゃったわ。本当に杏子、どうしたんだろう……」

　石原先輩は話しながらも、心配そうな顔になってくる。

　わざわざ家まで様子を見に行ったくらいだし、緑谷先輩とは仲がいいんだろう。

　でも、ここまでだと、先生の話と食いちがわない。

　推測していたとおり、本当に病気で入院していて、取り込んでいるからお見舞いにきてほしくないという場合もあるはずだ。

　でも、なにか引っかかる。

「──家に入っていく人を、見ませんでしたか？」

　僕は、質問の角度を変えてみる。

「え？　きみ、なんで知ってるの？」

　石原先輩は、びっくりした顔で僕を見る。

　当たりか。

　嫌な推測が、パズルのように僕の中で組みあがっていく。

「いたんですか？」

「う、うん。といっても、スーツ姿の男の人が３人ぐらいかな。お父さんの仕事関係とかだと思うよ。杏子の家って、けっこう立派だし、そういうお客さんがいても不思議じゃない感じだから」

「車は、近くに停とまっていましたか？」

　僕は続けて、質問する。

「車？　……え～と、たぶん停まってなかったと思うけど」

「そうですか。ありがとうございました」

　僕はお礼を言って、頭を下げる。

「もういいの？」

　石原先輩は、拍ひょう子し抜ぬけした様子だ。

　もっと、色々ときかれると思っていたのかも。

　でも、これだけで十分だ。

　そもそも、石原先輩は、緑谷先輩の家先までしか行ってない。

　持っている情報が、それほど多いとは思っていなかったし。

　それでも、今僕の頭には、ある推測の形が浮うかびあがったところだ。

「はい。ききたいことは、きけたので」

　石原先輩に、もう一度お礼を言ってから別れる。

　僕は、そのまま階段を下りていく。

　質問をしている間中、だまってそばできいていた紅月先輩も、あとをついてくる。

「圭一郎、なにかわかったのか？」

　紅月先輩が、階段を下りながらきいてくる。

「わかるもなにも、緑谷先輩は入院してるって、石原先輩が言っていたじゃないですか」

「だが、圭一郎はそう思ってないんだろ」

　紅月先輩が、見すかしたような顔で、僕を見る。

「そんなことは……」

　顔には出さないようにしたはずだ。

　それなのに、こういうときだけ、妙に勘かんがするどいんだよな……。

「この間言ったことで、圭一郎を混乱させているならあやまる。だが、おれも緑谷のことは気になっているんだ」

　紅月先輩が、真ま面じ目めな顔で言う。

　僕は、階段の途と中ちゅうで足を止める。

　たしかに、紅月先輩とは貴金属強ごう盗とう犯を倒たおして、逮たい捕ほに結びつけるなんて、普ふ通つうじゃないことを一いっ緒しょにやった。

　兄妹きょうだいというのはおいておくとして、信しん頼らいできない人だとは思ってない。

　僕のたてた作戦にしたがって、命を張ってくれたんだから。

　それに、僕の普通じゃないところを見ても、変わらずに接してくれる。

　……それ以上に、紅月先輩が普通じゃないところも見たから、おあいこかもしれないけど。

　僕は心を決めて、考えている可能性を伝えることにする。

「落ちついてきいてください。単なる可能性の話です」

「ああ、わかっている。可能性だけでも、圭一郎が引っかかるなら、それだけできくべき話だ」

　紅月先輩は、まっすぐに僕を見つめる。

　駆かけ引きなんて、なにもない。

　ただ、心をぶつけてくる。

　紅月先輩のこういうところに、僕は弱いのかもしれない。

　僕は、紅月先輩をまっすぐに見つめ返すと、言った。

「──もしかしたら、緑谷先輩は誘拐されたのかもしれません」
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「なに!?」

　紅こう月づき先せん輩ぱいが、大きな声をあげる。

　さすがに、紅月先輩でもおどろくことがあるらしい。

　それから、左右を見まわしてから、

「ここでは話せないな。人がいないところに行くぞ」

　紅月先輩はそう言って、僕の返事も待たずに階段を上りだす。

　たしかに、学校の階段で話すようなことじゃない。

　だれがきいているかもわからないし、先生にでもきかれれば、生徒指導室行きだ。

　でも、どこに行くつもりなんだ？

　いぶかしく思いつつも、紅月先輩についていくと、３階から、さらに階段を駆かけあがっていく。

　この先は……。

　紅月先輩は、階段の先の行き止まりのドアの前で立ち止まる。

　この学校に４階はない。

　ドアのむこうは屋上のはずだけど……。

　紅月先輩が、キラリと工具を光らせたかと思うと、カチャリとすぐにドアの鍵かぎが開いた音がする。

　金庫も開けられるんだから、これぐらいの鍵は、問題にもならないだろう。

「行くぞ」

　紅月先輩は、屋上に入るドアを開けて、奥に進む。

　念のため後ろを確かく認にんしてから、僕も屋上に足をふみいれる。

　カチャン。

　紅月先輩が、屋上の内側からドアの鍵を閉める。

「ここなら、人にきかれる心配はない」

　紅月先輩が言う。

　ここに誰だれかがくるとすれば、鍵を持つ先生ぐらいだろうけど、わざわざくることも少ないだろう。

　くるとしても、鍵を開ける音がすれば気づくし、身を隠かくす時間ぐらいはあるはずだ。

　屋上には初めてきたけど、殺風景な場所だな。

　ドアのある塔とう屋やの上に、貯水タンクがある。

　配管が屋上の半分にあるけれど、あとはなにもないコンクリートの床ゆかが広がっているだけだ。

　屋上の外側は、３メートルぐらいの高さの、薄うす緑みどり色の金かな網あみがはられている。

　普ふ通つうは入れないとはいえ、落下防止のためだろう。

　こんなふうに、屋上に忍しのびこむ悪い生徒が、ここにも２人いることだし。

「それで、誘ゆう拐かいとは、どういうことだ？」

　紅月先輩は、いつもの陽気な雰ふん囲い気きではなく、ピリピリとした顔つきできいてくる。

　その雰囲気に、僕も背筋を伸のばす。

「あくまで、可能性の話です。まったくの僕の勘かんちがいかもしれないですよ」

　証しょう拠こといえるほどのものは、まだ見つけていない。

　だからまだ、僕がたてた推測であり、可能性の１つでしかないんだ。

「かまわない。圭けい一いち郎ろうが、その可能性を感じているのなら、きく価値がある」

　紅月先輩は、さっきも同じようなことを、言っていた。

　どうにも紅月先輩は、僕のことを買いかぶりすぎな気がするけど、自分の考えをまとめるためにも、紅月先輩に話すのはいいかもしれない。

　ただ、その前に確認しておくことがある。

「その前に、僕も先輩にききたいことがあるんです。いいですか？」

「ああ、かまわないが」

「緑みどり谷たに先輩には、親しい友人はいましたか？　え～と、つまり、浅い知り合いみたいなものじゃなくて、心を開いている友人ということです」

　重要なポイントだ。

　先輩が学校の有名人なら、深い付き合いの友人がいない場合もあり得る。

　みんなからすごい人だと見られてしまうせいで、気やすい友達付き合いが、しにくくなってしまうことは、僕にだって想像できる。

　だけど、紅月先輩はすぐに首を縦にふる。

「いたと思うぞ。たとえば、お見み舞まいに行った女子たちが、そうだな」

「そうですか……」

　僕は考えこむ。

　石いし原はら先輩も、本気で心配している様子だったから、確認のためではあったのだけど、紅月先輩の口からちゃんときけて、安心した。

「それが、なにか問題があるのか？」

「緑谷先輩の病気が本当なのかと疑問を抱いだいたのは、いくつか理由があります。その１つが、親しい友人に連れん絡らくもできないのか、不思議だったんです。僕みたいに浅い付き合いのクラスメイトしかいないなら、それでもおかしくないですが、そうではないという話ですし」

「たしかにな。緑谷がそうした義理を欠くとは思えない。４日も連続で休めば、心配をかけるのがわからないやつじゃない」

　紅月先輩が、思案する顔でうなずく。

「となると、可能性は連絡ができないほど病状が重いのか……それとも、それ以外の理由があるか、ということになります」

　──ここからが、問題だ。

　ほかの可能性をつぶしていく必要がある。

「学校にきていたときは、とくに調子が悪そうには見えなかったが」

「突とつ然ぜん、発はっ症しょうする病気もありますから。ただ、気になる点がもう１つ。お見舞いに行った先輩が見たという、スーツ姿の男たちです」

「あっ！　もしかして、その男たちは刑けい事じだったのか!?」

　紅月先輩は思いついたらしく、大きな声を出す。

　きっと、映画かドラマで見たのにちがいない。

　僕は首を横にふる。

「いいえ。もしも誘拐であったなら、刑事が変装もせずに家に行くとは、考えにくいです。清せい掃そう業者などに変装しますよ」

「そういえば、テレビドラマでは変装していたな」

「はい。だから、その男たちは刑事ではないと思います」

「なら、だれなんだ？」

　紅月先輩は、わからないという表情で、首をかしげる。

「緑谷先輩を誘拐した犯人……かもしれません」

「犯人だと!?」

「家の近くに停とまっている車は見ていないと石原先輩は言っていました。では彼らはどうやってきたのか。電車に乗って歩いてきた、タクシーに乗ってきたなど、考えられますが、タクシーなら走り去るところぐらいは、石原先輩が見ているはずです。だとすると、電車の最も寄より駅から歩いてきたか。それとも……どこか別のところに停めてある仲間が運転した車でやってきた、ということが考えられます」

　僕は、組み立てた推測を、考えながら説明する。

「電車に乗って歩いてきたとすれば、父親の仕事の関係者だろ。そのほうが可能性が高いんじゃないのか？」

「そうであればいいのですが、緑谷先輩の父親の仕事はコックだそうです。普通であれば、スーツ姿の男たちが自宅を訪ねてくるような仕事ではありません。なんらかの仕事の話があったのだとしても、家に招かずに、職場や外のお店などで話せば済む話です。そもそも、娘むすめが病気やケガをしているとすれば、そんなときはよけいに、家にだれかを招きたいとは思わないはずです」

「なるほどな。だが、緑谷をさらった犯人だというのは、もっとありえないんじゃないか？」

　紅月先輩は、眉み間けんにしわをよせて、話についてこようとしている。

　犯人が、緑谷先輩の家にくる理由。

　それはシンプルだ。

「犯人は、要求を伝えにきたんでしょう。電話などでは話せないなにかを。それと犯人にとっては、緑谷先輩の父親が、警察に連絡していないかどうかの確認の意味もあったはずです」

　僕は、確信をもって言う。

　証拠はない。だけど、この推測が一番腑ふに落ちる。

「確認？　もし通報されていたら、家に行ったところを捕つかまるかもしれないだろ。そいつらは恐おそれてないのか」

「だからこそ、仲間と分かれて行動しているんです。ここで万が一、捕まれば、緑谷先輩の家族は裏切ったことになる。それを確かめたんです。仲間の一部が捕まることもいとわない連中だとすれば、警察に頼たよったとしても娘を助けることはできない、と緑谷先輩の家族も思ったのかもしれません。犯人の要求がなにかはわかりませんが、家族からすれば、緑谷先輩の無事が一番大事ですから」

　僕は答える。

「あくまでも、可能性です。実際は、友人に連絡ができないほどの重病なのかもしれませんし、なんらかの理由で友人に連絡ができないだけという可能性もあります」

　僕は、前提条件を紅月先輩に再度、確認しておく。

　これは、可能性の話だ。

　黄瀬きなせさんのときと同じ。なにもなければ、それでいい。

　だけどもしも、そうでなかったのなら、僕はきっと一生、後こう悔かいすることになる。

「なるほどな。話はわかった。……で、圭一郎はどうするつもりなんだ？」

　紅月先輩の目は、強ごう盗とう犯の根城にむかうときよりも、よほど真しん剣けんだった。

　適当なことは言えない、と僕は腹をくくる。

「……調べてみるつもりです。本当に病気だったなら、あとで緑谷先輩にあやまります」

　最初から、どうするかは決めていた。

　自分が後悔しない選せん択たく肢ししか、僕は選ぶつもりはない。

　これが、後になっても取り返しがつくものなら、ここまで本気になっていない。

　そして、緑谷先輩のことじゃなかったら。

　でも、万が一、僕の推測が正しければ。

　決して、取り返しがつかない。

「よし、おれもその話に乗った！」

　突然、紅月先輩が大きな声で言う。

「ちょ、ちょっと待ってください。なんで紅月先輩まで……」

　そう言いだす気はしていたけれど、今回は黄瀬さんのときより、さらにあいまいな話だ。

　それに、人のプライベートを探さぐる話にもなる。

　説明しないとすまないだろうから話したけれど、紅月先輩を巻きこむつもりなんて、僕にはない。

「おれも緑谷のことは、気になってたんだよ。どうもしっくりこないっていうか。なにがってわけじゃないんだが、ようするに勘だな」

　……紅月先輩らしい。

　つい、そう思ってしまった。

　この先輩は、理り屈くつより勘で動くタイプの人だ。

　そうやって、生きてきたはずなのに、それでもなぜだか、僕の理屈を信じてくれる。

「それとも、おれはおまえの仲間としては不足か？」

　紅月先輩が、僕の顔をうかがうように見てくる。

　そんなわけがない。

　あの強盗犯の根城にむかったときも、頼りになった。僕１人だったら、成功しなかったと思う。

「そんなことは……ないです」

「なら、決まりだ」

　紅月先輩は、にっかりと笑う。

　その顔を見て、断れないなと僕はあきらめる。

　兄妹きょうだいと言われて、ぎこちなくなっていたはずなのに、それが今では不思議とすっかりそのわだかまりが解けている。

　緑谷先輩のことが気がかりなのもあるし、紅月先輩のペースに巻き込まれて、それどころの気分じゃなくなった、というのが大きいみたいだ。

　本当に兄妹なのかどうかという問題はおいておくとして、紅月先輩に手伝ってもらえるのは助かる。

　僕の推測の通りに、これが誘拐事件だったら……。

　それを確認するだけだ。

　僕は心を決めて、動き始めた。
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　屋上で紅こう月づき先せん輩ぱいと話した次の日の午後。

　僕の部屋に、また、紅月先輩と美み華か子こちゃんが、やってきていた。

　紅月先輩は、また妹を巻きこむつもりらしい。

　気が進まないけれど、僕よりよほど頼たよりになる部分があることは、この間のことでよくわかってる。

　美華子ちゃんに、帰るように伝えたんだけど、

「お兄さん、本当に美華子の力は必要ないですか？　お兄さんに危険はないですか？」

　と、真ま面じ目めな顔で言われてしまい、結局は押し切られたんだ。

　そしてそのまま、美華子ちゃんは僕の部屋にいる。

　この兄妹きょうだいは、普ふ段だんはおちゃらけているのに、肝かん心じんなところで、汚けがれのないまっすぐな目をむけてくるから、卑ひ怯きょうだと思う。

　あんな目をむけられたら、「必要ない」なんて、ウソをつけないじゃないか。

　そんなわけで、３人で、僕の部屋のちゃぶ台を囲んでいる。

　もちろん、集まっている理由は、緑みどり谷たに先輩のことだ。

　１日の間に、僕が調べたことを報告するために、紅月先輩をよんだんだ。

「まずは、緑谷先輩の足取りです」

　僕は、紅月先輩と美華子ちゃんを見て言う。

「今から５日前。その夕方に、市内の防犯カメラで緑谷先輩の姿を確かく認にんしました。百貨店がある方向にむかったようです。ただ……もどってくる姿が確認できていません」

「どんな手を使って、圭けい一いち郎ろうが防犯カメラの映像を確認したのかは、今さらおいておくとして、だ……」

　紅月先輩は、あきれたような感心したような、微び妙みょうな表情で頭をおさえている。

「緑谷は別のルートで、帰ったんじゃないのか？」

　もちろん、その可能性もつぶしてある。

「確認できた防犯カメラの地点から緑谷先輩の家まで帰ろうとすると、どのルートを通っても、どこかの防犯カメラに映るはずなんです」

「じゃあ、車で帰ったとかじゃない？」

　すぐに、そこに気づくあたり、美華子ちゃんはなかなかするどい。

「ないとは言い切れない。だけど、中学生がタクシーを呼ぶとは思えないし、そんな距きょ離りでもない。緑谷家の車も通ってないことは、確認してあるよ」

　僕は、調べ済みのことを教える。

　それをきいて、紅月先輩と美華子ちゃんが顔を見合わせる。

「……なに？」

　なにか、見落としがあっただろうか。

　急に不安になる。

「いや……そこまで、１日足らずで調べたのかと思って、びっくりしてたんだよ」

　紅月先輩が、苦笑いしながら言ってくる。

　ああ……。

　たしかに、ちょっと力を入れすぎたかもしれない。

　引かれてしまっただろうか。

　やりすぎたせいで、人から一線を引かれてしまったことは、過去にも経験しているし……。

　そう思って、不安を感じつつ紅月先輩たちを見る。

「……さすがだな！　自じ慢まんの弟だよ」

「うん！　お兄さんすごい！」

　２人とも、顔を輝かがやかせてうなずいてる。

「いやだから、べつに僕は紅月先輩たちと兄妹だと認めたわけじゃないので……」

　僕はそう答えつつも、紅月先輩たちの反応に、ほっとする。

　どこかずれているけど、紅月先輩と美華子ちゃんは、今まで出会っただれとも、ちがう気がする。

　ありのままの自分でいても、この２人なら、受け止めてくれるのかもしれない。

　実際に、今もだいぶさらけ出しているけれど、平気そうだし……。

　そんなことを考えていると、

「とにかく、緑谷は５日前から自宅にもどっていないってことになるわけだな」

　紅月先輩が、緑谷先輩の話にもどす。

「はい。でも、誘ゆう拐かいされたと言いきれるほど、確たるものではないです」

　僕はすぐに真しん剣けんな顔にもどって、答える。

「だな。もう一押しほしい」

　そこなんだよな……。

　なにか、いい手があればいいんだけど……。

　打つべきかどうか、悩なやんでいる手はあるんだけど……。

「その、緑谷さんちに、忍しのびこんでみれば、なにかわかるんじゃない？」

　美華子があっけらかんと言う。

「美華子……おまえな」

　紅月先輩が、あきれた顔でたしなめる。

　……口に出さないでよかった。

　僕はその様子を見て、心の中でほっとする。

　一応、僕のアイデアにも、緑谷先輩の家に忍びこむという選せん択たく肢しもなかったわけじゃない。

　でも、口に出さなかったのにも、理由がある。

「それは僕も考えたけど、もし緑谷先輩が誘拐されたのなら、自宅に忍びこんでも有益な情報があるとは思えません。それより、緑谷先輩の父親に張りついて、犯人が接せっ触しょくしてくるかを確認したほうが早いかと」

「おいおい、圭一郎まで！」

　まさか、僕が美華子ちゃんの話に乗ってくるとは、思わなかったらしい。

　紅月先輩が、あわてたような顔をしてる。

「それぐらいしないと証しょう拠こはつかめないよ、お兄ちゃん」

　美華子ちゃんからも、言われている。

　まるで、紅月先輩だけが、常識人みたいな構図だ。……不満だ。

「しかしだな……学校はどうするんだ？　何日も休めるわけじゃないだろ」

「少しぐらい、休んでも大だい丈じょう夫ぶです。接触してくるとしたら、明日あしたか明後日あさってです」

　僕は確信を持って、答える。

「なにかつかんでるな、圭一郎」

　紅月先輩が、にらんでくる。

「それについては、あとで伝えます。それより、話に乗ってくれますか？　紅月先輩」

　まずは、意志の確認をしないと始まらない。

　答えはわかってはいたけれど。

「……わかった！　乗る。乗ってやる。ここで放ほうり出したら、おまえ１人で無む茶ちゃしかねないからな。それに、そういうのはおれの得意分野だ」

「もちろん、わたしも乗るよ！」

　紅月先輩が言って、美華子ちゃんも手を挙げて、参加を表明する。

　……ふう。

　とりあえず、方針は決まった。

　これで調べてみて、緑谷先輩になにもなければ、それでいい。

　でも、紅月先輩の勘かんじゃないけど、積みあがった情報を見れば見るほど、僕の頭に警けい鐘しょうが鳴るんだ。

「ふうぅ……頭をつかって疲つかれたな。そろそろ夕飯の時間か」

　紅月先輩が、後ろにのけぞるようにして、体をのばす。

「そうですね。今日はこれぐらいにしましょう」

　僕は言って、立ちあがる。

　紅月先輩と美華子ちゃんも立ちあがった。２人を送るため、玄げん関かんにむかいながら考える。

　さて、今日の夕食はどうしようかな。

　父さんも帰ってくるのは、夜おそいっていう話だし……。

　そんなことを考えていると、ふと紅月先輩と目が合う。

「ところで、圭一郎」

「なんですか、先輩」

「今日の夕飯のメニューはなんだ？」

　急に、なにを質問してくるんだ？

　いぶかしく思いつつ、答える。

「今、考えていたところですけど、インスタントラーメンで簡単にすませよ……」

　僕が言いかけたのを、ジロリと迫はく力りょくのある目で、紅月先輩が見てくる。

「圭一郎。大事な食事を、そんなものですませるつもりか？」

「そうですけど……」

　いつものことだ。

　僕は料理ができないし、下手に作るより、インスタントに頼ったほうがいい。

　時間があれば、コンビニにお弁当でも買いにいくところだけど、今は少しでも時間が惜おしいし。

「ダメだ。おれが作るから、それを食え」

　紅月先輩は、玄関に行きかけていた足を、リビングにむける。

　そのままキッチンに入ると、冷蔵庫を確認する。

「いくつか材料、使わせてもらうぞ」

　そう言って、手早く料理を始める。

　玉子、玉ねぎ、ひき肉などが冷蔵庫から出されると、手ぎわよく料理されていく。

　ジュー、という音と一いっ緒しょに、香こうばしい匂においがして、お腹なかがギュウーとすいてくる。

「お兄ちゃん、料理するとき、楽しそうなんだよね」

　美華子ちゃんが、僕のとなりにきて言う。

　そう言えば、紅月先輩の料理する顔は、真剣だけど、どこか楽し気だ。

「よし、できた」

　あっという間に、３人前のオムライスが出来あがっていた。

「先輩が料理できるなんて、意外でした」

　紅月先輩の動きは、普段から料理しなれている人のものだ。

　大おお柄がらで、どこか不器用そうに見える紅月先輩と料理は、結びつけてイメージしたことなんて、今までなかった。

「よく言われる」

　紅月先輩はそう答えつつも、不服そうだ。

　さっそく、ダイニングテーブルに、お皿に盛りつけたオムライスを３人前並べる。

　僕と紅月先輩と美華子ちゃんは、イスにすわって、両手をあわせる。

「「「いただきます！」」」

　スプーンでオムライスをすくって、１口。

　えっ……。

　ふわっと広がるトマトケチャップの味と、半熟玉子のちょうどいい食感が、口の中でとろけていく。

「うまい……！」

　お店で出されても、不思議じゃないぐらい、おいしい。

　でも、この味はどこかで食べたような……。

　僕はそう思い、２口、３口とオムライスを食べながら、考える。

　そして思い出す。

　これ、父さんの作るオムライスに、味が似てる。

　父さんはたまにしか、オムライスを作らないけど、まちがいない。

　僕は、おいしそうにオムライスを食べる紅月先輩と美華子ちゃんを、ちらりと見る。

　兄妹か……。

　緑谷先輩のことが終わったら、そのこととも、むき合わないといけないんだろうな。

　僕は思いつつ、残りのオムライスをかみしめるように、味わった。
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　ピカピカに磨みがかれた大理石の床ゆかを、僕たちは歩いていた。

「おい、大だい丈じょう夫ぶなのか、こんなところに入って」

　紅こう月づき先せん輩ぱいが、僕の後ろを歩きながら、心配そうにきいてくる。

　僕たちがやってきたのは、このあたりでも有名な高級ホテル。

　ロビーには高級そうな革かわ張ばりのソファに、ガラス製のテーブルがおかれている。

　天てん井じょうが高く、広さも大きな道路ぐらいの幅はばがあるから、かなり開放感がある。

　大きな観葉植物がおかれ、大きな花か瓶びんには青、黄、赤、白と、あざやかな花々が活いけられている。

　そういった自然が見えるせいか、大理石造りだというのに、無機質な感じがしない。

　働く人たちもキビキビとしていて洗練されていると、中学生の僕にもわかるぐらいだ。

　照明やガラス製のオブジェなど、まわりに見えるものすべてが、高級品だ。

　それでいて派手すぎず、品があるのだから、よく計算されているものだ、と僕は感心する。

「大丈夫ですよ。宿しゅく泊はく施し設せつの部分はダメですが、ロビーやレストランはだれでも入れる場所ですし」

　僕は答える。

　まわりは、圧あっ倒とう的にスーツ姿の大人が多い。

　子どもなんて、僕たちぐらいだ。

　大人はロビーにあるソファで、コーヒーを飲む人、新聞を読む人、どこかに電話をする人など、それぞれに忙いそがしそうにしてる。

　ときおりこちらに視線をむけてくる大人もいるけれど、すぐに関心をなくして視線は散っていく。

　それどころでないほど忙しい人間が、ここには多いということだろう。

　それも、僕の予想通りだ。

「それにしても、まさかこんなところだとはな……」

　紅月先輩は、こういう場は本当に苦手らしく、落ちつかない様子で、キョロキョロしている。

　その後ろからついてくる美み華か子こちゃんのほうが、よっぽど堂々として落ちついている。

　でもたしかに、紅月先輩の言うとおり、それについては、僕も最初、調べたときは意外だった。

「緑みどり谷たに洋よう一いち郎ろう──緑谷先輩の父親は、この高級ホテルの総料理長をしています。フランス料理のシェフですね。その腕うでを見こまれ、今度の国際会議で、各国代表にふるまう料理を担当するそうですよ」

　僕は、あらためて２人に説明する。

　まさか、ここで国際会議が出てくるとはね。

　駅の近くの大型モニターでニュースをきいたのを思い出す。

　開かい催さいされるのは、市内ではないから、あまり関係がないと思っていたけれど……。

「となりの市でやるやつだよな。その国際会議って、そろそろじゃなかったか？」

　紅月先輩も、国際会議については知っていたらしい。

　地元テレビ局などでも、とりあげられているくらいだしな。

「４日後です。環かん境きょう国際会議なので、各国首脳ではないですが、国の代表や一部の国では首脳が訪おとずれます。警備のための道路の交通規制などの情報も、だいぶ前から出ている、大がかりなものです」

　僕も、今回の緑谷先輩の父親のことがあって、あらためて調べてみた。

　各国首脳こそ集まらないが、集まる国の代表の数は１３０ヵ国を越こえる、大規模な国際会議だ。

　限られた先進国だけではないぶん、世界中に与あたえる影えい響きょうが大きいとも言える。

「そんな国際会議のシェフを務めるぐらい、緑谷の父親がすごい人だというのはわかったが……それが、緑谷の行ゆく方えと関係があるのか？」

　緑谷先輩と国際会議。

　結びつかなそうな２つではある。だけど、

「関係ある、と僕は思っています」

　偶ぐう然ぜんにしては、できすぎている。

　偶然でないなら、なにかの意味があるはずだ。きっと、動く。

　ロビーを少し先に行ったところに、レストランがある。

　わざと開放的にしてあるらしく、レストランの客席は見えないけれど、ロビーから厨ちゅう房ぼうが、ギリギリ見える。

　僕たちは、ロビーのソファにすわり、それとなく視線をレストランの厨房にむける。

　さりげなく見る、というのが難しいところだな……。

　そう思いつつ、紅月先輩と美華子ちゃんを見ると、２人で昨日の夕食の話をしながら、なにげない様子で厨房に目をむけている。

　とても自然な姿だ。

　やっぱり、この２人は妙みょうなところで、鍛きたえられているというか、技術がある気がする。

　本当に謎なぞが多すぎる。でも、今はそれが心強い。

「……動いたぞ」

　紅月先輩が、小声で言う。

　僕も、それとないそぶりで視線を厨房にむける。

　コックコートを着た男性が、厨房から出てくるところだった。

　緑谷先輩の父親の顔写真は、紅月先輩や美華子ちゃんにも見せてある。

　まちがいない。緑谷先輩の父親、洋一郎さんだ。

　洋一郎さんは、レストランを出ると、キョロキョロとあたりを見まわすような、挙動不ふ審しんな動きをしてから、［STAFF ONLY］と書かれたドアを開けて、中に入っていく。

「どうする？　様子が変だったが」

　紅月先輩が、きいてくる。

「追えますか？」

　僕は確かく認にんする。

「まかせとけ」

「まかせといてよ」

　紅月先輩が、笑えみをうかべて答えると、なぜか、美華子ちゃんまで声をそろえた。

　２人は同時に立ちあがると、美華子ちゃんだけがレストランのほうに歩いていく。

　どうするつもりか様子をうかがいつつ、僕は紅月先輩の近くに立つ。

　美華子ちゃんは、レストランの中に、するすると入っていった。

　あまりにも自然な動きだったからか、それとも子ども相手だと警けい戒かい心しんが薄うすれているのか、ホールにいるスタッフたちも、すぐには気づかない。

　先に気づいたのは、お客さんのほうだ。

　ちらっと、美華子ちゃんのほうを見てる。

　──と。

　ステン、とまるでバナナの皮でもふんづけたかのように、美華子ちゃんが盛大に、すっころぶ。

　近くで給きゅう仕じをしていたスタッフも、まわりのお客さんも、あっけにとられたように見ている。

「いった～い！　歩けないよぉ！」

　美華子ちゃんが、泣き出しそうな声でさけぶ。

　いったいなにをしているんだよ……！

　僕が美華子ちゃんのところに駆かけよろうとしたとき、

「──圭けい一いち郎ろう、行くぞ」

　紅月先輩の、するどい声がきこえる。

　……そういうことか。

　僕は理解する。これが２人の作戦なんだ。

　美華子ちゃんが、まわりの注意を引き、その間に紅月先輩と僕が、洋一郎さんの後を追う。

　とくに打ち合わせをしていた様子もないのに、よくこんなことができるな。

　僕は感心しつつ、紅月先輩の後からついていく。

　美華子ちゃんの大きな泣き声に注目が集まっているから、だれも僕たちの動きなんて、見ていない。

　その間に、するり、と僕と紅月先輩は、洋一郎さんが入ったドアの中に入ることに成功する。

　ドアの奥は、部屋ではなく、ろう下が続いていた。

　人はいないみたいだ。

　さっきここに入っていった洋一郎さんの姿も見当たらない。

「進むぞ」

　紅月先輩の言葉に、僕はうなずく。

「それにしても、ミスディレクションとは、うまくやりますね」

　紅月先輩と美華子ちゃんがやったのは、マジックなどで使われる技術だ。

　１つのところに注目させておいて、本命の動きは、べつの場所でする。

　マジックで言えば、派手な動きをして、観衆に左手に注目させておいて、右手ですり替かえるとか、そんなふうに行うものだ。

　今回の２人の作戦は、それの応用版といえる。

「ミス……？　なんだって？」

　紅月先輩は、いぶかしげな顔をしてる。

　どうやら、技術として知っているだけで、その意味や名前は知らないらしい。

　僕と紅月先輩は、人ひと気けのないろう下を進んでいく。

　すると、声がきこえてきた。

　紅月先輩が手で制し、僕もすぐに足を止める。

　耳をすますと、声の内容が、なんとか聞き取れた。

「……だから、それは無む茶ちゃだと……そんな！　娘むすめは、杏きょう子こは関係ないでしょう！」

　杏子っていうのは……緑谷先輩のこと!?

　悲鳴のような声は、洋一郎さんのものでまちがいなさそうだ。

　紅月先輩が、そっと位置を移動するのについていくと、自じ動どう販はん売ばい機きの前で、こちらに背をむけて、洋一郎さんが携けい帯たい電でん話わで話をしているのが見えた。

　しかも、声の調子や、横顔から見ると、かなり焦あせっているようだ。

　それに言葉の内容。ただごとじゃない様子だ。

「……わかった。やる。やりますから、杏子の安全を確認させてください。でなければとても…………杏子！　杏子か!?　無事なんだな！　よかった……」

　洋一郎さんが、ほっとして息をついたのがわかる。

「……言われたことはやる。だから、杏子の命は……。わかった。約束は守ってください」

　電話が切れたのか、携帯電話をだらりと提さげて、洋一郎さんは茫ぼう然ぜんとしている。

　洋一郎さんは少しして、ポケットに携帯電話をしまうと、顔をゆがめた。

「どうしてこんなことに……」

　洋一郎さんは、ガンッと壁かべに腕をたたきつけ、うつむく。

　僕と紅月先輩は、視線を交かわす。

　今の電話の内容で、緑谷先輩の誘ゆう拐かいは決定的になった。

　それに、推測はしていたけど、やはり誘拐の目的は、お金じゃないらしい。

　洋一郎さんに、なにかをさせるつもりだ。

　だからこそ、このタイミングで犯人から接せっ触しょくがあると、予測できた。

「……先輩。あの携帯電話を、少しの間だけ確認したいんですが、できますか？」

　僕は、紅月先輩にそっと耳打ちする。

「無茶なことを……と言いたいところだが、必要なことなんだな？」

　紅月先輩は、僕の意思を確認するかのように、横目で見すえてくる。

「はい。おそらく、重要な情報が入っているはずです」

　僕は、確信をもってうなずく。

「なら、やるしかないな」

　紅月先輩は、覚かく悟ごを決めた表情で前をむくと、すーっと、足音を立てずに動き出した。

　音もなく、自然な動きで壁のかげから出ていくと、洋一郎さんのほうに歩いていく。

　洋一郎さんは、茫然としたままで、紅月先輩に気づいていない。

　そのまま紅月先輩は、洋一郎さんのごく間近を通りすぎる。

　なにかしたようには、見えない。

　そのまま紅月先輩は、ろう下の先のほうに歩いていく。

　ちらりと、僕を見た紅月先輩が、目で合図を送ってくる。

　こっちに来い、ということらしい。

　緊きん張ちょうを感じつつ、僕は洋一郎さんの横を通りすぎて、歩いていく。

　洋一郎さんは、うつむいたまま考えこんでいて、僕みたいな中学生がいることに気づく様子もない。

　ふうぅ……。

　無事に紅月先輩のいるところまで、たどりつく。

「ほら、これでいいんだよな？」

　紅月先輩が、僕にむけて、洋一郎さんがさっき持っていた携帯電話を、手て渡わたしてくる。

「いつのまに!?」

　僕は、思わず声をあげた。おどろかずにはいられない。

　てっきり、これからどうにかするんだと思っていたんだけど。

　ずっと見ていたけれど、どの瞬しゅん間かんに先輩が携帯電話をとったのか、まったくわからなかった。

「それより、すぐに返さないとまずい。いそげ」

　そうだ。携帯電話を返す必要がある。

　時間がない！

　僕は、すぐさまバッグから小型のノートパソコンを取り出し、携帯電話とつなげる。

　キーボードを操作して、携帯電話の中に入っている画像と映像データを、パソコンにコピーする。

　メールも気になるところだが、時間がないから手をつけない。

　コピーが終わり、顔をあげると、洋一郎さんがレストランのほうにむかって歩きだすところだった。

「終わりました」

「よし、返してくる」

　紅月先輩は急いで、洋一郎さんのあとを追い、小走りで追い越す。

　そのまま、ドアを開けて、紅月先輩は出ていってしまう。

　洋一郎さんは、いぶかしげに目で追っていたけれど、気がかりが他ほかにあるからだろう。深くは考えなかったのか、そのままレストランのほうにもどっていく。

　僕はろう下のかげでそれを確認してから、スタッフルームの外に出る。

　ホテルの中を少し歩くと、紅月先輩が待っている。

「……返しておいたぞ」

　やっぱり、さっきのすれちがった一いっ瞬しゅんで、携帯電話を洋一郎さんに返したらしい。

「助かりました。……美華子ちゃんは？」

　僕は、囮おとりになってくれた美華子ちゃんのことを、心配する。

「大丈夫だ。先に、うまくホテルから逃にげ出してる」

　さわぐだけさわいで、ホテルの外に出ていったわけか。

　スタッフもホテルの外まで追いかけたりはしないだろうし、お客さんも関心を失うはずだ。

　よく考えてる。

　本当にこの兄妹きょうだいは、なにものなんだろうか。

　携帯電話を、目でとらえられないような速さで、すってみせた紅月先輩。

　囮役という役割を、きっちりはたしてみせた美華子ちゃん。

　どちらも、ふつうじゃないのは確かだ。

　ふつうじゃないという意味では、僕だってそうなのかもしれないけれど、そういうのとはまったく別の部分だ。

　いや。今はそれを考えている場合じゃない。

　──緑谷先輩は誘拐された。

　そして、その父親である洋一郎さんは、脅きょう迫はくされている。

　電話の様子だと、緑谷先輩はまだ無事のようだけど、それもいつまで続くかわからない。

　それに、犯人がなにものなのかも不明。

　調べることは山積みだ。

　最悪の推測が、当たってしまった。

　なら僕には、思考を止めている時間はない。
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　次の日の放課後。

　僕の部屋に、また、紅こう月づき先せん輩ぱいと美み華か子こちゃんがやってきた。

　今日は、ちゃんと学校に行ってきた。

　万が一、無断欠席で学校から、父さんに連れん絡らくされたりしたら、面めん倒どうなことにもなる。

　だから、眠ねむい目をこすりつつも、いつもどおりに学校を終えてきた。

　そして今、ようやく昨日の話の続きができる。

　僕はちゃぶ台の上に、昨日、洋よう一いち郎ろうさんの携けい帯たい電でん話わからデータを抜ぬき取った小型パソコンをおく。

　紅月先輩と美華子ちゃんは、僕が準備するのをじっと待っている。

「それで、どうだ？　なにかわかったのか？」

　紅月先輩が、僕がパソコンをテーブルにおいたところで、我が慢まんできないという様子できいてくる。

「はい、わかりました」

　そのために、昨日は徹てつ夜やだ。

　朝に鏡で見たら、目の下にひどい隈くまができていた。

　学校でも黄瀬きなせさんに心配されたけど、おもしろい本を読んでいて、夜よ更ふかししてしまったと、ごまかしておいた。

　黄瀬さんは、僕がいつも本を読んでいる姿を知っているから、すんなり納なっ得とくしてくれてよかった。

　今回のことに、黄瀬さんは少しも巻きこめない。

「想像以上に、厄やっ介かいなことになってます」

「厄介？　誘ゆう拐かい事件の時点で、十分に厄介だろ」

「はい。それをふまえてです。まず、これを見てください。緑みどり谷たに先輩の父親の携帯電話に入っていた画像です」

　僕はパソコンのマウスを操作して、画像を出す。

　画像を見た、紅月先輩と美華子ちゃんが、息をのんだのがわかる。

　それもそのはずだ。

　そこには、緑谷先輩が後ろ手にしばられ、口にガムテープをされてイスにすわっている姿が映し出されていた。

　その横には、覆ふく面めんをかぶり、銃じゅうをかまえた男がいる。

「こいつは……！　銃を持ってるなんて、ただの誘拐じゃないのか？」

　紅月先輩も、写真の様子から、ただの誘拐とは思えなくなったらしい。

　日本で銃を手に入れるのは、簡単ではない。

　しかも、写真の男が持っている銃は、拳けん銃じゅうじゃなく、連射型の大型銃だ。

　ますます、簡単に手に入る代しろ物ものではないのは、明らかだ。

　だけど、だからこそ犯人の正体には、たどりつきやすかった。

「はい。この銃をつきつけているのは、中東を中心に、世界中に拠きょ点てんがあるテロ組織の人間です」

　僕は、銃を持った男を目で示し、説明する。

「なんで、そんなことわかるの？　日本にいる普ふ通つうの人ではないのは、わたしにもわかるけど」

　美華子ちゃんが、不思議そうな顔をしてる。

「右みぎ腕うでにサソリの入れ墨ずみが見えるだろう。あれが、そのテロ組織のシンボルマークと一いっ致ちしたんだ。そして、警察の危険人物のデータベースにも、背格好や顔立ちなどの特とく徴ちょうが一致する人物がいた」

　銃の種類から、海外の組織の人間と目星をつけて、調べてみたら、あっさりとヒットした。

　こういった組織の人間が、シンボルマークをつけたがるのも、身元を特定するのに有利に働いたってこともある。

「警察のデータベースって、そんなものも見られるのか!?」

　紅月先輩が、べつのところにおどろいている。

「どうしてもやろうと思えば、むずかしくないです」

　新型のパソコンが組みあがってから、ハッキングできるところも、だいぶ増えた。

「そうか……」

　紅月先輩が、なにか言いたげな顔をしてるが、口には出さずにいる。

　僕はかまわずに、話を進める。

「それよりも、緑谷先輩がなぜ、そんなテロ組織に誘拐されたか、です」

「そうだな。ただの女子中学生が、そんなテロ組織に誘拐される理由がわからない」

　紅月先輩が、顔をしかめてうなずく。

「それについては、緑谷先輩の父親が電話で話していたことから、想像がつきました。昨日話しましたけど、緑谷先輩の父親の洋一郎さんは、今度の国際会議でシェフを担当します」

　国際会議とテロ組織。

　結びつけるのに、そう時間がかかる話じゃない。

「まさか！」

　紅月先輩がさけび、表情がいっそうけわしくなる。

「そのまさかです。国際会議でテロを起こすことが目的だと思います。このテロ組織は、世界中にある経済格差や貧困を大義名分に、テロを起こしています。過去にも、別の国際会議で爆ばく破はテロを起こしています」

　僕は、昨日調べた過去のニュース記事を、パソコンの画面に出す。

　そこには、10年ほど前に起きた、死傷者１００名以上という、爆破テロのことが書かれている。

「だとしたら、緑谷の父親を脅おどして、国際会議で爆破テロを起こそうってことか？」

「それが狙ねらいでしょう」

　僕はうなずく。

　推測というより、ほぼ確信だ。

　これで、なにもせずにテロ組織が帰国するなんて、あり得ない。

「だが、そうなると、おれたちの手に負える話じゃないかもしれないな。世界的なテロ組織。それが国際会議を狙っているなんて、完全に警察の仕事だ」

　紅月先輩が、難しい顔をする。

　普通ならそうだ。

　だけど──……。

「まかせられません」

　僕は断言する。

「まかせられない？　なぜだ？」

　紅月先輩は、いぶかしげにきいてくる。

「緑谷先輩の命がかかっています。警察が国際会議の安全と、１人の少女の命を天てん秤びんにかけたとき、緑谷先輩の命を優先する行動をとるとは限らない。それに、この情報だけでは、警察は動きません。信用を得られるとは思えない。そうなったら、すべてが手て遅おくれです。学校が迅じん速そくに生徒へ、緑谷先輩のことを口に出さないようにさせたのも、洋一郎さんが手を回したものだと思います」

「緑谷の父親が？　たしかに学校が急に、強きょう硬こうなことを言い出したとは思ったが」

　紅月先輩が、おどろいた表情をしてから、納得したような顔になる。

「うちの中学の校長は、洋一郎さんのレストランの常連です。今度、特別なコース料理をサービスするとでもいえば、多少の無理は通せるでしょう。もちろん事件については教えずに、娘むすめのプライベートのことだから、と言えば校長にも言いわけがたつし、押し切れます。洋一郎さんからすれば、警察に頼たよっても娘が助かるかわからない以上、犯人の言うことをきき、刺し激げきしないようにするためには、必要なことだったんです」

　洋一郎さんの気持ちは、よくわかる。

　そして、僕の目的は、最初から変わっていない。

　緑谷先輩の安全を守ることだ。

　国際会議でテロをおこすなんて、許せるものじゃない。

　だけど、それと同じぐらい、僕は緑谷先輩の身の安全も守りたい。

「たしかにな。情報の出所がこんなだと、警察に信用してもらうのはむずかしいか。逆に、こっちが警察に色々ときかれるはめに、なりそうだ」

　紅月先輩が、ここまでの話を思い返したのか、肩かたをすくめる。

　そう。

　僕たちが、どうやって調べたのか。

　どこから情報をつかんだのか。

　そんなことを警察できかれていたら、動けなくなってしまう。

　そして、その間に警察が動いてくれる保証なんてない。

「だけど、警察に頼らないって言っても、緑谷お姉さんがつかまってる場所がわからないんじゃない？」

　美華子ちゃんが、するどいところを指し摘てきする。

　やはり、美華子ちゃんは頭がいい。

「いえ。緑谷先輩の居場所は、わかっています」

「わかったのか!?」

　紅月先輩がおどろく。

　今日の先輩は、おどろいてばかりだ。

「それらしい情報は、なかっただろ。そもそも、テロ組織が、人ひと質じちの居場所がわかるような情報を残すとは思えないが」

　もちろん、手がかりは、そう簡単には見つからなかった。

　テロ組織の潜せん伏ぷく先はわからず、緑谷先輩を誘拐しただろう場所から、監かん視しカメラをいくつも探してみたけれど、引っかからなかった。

　だけど、見つけたんだ。

「瞳ひとみの中に映った風景です」

　僕は言う。

「瞳の中？」

「写真には背景が映らないように、注意が払はらわれていて、壁かべしか映っていません。これだと情報としては、建物の中としかわかりません。ですが、緑谷先輩が見ている先は、瞳に映りこむんです」

「そういうことか。壁を後ろにした写真。なら緑谷は窓の外を見ていた可能性があるわけだな」

「そうです。緑谷先輩が囚とらわれている写真の、緑谷先輩の瞳の中を、最大まで拡大します。すると、こんなものが映っていました」

　僕はそう言って、写真の中の緑谷先輩の瞳を最大限拡大して、パソコンの画面を表示させる。

「こいつは……」

「これなら、わたしも知ってるよ！」

　紅月先輩と美華子ちゃんの表情が、おどろきに染まる。

　そうだ。

　緑谷先輩の瞳に映っている場所。それはよく知っているところ。

「──僕たちが通う中学校です」
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　盲もう点てんだった。

　まさか、こんな近くに誘拐された緑谷先輩が、監かん禁きんされているなんて。

「学校の近くってことか……しかし、それだけじゃ……」

　たしかに、それだけでは範はん囲いがまだ広すぎる。だから、しぼりこむ。

「瞳に映る中学校の大きさと、他ほかに映る建物の大きさ。それを軸じくとして計算すれば……」

　僕は、ぶつぶつとつぶやきながら、パソコンのキーボードをたたく。

　そして顔をあげる。

「緑谷先輩がつかまっているのは、このビルです」

　パソコン上の地図に、赤い丸を表示させる。

　これが、緑谷先輩が写真を撮とられた場所だ。

「ちょ、ちょっと待て！　今のその情報だけで、わかるのか？」

　紅月先輩が、なぜかあわてている。

「え？　はい。緑谷先輩の瞳にうつる建物の大きさから、距きょ離りが割り出せるので、そこから計算すれば難しくないです」

「いや、難しくないと感じるのは、圭けい一いち郎ろうぐらいじゃないか……」

　紅月先輩が、あきれた顔をしている。

　そんなことはないと思うけど。

　おそらく、犯人たちは居場所を変えていない。

　自分たちが、追われる存在だとは、まだ気づいていないだろうし、なにより人質の移動は人目につく。なるべくなら場所を変えたくはないはずだ。

「とにかく、情報はそろいました。でも、ここから緑谷先輩を救い出して、テロを阻そ止しするためには、考えられないぐらいの危険がともないます」

　どれだけの危険か、僕も推測しきれていない。

　勝算がないわけじゃない。

　だけど、危険がないなんて言えない。それも高い確率の危険が。

「それでも僕に……」

「ついていくに決まってるだろ。ここまできて、降りるなんて言うと思われるほうが怒おこるところだ」

　紅月先輩が、本当にムッとしたような顔で言ってから、ニヤリと笑う。

「圭一郎お兄さんを信じてるし」

　美華子ちゃんも、まっすぐに笑え顔がおをむけてくる。

　そうか。２人とも、とっくに覚悟を決めてきていたんだ。

　危険がともなおうと、僕のやろうとしてることに付き合うって。

「２人とも……ありがとう」

「兄きょう妹だいに礼なんて、いらないっての。それに作戦も、もう考えてあるんだろ？」

　紅月先輩が、明るい調子できいてくる。

　兄妹か。

　本当の兄妹なら、そういうものなのかもしれない。

　僕は顔をあげて、２人を見る。

「はい。それをこれから説明します」

　僕は２人をまっすぐに見つめ、緑谷先輩の救出と、テロ阻止のための作戦について話し始めた。
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　バスを降りると、僕と紅こう月づき先せん輩ぱいは２人そろって、整備はされているものの、人ひと気けの多くない歩道を歩いていた。

　ここは、国際会議場に続く道路。

　先にあるのは国際会議場だけなので、道を行く人も、ほぼいない。

　会議が行われるのは、２日後。

　すでに来日している各国代表はいるものの、まだ都内で日本の政府関係者と会合したりしている。

　くるとしたら、明日あしたからだろう。

　そんなわけで、今ここに来るのは事前準備をする施し設せつ関係者ぐらいなものだ。

　警備の目も、各国代表が次々と到とう着ちゃくする、都内のほうにむいている。

『──圭けい一いち郎ろうお兄さん、きこえる？』

　そんなことを考えていると、耳に入れているインカムから、美み華か子こちゃんの声がきこえてくる。

「ああ、きこえてるよ。違い和わ感かんはないかな？」

　僕はインカムと一いっ緒しょになっているマイクを口もとに持ってきて、美華子ちゃんに返事をする。

　美華子ちゃんは、今回はここにいない。

　作戦からはずした……というわけではなく、別の場所で、重要な役割を担になってもらうためだ。

　そのために、僕は自作したインカムとメガネを、美華子ちゃんに渡わたしてある。

『大だい丈じょう夫ぶだよ。これでわたしが見てる景色が、お兄さんのところに送られてるんだよね？』

　美華子ちゃんは、不思議がっている様子だ。

　少し遅おくれて、パソコンの画面に、美華子ちゃんの見ている景色が現れる。30秒ごとに、美華子ちゃんのメガネから僕のパソコンにむけて、画像を送る仕組みになっている。

　画面には、僕や紅月先輩の通う中学校が映っている。画像に乱れもない。

「ああ。こっちに今画像が送られてきたところだよ。声もよくきこえる」

　僕は、自作の機械がうまく機能してくれて、ほっとする。

　今回のために、急いで作ったから、実験が足りてなくて、心配だったんだよな。

　でも、これなら作戦は予定通りに行えそうだ。

　それにしても……。

　僕はちらりと、となりを歩く紅月先輩に目をやる。

「紅月先輩。その格好はなんですか？」

　僕は、紅月先輩をジトッとした目で見る。

　紅月先輩が着ている服は、黒と赤のフィットした感じのものだ。

　動きやすそうなのはともかく、これからすることを考えたら、黒一色のほうが目立たないんじゃないだろうか。

　赤色は目立つだろうに。

　送られてくる画像で、美華子ちゃんも紅月先輩と同じデザインの服を着ていたから、これは、今回のためにそろえたものみたいだ。

「ユニフォームだよ。気合いが入るだろ。美華子のデザインなんだ。圭一郎の分も用意してきてあるが……」

　紅月先輩はそう言って、バッグを開こうとする。

「遠えん慮りょしておきます」

「……そう言うと思ったよ。なら、こいつだけでも腕うでに巻いておけ」

　紅月先輩は、バッグから赤いスカーフのようなものを取り出すと、僕にむけて差しだしてくる。

　受けとると、赤いスカーフには羽根のようなデザインのマークが、縫ぬいつけられている。

　これも、美華子ちゃんのデザインだろう。

　紅月先輩と美華子ちゃんが着ている服にも、同じようなマークが入っているし。

　しかし、真っ赤なスカーフって、どう考えても目立つよな……。

　僕がためらっていると、

「これから一緒に命をかけるんだ。仲間だって証明があってもいいだろ？」

　紅月先輩は、そう言いながら、僕の腕に赤いスカーフを巻きつける。

　命をかける仲間……か。

　たしかにそうだ。

「……わかりました」

　僕はうなずいて、先輩の腕にも、真っ赤なスカーフを巻いた。

　キュッと腕をしばると、ちょっとだけ背筋が伸のびる気がする。

　これからの作戦は、失敗はできない。

　失敗は、緑みどり谷たに先輩の身の危険や、国際会議でのテロの発生を意味する。

　僕と紅月先輩は、国際会議場の搬はん入にゅう口ぐちが見える位置まできてから、木こ陰かげに身をひそめた。

　国際会議場は、東とう京きょうドームのようなドーム状の形をしている。

　だけど、大きさは東京ドームの１．５倍。

　今回の国際会議のために、建てられた施設だ。建設時には、無む駄だな設備だという声もあったという。

　だけど、会議後に巨きょ大だいショッピングモールになるということで、地元活性化にもつながると、建設に踏ふみ切られたそうだ。

　建物の構造は、中央に、各国代表が集まる大会議場があり、円周に、１５０ヵ国以上の代表の控ひかえ室がそなえつけられている。

　今でこそガランとしているけれど、会議が始まれば各国代表や、その秘書などの関係者で、１０００人以上の要人が集まることになる。

「今回の作戦について、あらためて確かく認にんしておきます」

　僕は、紅月先輩と、離はなれた場所にいる美華子ちゃんに、話しかける。

「今回の作戦は、緑谷先輩の救出と、テロの阻そ止しを、同時におこなわないと成功しません。緑谷先輩の救出を優先すれば、国際会議場にいるテログループが警けい戒かいして、阻止が難しくなります。逆も同じことです」

『わかってるよ！　だから、わたしが別動で、緑谷お姉さんを助ければいいんだよね！』

　美華子ちゃんの声が、インカムからきこえてくる。

　そうだ。

　今回、美華子ちゃんが別行動をとっている理由。

　それは、美華子ちゃんに１人で、緑谷先輩を助けてもらうためだ。

　僕と紅月先輩が、国際会議場で。

　美華子ちゃんが、緑谷先輩が監かん禁きんされている場所で。

　同時に、動く。

　それがどうしても、僕たちの作戦を成功させるためには、必要不可欠だから。

　本当なら、無む茶ちゃな作戦だと思う。

　小学生の女の子に、まかせるようなことじゃない。

　だけど、他ほかの組み合わせはあり得なかった。

　美華子ちゃんにむかってもらうほうが、僕が行くよりも、はるかに先輩を助け出せる成功率が高いから。

「美華子ちゃん、本当に、１人で大丈夫？」

　僕は、美華子ちゃんにきく。

　戦えるからといって、成功率が高いからといって、怖おじ気づかないわけじゃないはずだ。

　ましてや、相手は武装したテロ組織の一員。

　人数は多くないはずだけど、危険はかなりある。

『まかせて！　ちょっと武装したやつらぐらいなら、なんてことないんだから』

　美華子ちゃんの声は明るい。

　頼たのもしいけれど、やはり心配は心配だ。

「できる限りのナビとフォローは、僕もするから」

『うん、頼たよりにしてるよ！　それより、そっちのほうが大変だよ。人数だって、緑谷お姉さんの見張りとは、比べ物にならないぐらいいるだろうし』

　逆に、こちらの心配をするぐらいの、余よ裕ゆうがあるらしい。

「それは、おれが一緒だから大丈夫だ」

　紅月先輩が、自信たっぷりに答える。

『お兄ちゃん、すぐ調子に乗るからなぁ』

「おい！　圭一郎に比べて、兄に対する信しん頼らいが低くないか！」

『だって、圭一郎お兄さんも、わたしのお兄ちゃんだし。差別じゃなくて区別だよ』

　ぐぬぬ……と紅月先輩が、画面のむこうの美華子ちゃんに、しかめっ面つらをむけている。

　先輩、パソコン画面をにらんでも、美華子ちゃんには見えてないですから。

　緊きん張ちょう感かんのない兄妹きょうだいのやりとりに、なんだか僕は、肩かたの力が抜ぬける気がする。

　本当の兄妹だとしたら。

　僕もこの中に交じっているのが、自然なんだろうか。

　ぜんぜん、想像がつかないな。

「きたぞ」

　紅月先輩の、さっきとは打って変わった、張り詰つめた声に、僕は我に返る。

　僕も紅月先輩の視線の先を追う。

　そこには、車から降りる洋よう一いち郎ろうさんの姿がある。

　そして、そのあとに続いて、コックコートを着ている割りには人相の悪い男たちが、10人ほど、ぞろぞろと降りてくる。

「料理場の事前チェック──そんな理由をつけて、警備が厳しくなる前の国際会議場に入りこむ……か。予想したとおりですね」

　テロ組織が洋一郎さんを利用するなら、この方法が一番だ。

　出入り口には警備の人間もいるけれど、洋一郎さんがＩＤカードらしきものを見せると、すんなりと通してしまう。

　まだ、会議場内に要人がいないから、警けい戒かい心しんも薄うすいのだろう。

　まして、洋一郎さんは、正規に出入りできる人間であり、重要な料理をまかされている。

　下手にその邪じゃ魔まをして、料理が出せないようなことになったほうが、大おお事ごとだと思ってしまったのかもしれない。

「僕たちも動かないと。美華子ちゃん、緑谷先輩がつかまっているビル前で待機。出入りがあったら連れん絡らくして」

『りょーかい！』

　美華子ちゃんから、元気よく返事がある。

　動き始めれば、もう引き返せない。

　自分の考えた作戦は、本当に勝算があるのか。

　２人を巻きこんで、本当にいいのか。

　やめるのなら、ここが最後だ。

『圭一郎お兄さん』

　そのとき、美華子ちゃんから名前をよばれ、同時にポンッと紅月先輩に肩をたたかれて、僕はハッと顔をあげる。

　紅月先輩を見あげると、不敵な笑えみをうかべてる。

　まるで「なにを悩なやむことがあるんだ？」と言っているみたいだ。

　画面越ごしの美華子ちゃんも、まっすぐに、僕を信頼している視線を、むけてくる。

　なぜか、この２人と一緒なら、なんとかなるような気がするから、不思議だ。

　なんでだろう？　でも、腹はくくれた。

「よし！　行くぞ」

　紅月先輩が先に動き、僕があとに続く。

　会議前の今だからこそ、警備に穴があるのは調査済みだ。

　警備の人間がいない、監かん視しカメラのみの出入り口がある。

　僕は小型のノートパソコンを開き、すばやくキーボードをたたく。

「カメラの映像を画像に切りかえて、同時に鍵かぎを開けます。切り替かえてだましておけるのは、15秒程度だと思っていてください」

　僕は、カメラの映像を差し替える準備を整えて、電でん子し錠じょうの開かい錠じょう準備もする。

「わかった。それだけあれば、十分だ」

　紅月先輩がうなずいたのを見て、僕はカウントダウンを始める。

「５、４、３、２、１……ゼロ！」

　僕の声と同時に、紅月先輩が走り、僕も小型ノートパソコンを片手に、全速力でついていく。

　紅月先輩がドアを開ける。

　僕が入り、続いて紅月先輩が中に入った。

「大丈夫だ。だれにも見られていない」

　紅月先輩が、まわりを警戒しながら報告してくる。

　僕はその間に、監視カメラの映像を元にもどして、電子錠もしめておく。

　監視カメラは、画像に切り替えたままにしておくと、そのうちばれるし、電子錠が開いていることも、不ふ審しんがられる。

　出口をふさぐことになるけど、しかたがない。

　ふぅ……。

　出入口１つを突とっ破ぱしただけなのに、僕の手は、いつの間にかじっとりと汗あせをかいていた。

　こんな調子で作戦を成功させられるんだろうか。

　そんなことを思っていると、また、僕の肩に手がおかれた。

「なにかあっても、どうにかなる。おれと圭一郎ならな」

「どこからくるんですか、その自信は」

　分けてほしいぐらいだけど、根こん拠きょのない自信は、身をほろぼすかもしれない。

「このときを、待っていたからな」

　紅月先輩は、どこか遠くを見るような目をして、つぶやくように言う。

「待ってたって……」

　どういう意味だ？

「話してる時間はないだろ。行くぞ、圭一郎」

　紅月先輩は、話題を無理やり切りあげる。

　時間が限られているのはたしかだ。

「わかりました。そのかわり、あとでちゃんときかせてもらいますからね」

　僕はうなずきつつも、念を押しておく。

「おぼえていればな」

　紅月先輩は肩をすくめて苦笑いすると、会議場のろう下を歩き出す。

　僕もそのあとについていく。

　真新しい真っ白な壁かべに、ピカピカなままの床ゆか。

　建設されてから、まだ設備工事など以外は、ろくに人の出入りがないんだろう。

　ほかのことに、気をとられていられるのは、ここまでだ。

　──さあ。ここからが、作戦の本番だ。

　ミスは許されない。

　絶対に、緑谷先輩を助けて──そして、テロを阻止してやる！
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　会議場内を進みつつ、僕は小型ノートパソコンで、美み華か子こちゃんの状じょう況きょうも確かく認にんする。

『こっちは動きはないよ。出ていく人も、入っていく人もいない』

　僕たちの存在を知らないテロ組織が、緑みどり谷たに先せん輩ぱいの警備を増員するはずがない。

　彼らの目的は、国際会議の会場でのテロだ。

　そこにいるのは、最少人数のはずだ。それでも……。

「美華子ちゃん、突とつ入にゅう準備はできてる？」

『もちろん！　いつでも行けるよ！』

　美華子ちゃんからは、いつも通りの元気な返事。

　でも、僕にはまだ迷いがある。

　美華子ちゃん１人に、潜せん入にゅうさせて大だい丈じょう夫ぶなのか。

　相手は武装したテロ組織だ。

　この間みたいな、不良なんかとは、レベルがちがう。

『──わたしは大丈夫。信じて、お兄ちゃん』

　ハッとして、僕は顔をあげる。

　いつもは、美華子ちゃんはお兄さんって、僕のことをよんでる。

　だけど今、お兄ちゃんって……。

　兄妹きょうだいか……。

　そうだな。信じることから始めないとな。

「美華子ちゃん、潜入開始。なるべく敵に見つからないように、緑谷先輩の位置を特定して」

『りょーかいだよ』

　美華子ちゃんから返事があり、動き出す音がする。

　美華子ちゃんのほうの事前の準備は、できる限りすませてある。

　あと、僕ができることは、多くない。

「それで、こっちはどう動くんだ、圭けい一いち郎ろう？」

　紅こう月づき先輩が、きいてくる。

　そうだ。頭を切りかえろ。

　美華子ちゃんが緑谷先輩を助け出しても、こっちの作戦がうまくいかなければ、成功とは言えない。

「まずは、管制室の制圧です。相手もそこを押さえているはずですから」

「作戦は？」

「そのためのコイツです」

　僕はそう言って、手に持った小型のノートパソコンを、コツンと指でたたいた。
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　僕と紅月先輩は、国際会議場の部屋の１つにいた。

　おそらく、要人の控ひかえ室に使うための部屋だ。

　僕はパソコンを、室内にあるネットワーク回線用のケーブルにつなぐ。

　管制室は、外のネットワークとは切り離はなされていて、アクセスすることはできない。

　でも、ここのように、会議場内からなら、可能だ。

　タンタンタンタンタンタンタンッ。

　僕は、高速でタイピングをしていく。

　画面には目まぐるしく、数字やローマ字の羅ら列れつが現れては消えていく。

　今やっているのは、管制室のハッキングだ。

　ここからなら、内部のネットワークだから、管制室のハッキングはセキュリティのみだ。

「よし、つながった」

　僕は、管制室のセキュリティを突とっ破ぱして、ハッキングに成功する。
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　やはり、パソコンを新しくしておいてよかった。

　ハッキングが、格段に楽になってる。

「先輩、そっちは大丈夫ですか？」

　僕は、ドアの近くにいる紅月先輩に声をかける。

　紅月先輩には、だれかこっちへこないか、警けい戒かいにあたってもらってる。

「問題ない。だれも通る様子はないな」

　紅月先輩の言葉に安心して、僕は作業を再開する。

　管制室に映し出された監かん視しカメラの画像に、警察がきているという偽にせの映像を映し出すように細工をする。

「警察がきたとなったら、返り討うちにしようと、逆効果になるんじゃないのか？」

　僕の作業を横目で見ていた紅月先輩が、怪け訝げんな様子できいてくる。

　紅月先輩には、作戦内容は前もって伝えてある。

「国際会議は２日後です。テロ組織のメンバーは今はまだ、穏おん便びんにすませたいはず。ここまで積み重ねてきた準備を、台無しにして、無む駄だ死じにはしたくない。テロが可能なら作戦は続行するはずです」

「そこまでして、テロをやりたいのかよ」

　紅月先輩は、吐はき捨てるように言う。

　たしかに、やつらの考えることは、吐き気がする。

　だけど、その考えを読まなければ、こっちの作戦の成功はない。

「──美華子ちゃん。管制室にこっちが飛びこむのと一いっ緒しょに、きみには緑谷先輩の救出を頼たのむ。思った通り、そっちにいるのは、警備の２人だけだ。でも武装しているようだけど……いける？」

　管制室のハッキングと同時に、美華子ちゃんの潜入する先の、ビルの監視カメラ映像の解かい析せきもすませていた。

　やはり、少数しか見張りはおいていない。

　テロ組織のメンバーたちも、人ひと質じちの見張りなんかより、この会議場に来たいと思っているはずだ。

　だからこそ、最低限の人数しか人質の見張りに割さかないだろうとは、予測はついていた。

『お兄ちゃんからもらった、特別製の催さい涙るいスプレーがあるし、大丈夫だよ』

　美華子ちゃんはそう言って、スプレー缶かんをカメラの画像で送ってくる。

　これは、僕が作った特製の催涙スプレーだ。

　トウガラシやハバネロなどの辛からみ成分を抽ちゅう出しゅつしてあり、顔面に受けたら、どんなに鍛きたえた人間でも、しばらくは動けなくなる。

　ただ、スプレーを噴ふん射しゃした一帯は、しばらく呼吸するだけで咳せき込むような場所に変わるので、使うときはガスマスクが必要だ。

　これも美華子ちゃんのサイズにあわせたものを、渡わたしてある。

　これをしていれば、テロ組織のメンバーから美華子ちゃんの顔も隠かくせるし、一石二鳥だろう。

　ただ、画像のタイムラグがあるから、どうしても美華子ちゃんの現場判断に委ゆだねないといけない。

　作戦を立てることはできても、リアルタイムで指示を出すには、30秒ごとの画像では、致ち命めい的てきなロスがある。

　やはり、いずれリアルタイム動画を送れるように、改造すべきか。

　……って、いずれってこんなこと２回もあるわけがないか。

　とにかく今は、美華子ちゃんの成功を祈いのりながら、僕は紅月先輩と、テロを阻そ止しするしかない。

「行きましょう」

　僕は、イスから立ちあがる。

　紅月先輩が、うなずきかけてくる。

　美華子ちゃんが、指示を待ってる。

　ふうぅ……。

　僕は深呼吸をして、グッとお腹なかに力をこめる。

「ミッションスタート！」
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　管制室近くまで、僕と紅こう月づき先せん輩ぱいは、だれとも会わずにやってこられた。

　それも、管制室に送った「警察がきている」という偽にせ情報のために、テロ組織のメンバーが混乱状態にあることと、僕が管制室をハッキングしていて、あちらの行動が筒つつ抜ぬけだというせいもある。

　管制室を通して、やつらの通信を傍ぼう受じゅできたおかげで、テロ組織のメンバーと出くわしそうなルートは、すべて避さけられた。

　……まあ、紅月先輩はまったく戦えなくて、少し残念そうだったけど。

　でも、ここからは避けていられない。

「紅月先輩、管制室の制圧は、どうしても必要なことです。中には５人ほどテロ組織のメンバーがいます。冷静に判断してください。やれますか？」

　僕は、最終確かく認にんの意味をこめて、紅月先輩にきく。

「まかせろ。ここまで戦せん闘とうがなくて、うずうずしていたところだ。それに、圭けい一いち郎ろうからもらったこいつもあるしな」

　紅月先輩はそう言って、赤色のピンポン玉ぐらいの大きさの玉を、手に持つ。

　これは美み華か子こちゃんに渡わたした、催さい涙るいスプレーの中身を、特とく殊しゅな玉に詰つめたものだ。

　衝しょう撃げきを与あたえると、玉がはじけるようになってる。

「圭一郎は、ここで待ってろよ。すぐに片づけてきてやるから」

　紅月先輩には、極度の緊きん張ちょうも気負いも見えない。

　適度な緊張とリラックス。

　前に、紅月先輩の空手の試合を見たときと、同じような雰ふん囲い気きだ。

　これが、紅月先輩が本気のときなんだろう。

　口ではああは言ってるけど、油断は一いっ切さいしてないはずだ。

「まかせます」

　僕は、紅月先輩にたくす。

　僕自身が、なにも手伝えない歯がゆさはある。

　だけど、役割を守らなければ、成功確率を下げるだけだ。

「まかされた」

　紅月先輩は、ガスマスクをかぶる。

「はあぁ……」

　紅月先輩は深い呼吸をしてから、タンッと地面をけった。

　僕は紅月先輩の動きにあわせて、管制室のドアロックを解除する。

　それと同時に、紅月先輩が催涙ガス入りの玉を、管制室内に投げこむ。

「な、なんだこれは！　ゲホゲホッ！」

「く、くるしい……」

「目がぁ！」

　不意打ちは成功したらしい。

　間かん髪はつを容いれずに、紅月先輩の姿は管制室内に消えている。

　僕はパソコンで、管制室内のカメラで、様子を見る。

　迷めい彩さい服ふく姿のテロ組織のメンバーは、全部で５人。

　床ゆかに膝ひざをついて、咳せき込む男たちが３人。

　とっさにガスマスクで対応した男が２人。

　紅月先輩が、近くにいた咳き込んでいる男と、間合いをつめる。

「なんっ……がはっ！」

　とっさのことに、反応できずにいる男の顔面を、紅月先輩が思いっきりけとばす。

　ひっくり返った男は、動かない。

「き、貴様！　なにものだ！」

　別の咳き込んでいた男が、銃じゅうをぬいて紅月先輩にむける。

　だけど──

「撃うつな！　同どう士し討うちになるぞ！」

　管制室の奥にいる、ガスマスクをつけた男が怒ど鳴なる。

　そうだ。紅月先輩は後ろに別のテロ組織の男がいるように、うまく立ち位置を考えている。

　それが見えているということは……あの男がこの場の指揮官か。

「紅月先輩、今、指示を出した男以外から、狙ねらっていってください」

『わかった！』

　僕がインカムで指示を出すと、紅月先輩の返事がある。

　当然ながら、紅月先輩ともインカムで通信できるようにしてある。

　相手の指揮系統が生きているかぎり、同士討ち覚かく悟ごの銃の乱射などは、してこない。

　あくまで冷静に対処しようとするだろう。

　そのほうが、行動が読みやすい。

「このぉ！」

　銃を捨てた男が、紅月先輩に突とっ進しんしていく。

　体格は、テロ組織の男のほうが、明らかに大きい。

　だけど、紅月先輩はあわてた様子もなく、男の突進をかわすと、足をひっかける。

「その程度で転ぶか！」

　男がよろけつつも、体勢を立て直そうとする。

「だが、隙すきはできただろ」

　その間に、紅月先輩が間合いを詰める。

「はあっ！」

　紅月先輩が、男にむけてボディブローを放つ。

　１発、２発、３連発のボディブローに、男が顔をゆがめて、その場でくずれ落ちる。

「紅月先輩、後ろ！」

　間髪を容れずに、紅月先輩の背後から別の男が、飛びかかってくる。

「その程度で、奇き襲しゅうといえるかよ！」

　紅月先輩は、振ふりむきざまに回し蹴げりを、男の右のこめかみに放つ。

「がはっ！」

　反応されると思っていなかったのか、まともにけりを食くらって、男がふらつく。

　すかさず、紅月先輩がボディと顔に、２連発のパンチを打ちこむ。

　たまらずに倒たおれこむ男で、これで残りは２人！

　さすがに、紅月先輩の強さに慎しん重ちょうになったのか、すぐに仕し掛かけてこない。

　それを見て、紅月先輩から仕掛ける。

　指揮官のほうにむかうと見せて、途と中ちゅうで方向転てん換かんして、もう１人の男のほうにむかう。

「くっ！」

　紅月先輩が間合いをつめて、はなったパンチを、男がガードする。

　男が膝蹴りを放ってくるが、それをバックステップでかわすと、紅月先輩はその場でしゃがみこんで、不安定な男の片足を、足で払はらう。

「うおっ！」

　バランスを崩くずして、倒れこんだところに、紅月先輩が馬乗りになって、一いち撃げきを加えて、気絶させる。

「さて。残りはあんただけだぜ」

　紅月先輩が、指揮官のほうをむく。

「貴様！　なにものだ！　我々のテロ計画を阻そ止ししようとは、警察の手のものか！」

　指揮官が叫さけび、銃をかまえる。

「ちがうな。おれたちは、友達を助けたいだけだっ！」

　指揮官が引き金を引くより早く、紅月先輩は一気に間合いをつめて、銃を叩たたき落とすと、そのままひじで、顎あごを打ちあげる。

「がっ！」

　ふらつく指揮官に、追いうちの拳こぶしが入り、ばったりと倒れこむ。

　武装したテロ組織のメンバー５人。

　それを本当に、あっという間に制圧してしまった。

　僕はまだ、紅月先輩の実力を、甘く見積もっていたかもしれない。

　その紅月先輩は、倒れている男たちを、後ろ手に縛しばっていく。

　全員縛り終えたところで、管制室のドアが開いた。

「終わったぞ、圭一郎」

　ドアから姿を見せた紅月先輩は、ケガをしている様子はない。

　ほっと息をつく。

　監かん視しカメラで見ていたとはいえ、直じかに見てみないと安心できないのは、変わらない。

「はい、そっちに行きます」

　僕は答えて、管制室の中に入る。

　ちらりと、縛られたテロ組織のメンバーを見てから、管制室の制せい御ぎょ装置のところへむかう。

　僕は管制室のキーボードをたたきつつ、テロ組織がなにをしようとしているのか、調べる。

　ここからなら、会議場全体の監視カメラの映像が見られる。

　ハッキングの状態では、一度には確認できなかったから、ここの制圧はどうしても必要なことだったんだ。

　調べていくうちに、自分の表情がけわしくなっていくのが、わかる。

「くそっ！　やつら、やっぱりこの会議場で、爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせるつもりです。全部の爆弾が作動すれば、この会議場の半分が消し飛びかねない！　これが会議が行われているときに爆発したら、どれだけ被ひ害がいがでるか……！」

　僕は両手でキーボードを叩いて、状じょう況きょうの最悪さに声を荒あららげる。

「あせるな。まだ、やつらは爆弾をしかけてないんだろ？」

　紅月先輩が、落ち着いた様子で、僕にきいてくる。

　その様子に、僕も少しだけ落ち着きをとりもどす。

「しかけ始めてはいます。すでに入りこんでいるテロ組織のメンバーが、ほかに20人いて、２～３人ずつのグループを組んで行動しています。緑みどり谷たに先輩のお父さんは……ここか。ここには７人。この中にテロ組織のリーダーがいると、考えたほうがよさそうです」

「そこのやつは、リーダーじゃないのか？」

「あくまで、管制室内の指揮官といったところです。重要な場所なので、サブリーダーぐらいの地位にあるのかもしれませんが」

「なるほどな。なら、そのリーダーってやつを叩きのめせば、やつらは混乱して、爆弾をしかけるどころじゃなくなるんじゃないか？」

「僕も、そう思っていました」

　単純だけど、一番効果的な作戦だ。

　頭をたたけば、組織が機能しなくなるとまではいかなくても、連れん携けいは確実に悪くなるはずだ。

　そう考えていたとき、

『ちょっといい？　圭一郎お兄ちゃん』

　美華子ちゃんから連れん絡らくが入り、僕はピリッと緊張する。

　目の前のことに気を取られて、美華子ちゃんの現場のほうを忘れていた。

「美華子ちゃん、どうした!?」

『お兄ちゃん。作戦成功だよ』

　ケロッとした様子で、美華子ちゃんが伝えてくる。

　同時に、画像が送られてきた。

　床の上に、しばられて、さるぐつわをされている男が２人、転がっている。

　近くには、イスにすわったまま、気絶しているか、眠ねむった状態の緑谷先輩の様子が映っているのが見える。

『大だい丈じょう夫ぶ、緑谷お姉さんの脈みゃく拍はくは正常だし、ケガとかもしてないみたい』

　美華子ちゃんが、報告してくれる。

　僕が指示を出すまでもなく、美華子ちゃんは緑谷先輩の状態の確認まで、してくれていたようだ。

　本当に、小学生とは思えないぐらい、頼たのもしい。

　よかった……無事で。

　僕は心の底から、ほっと息をつく。

「すまない、そちらの指示を出せなくて」

　僕は、美華子ちゃんへの手助けができなかったことを、あやまる。

　画像のタイムラグがあるとはいえ、作戦の確認ぐらいはできたはずだ。

　美華子ちゃんから連絡がないから、甘えてしまったけれど。

『作戦は事前にもらってたし、その作戦が、ばっちりはまったんだから、問題なしだよ。ピザの配達のふりをして、出てきたところを、１人目を催涙スプレーとスタンガンで行動不能。中に入ってまちぶせて、不ふ審しんに思って出てきたもう１人をスタンガンで気絶。こんなに思った通りに動くとは、思わなかったけど。さすが圭一郎お兄ちゃんって、感動しちゃった！』

　作戦は僕が考えたけれど、うまくはまってくれてよかった。

　でも、この作戦も美華子ちゃんの、ある技能があったからできたことだ。

「美華子ちゃんが、大人の女性の声真ま似ねができるからこそ、可能だった作戦だけどね」

　そうなんだ。

　美華子ちゃんは、大人の女性の声真似ができる。

　最初、聞かせてもらったときは、びっくりした。

　大人びた、とかそういうレベルじゃない。

　目の前で話しているのが美華子ちゃんだとわかっているのに、大人の女性の姿しか思い浮うかばない声こわ色いろだった。

　その技能があったからこそ、この作戦がたてられたんだし、緑谷先輩をまかせられる、と思った。

　とは言っても、こうもうまくいくとは、思っていなかったけど。

　とにかく今は、このあとのことの指示だ。

「美華子ちゃんは、緑谷先輩と一いっ緒しょに、その場を脱だっ出しゅつしてくれ。増ぞう援えんが行かないとも限らないから、気をつけて」

『りょーかいだよ』

　増援の可能性がまったくないとは言い切れない以上、早くにその場から脱出するべきだ。

　とりあえず、緑谷先輩のことは、美華子ちゃんにまかせれば、大丈夫だろう。

　問題は、こっちだ。

「それでおれたちはどうする？　リーダーを追うか？」

　僕の指示をあおいでくる紅月先輩にむかって、僕はうなずく。

　リーダーをたたく。

　それが、やつらを混乱させる一手になるはずだ。

　爆発物をしかけるために、20人を別行動させている今がチャンスでもある。

「はい。緑谷先輩が救出されたことが、やつらに伝わる前に、決着をつけます」
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　僕と紅こう月づき先せん輩ぱいは、管制室を出て、テロ組織のリーダーを追っている。

　僕は、自分の小型ノートパソコンを、管制室に常につなげて、すべての監かん視しカメラの映像が見られるようにした。

　そのカメラ画像で確かく認にんする限り、一番人数が多いグループが７人で、そのうちの１人が洋よう一いち郎ろうさん。

　リーダーが、爆ばく弾だんをしかけて回る少人数グループの中にいるとは、考えにくい。

　それでは、なにかあったときの、指揮をとりづらいからだ。

　小型ノートパソコンでは、管制室にプログラムを追加して、この７人を自動で追いかけるように設定してある。

　だから、動きはまちがいないはずなのに、なぜだろう。妙みょうな胸むな騒さわぎがする。

　なぜ、このグループだけ、会議場内をこんなに移動しているのかが、わからないのだ。

　洋一郎さんをふくむ７人の集団は、ずっと動きつづけている。

　指揮をとるなら、１つの場所にいたほうがいいはずだけど……。

　警察が現れたという偽にせ情報に、警けい戒かいしているのか？

　それはあり得ない話ではないけど……やはり、なにかがおかしい。

「紅月先輩、少し待って……」

　先を歩く紅月先輩に声をかけようとした瞬しゅん間かん、突とつ然ぜんろう下の数メートル先にある、部屋のドアが開く。

　出てきたのは、迷めい彩さい服ふく姿の銃じゅうを持った２人の男だ！

「圭けい一いち郎ろう！」

　紅月先輩がとっさに、ふり返って、僕におおいかぶさってくる。

　いきおいで床ゆかに倒たおれこみ、背中をうって息が詰つまる。

　パーン！

　かわいた音がろう下に響ひびく。

　銃じゅう声せい!?

　──ポタッ。

　僕の頰ほおに、なにかの水すい滴てきがたれる。

　反射的に、頰を手でこする。

　無造作に、僕はその自分の手を見て、息を止める。

　僕の手の甲こうは、真っ赤に染まっていた。

　──血だ。

　やっと、頭が追いついた。今、なにが起きたかを。

「兄さん！」

　僕は悲鳴のように、さけんだ。

　だけど、紅月先輩はそれには答えずに、すぐさま立ちあがって、銃を持つ相手にむかっていく。

　反はん撃げきされることは、頭になかったんだろう。

　一いっ瞬しゅん反応がおくれた銃を持つ２人を、紅月先輩は、ボディブローと顎あごを打ち抜ぬく掌しょう底ていで気絶させる。

「兄さん、その腕うで！」

　僕は、紅月先輩にかけよる。

　紅月先輩の左の上じょう腕わんから、血がにじんでいる。

「かすっただけだ。たいしたことない……いてっ」

　紅月先輩が、顔をしかめる。

　ダメだ。どこかで治ち療りょうしないと。

　僕はあせりそうになる頭を必死でおさえつけて、冷静に考える。

　ここで待ち伏ぶせされていた、ということは、こっちの動きが読まれていたということだ。

　なら、ここに長くいるのはまずい。

「きついかもしれませんが、移動します」

「ああ、大だい丈じょう夫ぶだ……」

　紅月先輩が、冷や汗あせを頰からたらしながら、笑って見せる。

　こんなときまで、この人は……！

　僕は紅月先輩に肩かたを貸して、安全だと割り出した部屋に、入りこむ。

　ここも控ひかえ室の１つだけれど、要人用ではなく、ここで働く職員むけだ。

　この部屋なら、しばらくは見つからないはず。

　それにここには、治療に必要なものも……あった。

　僕は部屋の棚たなにおかれた、救急セットを見つけて、持ってくる。

　イスに座る、紅月先輩の左腕の服の袖そでを切り取り、傷口を消毒する。

　紅月先輩は、じっと目を閉じて、表情を変えない。

　そのまま、ガーゼをあてて、包帯をまきつける。

　応急処置についての本を、読みこんでおいてよかった。

　包帯の巻き方も、自分の腕で何度か練習してあったから、それなりにうまくやれたはずだ。

「すみません……僕の作戦が甘かった」

　治療を終えて、僕は紅月先輩にあやまる。

　リーダーをおさえれば、テロ組織は連れん携けいを失う。

　そう単純に考えていたのを、相手に見み抜ぬかれて、逆手にとられた。

　管制室のだれかが、襲しゅう撃げきされたことをリーダーに伝えたんだろう。

　それでリーダーは、僕たちの次の行動を読んだ。

　こちらの人数が多ければ、わざわざリーダーから狙ねらっていく必要はない。

　襲撃者が少人数なら、まずリーダーを狙う確率が高くなる。

　そうなれば、逆に待ち伏せをするのがたやすくなる、ということだ。

　そんな当たり前のことを、予測できていなかった。

　僕の失敗だ。

「ちがうぞ、圭一郎」

　紅月先輩は、首を横にふる。

「おれたちで決めて、おれたちで動いたんだ。２人の責任だ」

　紅月先輩は言いきる。

「でも、僕をかばったせいで……」

「弟をかばうなんて、兄としては当たり前のことだからな。さっき、兄さんって言ってくれただろ？」

　紅月先輩は、自じ慢まんげな顔で言う。

　僕はその顔を見て、言葉につまる。そうだ。

　僕はさっき、紅月先輩のことを自然に「兄さん」とよんでいた。

「……兄きょう妹だいだって言われてから、ずっと考えていました」

　僕は、ぽつりと言った。

「ああ、知ってる。悩なやませちまったな」

　紅月先輩は、すまなそうに頭の後ろをかく。

「いえ、それはいいんです。ただ、いくら頭の中で考えても、兄妹かどうかはわからなかった。父さんは父さんだし、ほかに僕の家族の記き憶おくはないから」

　僕にとって、家族といえば父さん１人だった。

　その生活の記憶と思い出しかない。

「だよな……」

「だから、調べました」

「……へ？」

　紅月先輩が、きょとんとした顔をする。

「あれから、自分の戸こ籍せきを調べてみたら、僕はまちがいなく藤ふじ白しろ圭一郎でした。でも、紅月先輩がウソをつくとは思えなかった。だから父の戸籍も調べてみたんです。父のものも一見、おかしなところはないようでしたが、もう少しくわしく調べてみたら、あとから作られたものだとわかったんです。そこからは、するするとわかっていきました。僕が本当は藤白圭一郎じゃなく、紅月圭一郎として生まれたことも」

「まてまてまて！　じゃあ、兄妹だってわかってたのか？　いつから!?」

「はい、調べたのは紅月先輩に兄妹だと言われて、少ししてからですが」

　考えこんでいてもわからない。

　だから、調べつくそうと思ったんだ。

　そして、真実にたどりついた。

「そうなのか……ははっ。それならそうと言ってくれよ。おれなんて、そのために今の中学に入ったんだぞ」

　前に想像していたことが、どうやら事実だったらしい。

「やっぱり、そうだったんですね。でも、僕がべつの中学に進むことは考えなかったんですか？」

「考えたさ。圭一郎の頭なら、もっと偏へん差さ値ちの高い学校に行くこともできる。だけど、圭一郎の家から、一番近い中学はあそこだ。おれが圭一郎と会うためには、あの学校の先輩として待っているしかなかったってだけだ」

　そのために、２年前から、待っていたっていうのか。

　僕のために。

「だけど、兄妹だってわかったなら、どうして今でも、紅月先輩って呼ぶんだ？」

　紅月先輩が、腑ふに落ちないという顔をむけてくる。

「情報は調べられても、感情は追いつかないんです。すぐに兄とか妹だとは、思えなかった。でも、紅月先輩のことが兄なんだと、美み華か子こちゃんが妹なんだと、ちゃんと理解しています。それは伝えておきたくて」

「そっか……そうだよな」

　紅月先輩は、納なっ得とくしたようにうなずく。

「しかしなんだな。こんな切せっ羽ぱ詰つまった状じょう況きょうで、言うことではないのはたしかだな」

　紅月先輩は笑う。

「こんなときだからです。ここから、とれる作戦は２つ。このまま脱だっ出しゅつして、警察に応おう援えんを頼たのむ。今の紅月先輩のケガを見れば、警察も頭から信じないということはないはずです。もう１つは……」

　僕は、２本めの指を立てる。

「このまま、最初のとおり作戦を続行して、テロ計画をたたきつぶす」

　紅月先輩がケガをして、テロ組織のリーダーが簡単な相手じゃないともわかった。

　この今だけが、どう動くかを選択できる、最後の瞬間だと思う。

「なるほどな。で、圭一郎の案はもちろん、テロ計画をたたきつぶすほうなんだろ？　おれと同じで」

　紅月先輩は、見すかしたような顔で、僕を見る。

　……ああもう！

　どうして、この人は僕の心をこうも簡単に読むんだろう。

「はい。でも、紅月先輩には、ケガをしたまま無理をさせることになります」

「かまわない。おれも、このまま引き下がる気は、まったくなかったしな」

　紅月先輩は、気合いのこもった顔つきになる。

　本当なら、紅月先輩のケガを考えても、ここで引き下がるべきなのかもしれない。

　だけど、それだとテロ計画を警察がつぶせるかどうか、かなり微び妙みょうになる。

　僕たちの話を警察に信じてもらう間に、爆弾の設置は完かん了りょうしてしまうだろう。

　そうしたら、圧あっ倒とう的に有利なのはテロ組織のほうだ。

　最初のように、各国の代表のことを狙えなくはなるかもしれない。

　それでも、テロの被ひ害がいを受ける人は確実に出るはずだ。

　その中には、緑みどり谷たに先輩の父親である、洋一郎さんもふくまれるかもしれない。

「圭一郎。作戦は用意してあるんだろ？」

「もちろんです。これから説明します」

　僕はうなずき、ノートパソコンの画面を開く。

　その画面を見せながら、紅月先輩に新たな作戦の説明を始める。

　ここでテロ組織と決着をつける。
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　失敗はできない。それは、多くの人の危険につながるから。

　そして、僕と紅月先輩も無事であることが、絶対条件だ。

　犠ぎ牲せいの上に、テロ計画を阻そ止しするつもりなんてない。

　すべてを解決して、全員無事に帰る。

　都合がよい話でもいい。

　そのために、僕は頭をフル回転させる。

　今度こそ、失敗しない。

　僕は心の中で、強く決意した。







[image: ]




　ガシャン、という音とともに、防火シャッターが下りる。

　それと同時に、煙えん幕まくをはるためのしかけを、防火シャッターの内側の閉へい鎖さされたろう下に、投げこむ。

　たちまち、煙けむりに包まれ、そこにいた銃じゅうを持つテロ組織の男２人が、とまどったように、周囲を警けい戒かいする。

　次の瞬しゅん間かん──

　紅こう月づき先せん輩ぱいが、部屋のドアを開けて、飛びだしていく。

　まさか、部屋から出てくると思っていなかったのか、男たちが反応できていない。

「ぐはっ！」「ごほっ！」

　男２人のうめき声がきこえて、ドサッという倒たおれる音が続く。

「終わったぞ」

　紅月先輩が、出てきた部屋のほうをふり返る。

　その部屋に隠かくれていた僕は、ろう下に出ていく。

「思った以上にうまくいきましたね」

「圭けい一いち郎ろうの作戦がいいからな」

　紅月先輩が、親指を立てて笑う。

　僕の考えた作戦は、難しいものじゃない。

　──各個撃げき破はだ。

　相手が、人数を分散しているのなら、こっちは、その１つ１つをつぶしていけばいい。

　幸いなことに管制室の監かん視しカメラは、こっちがハッキングしたままだ。

　どこにテロ組織のメンバーがいるかは、追うことができる。

　それに合わせて防火シャッターを下ろして、邪じゃ魔まが入らないようにすることも可能だ。

　あとは、僕がつくって持ってきていた煙幕をはり、とまどっている敵を、紅月先輩に倒してもらう。

　シンプルだけど、確実に相手を追いつめていける方法だ。

「ふうぅ……これで５組目か」

　紅月先輩が肩かたで息をしながら、言う。

　さすがの紅月先輩でも、２～３人からなる５組のテロ組織メンバーを倒していくのは、消しょう耗もうが大きかったみたいだ。

　僕が最初から、この方法を使わなかった理由でもある。

　こっちの主戦力である紅月先輩が動けなくなれば、作戦はその時点で失敗だ。

　だけど、ここまできた。

「はい。残りはリーダーたちだけです」

　僕は答える。

　紅月先輩は消耗しているけど、それでも無事にここまでやれた。

　状じょう況きょうとしては悪くない。

　残るは、テロ組織のリーダーたちのみ。

「どこにいるんだ？」

「厨ちゅう房ぼうです。しばらくの間、そこから動いていません」

　僕と紅月先輩をワナにはめたあと、厨房に入り、そこから動いていない。

　やはり、動き回っていたのは、僕たちをワナにはめるためだったというわけだ。

　だけど、状況は変わった。

　追いつめられているのは、むこうだ。

　１組ずつ、テロ組織のメンバーがやられていき、厨房で迎むかえ撃うつ作戦に切り替かえざるを得なくなった。

　今、残っているのは、テロ組織のリーダーをふくめて４人だけど、むこうには人ひと質じちがいる。

　問題は、この人質の洋よう一いち郎ろうさん。

　正面からいったら、人質を盾たてにされて身動きがとれなくなる。

　厨房のある方向へ移動しながら、僕は作戦を紅月先輩に伝える。

「合図をだしたら、作戦通りに」

「本当にその作戦でいいのか？」

　紅月先輩が、真しん剣けんな顔できいてくる。

「ここまでで、紅月先輩の戦せん闘とう能力は、相手に十分に伝わったはずです。気絶させる前に、わざと通信をさせたりしましたから。だからこそ、ここで活いかす必要があります」

「あれも作戦のうちか。わかった。圭一郎の作戦通りにいこう」

　紅月先輩がうなずく。

　厨房が近づいてくる。

　厨房の中の様子は、監視カメラが破は壊かいされていて、わからない。

　ただ、出入りがあれば、ろう下の監視カメラで見られるので、移動していないことだけはたしかだ。

「うまくやれよ、圭一郎」

「紅月先輩も、無事でもどってきてください」

　僕と紅月先輩は、二手にわかれる。

　紅月先輩は、厨房の正面からむかい、僕は迂う回かいするように、ろう下を走る。

　僕は、厨房の裏手のほうにまわりこんでから、パソコンを開く。

「位置につきましたか？」

　インカムで、紅月先輩に確かく認にんする。

『準備万ばん端たんだ』

　心強い返事。

　僕は、パソコンのキーボードのキーを押す。

　すると──

　プシャアアア──！

　厨房内のスプリンクラーが作動して、一気に天てん井じょうから水が降り注ぐ。

「な、なんだこれは！」

「落ちつけ！　ただのスプリンクラーだ！」

　ドアにむけて意識を集中していたところに、天井からの放水。

　ダメージにはならなくても、一いっ瞬しゅんの混乱は起こせる。

　そして、その混乱で十分だ。

　バコン、と派手な音を立てて、厨房のドアをぶち破って、紅月先輩が突とつ入にゅうする。

「貴様がっ！」

　テロ組織の男は、スプリンクラーの放水に気をとられたせいで、紅月先輩への反応が遅おくれる。

　紅月先輩の、ボディブローを受けて、ふらついたところを、追つい撃げきする。

　その瞬間、紅月先輩の後ろから、もう１人の男が、紅月先輩の腕うでをつかむ。

「させるかよぉ！」

　テロ組織の男が、するどいパンチをはなつ。

「くっ！」

　それを首の動きだけで、紙かみ一ひと重えでかわす。

「がはっ！」

　カウンターで、紅月先輩の回し蹴げりが、男の頰ほおに決まる。

　男は蹴られたいきおいのまま、よろけながら後ろに倒れる。

「ふざけやがって！」

　最初にボディブローを打たれた男が回復して、ナイフを持った手を、つきだしてくる。

　紅月先輩は落ちついてその腕をとると、流れるように回転しながら、男を一本背負いで投げ飛ばす。

「ごほっ！」

　背中を打ちつけた男が、そのまま動けずに気を失った。

　落としたナイフは、紅月先輩がすかさず、厨房の端はしにけりとばす。

　その間に、僕も動き出していた。

　紅月先輩が、派手に立ち回っているすきに、厨房の裏口からしのびこみ、洋一郎さんの姿を捜さがす。

　やはり、正面入り口から遠い場所にいる。

　だけど幸いなことに、リーダーらしき人物の位置も、はなれてる。

　いるのは、テロ組織の男１人だけ。

　それでも僕には十分な脅きょう威いだけど、やるしかない。

　僕は、洋一郎さんをつかまえている男の背後にまわる。男の視線は紅月先輩に釘くぎ付づけになっている。

　ふぅ……と小さく深呼吸。

　グッとお腹なかに力をこめる。

　そして、男の背後で立ちあがると、持っていた小型ノートパソコンの角で、思いっきり頭をなぐりつけた。

「がっ！」

　不意を衝つけたおかげだろう。

　男が洋一郎さんをつかまえていた手を、はなす。

「こっちに！」

「き、君たちはいったい……」

　僕は背後に洋一郎さんを、かばうように立つ。

「てめえ！　ふざけた真ま似ねをしやがって！」

　僕の不意打ちの一発程度では、気絶どころか、たいしたダメージにもなっていない。

　男が顔を真っ赤にして、怒いかりの目をむけてくる。

　僕に正面から戦える力はない。

　催さい涙るいガスも、煙幕も品切れだ。

　なぐりかかってくる男に、僕は小型ノートパソコンを、盾のようにかまえる。

　瞬間、バンッ、とはげしい音がして、僕の体が浮ういて、後ろにはじきとばされる。

「つぅ……！」

　床ゆかにしりもちをついて、その衝しょう撃げきに顔をしかめる。

「君、大だい丈じょう夫ぶか？」

　洋一郎さんが心配してくれるけど、それより、先に逃にげてくれたほうがありがたい。

　でも、それを説明している暇ひまもなさそうだ。

　男はそのまま、僕に追撃をしようと迫せまってくる。

　僕はノートパソコンをかかげて、衝撃に備える。

　──と。

「だれの弟に、手を出してんだぁ！」

　真横から、飛んできたようなスピードで、拳こぶしを引いた紅月先輩が現れる。

「なんで、おまえがこっちに！」

　男はおどろきに、目を見開く。

「ふんっ！」

　紅月先輩が、拳を振ふりぬく。

　ガッシャーン、と派手な音を立てて、男が厨房のテーブルを飛び越こえて、床に転がっていく。
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　……なに、あのパワーは。

　中学生離ばなれというか、人間離れしてる。

「ちっ。つい発はっ勁けいを使っちまった」

　紅月先輩が、吹ふっ飛んだ男を見てつぶやく。

　発勁。たしか、中国武術の秘伝だったはずだ。

　小さな体でも、大きな男を吹き飛ばすような力を発揮するという。

　なんで、それを紅月先輩が使えるのか、疑問はつきないけれど、今はいい。

　あとは、テロ組織のリーダーを残すのみ。

　僕は立ちあがる。

「あとは、お前だけだ」

　紅月先輩が、リーダーにむけて１歩近づく。

「貴様らか！　我々の崇すう高こうな計画を邪魔するやつらは！」

　ひげ面づらのリーダーは、怒ど鳴なる。

　リーダーの目は、まだギラギラと光っている。

　この状況でも、まだ計画をあきらめていないらしい。

　いったい、この計画になんの意味があるのか？

　会議場で爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせて、大勢の人を犠ぎ牲せいにして、それになんの意味があるのか？

　本当に、それしか手段がないと思っているんだろうか？

　考えれば考えるほど、僕の中で、フツフツとしたものが湧わきあがってくる。

　どうしたら考えられるんだろうか。こんなくだらない計画を！

「この計画のどこに崇高さが？」

　僕は、１歩前に出る。

「圭一郎？」

　紅月先輩が、おどろいたような表情で、僕を見てる。

　なにをそんなにおどろいて……ああ、そうか。

　僕が怒おこっているからだ。

　どうしようもなく、この最悪な計画を立てたやつに、怒っているからだ。

「どこに崇高さが、あるっていうんですか。ただの女子中学生を誘ゆう拐かいして、爆弾で大勢の人を傷つけることに、なんの意味があるんですか」

　僕は怒りをこめて、問い質ただす。

「ガキにはわからんのだ。世界には、貧困で死んでいく人間が山ほどいる。腹いっぱいの飯を食ったこともないまま、人生を終える人間が山ほどいる。それなのにどうだ？　この国は、世界の一部には、豊かさがあふれている。不公平だとは思わないか？　我々は、それを正そうというのだ！　なにが悪い！　正義は我らにある！」

　テロ組織のリーダーは、声こわ高だかにさけぶ。

　そういう目的のテロ組織だというのは、知ってる。

　世界中に、支部があるということも。

　賛同者だっているんだろう。

　こんな世界を否定したい、と思うような目にあっている人もいるんだろう。

　だとしても！

「悪いに決まってる。おまえたちが傷つけようとした人間には、家族がいる。友人がいる。大切な人がいる。たしかに世界は不公平だ。だけど、だから他人を傷つけたって世界は変わらない！」

　僕は、断言する。

　こんなやり方で、世界は変わらない。

「その通りだぜ、圭一郎！　他人を大勢傷つけて世界を変えようなんて、おれにだってムチャクチャだってわかる」

　紅月先輩が、大きくうなずいてくれる。

「ガキが！　偉えらそうな口を！」

　リーダーが、僕にむけて銃をかまえる。

　とっさに僕は、洋一郎さんにおおいかぶさるように、テーブルの陰かげにたおれこむ。

　パンッ！

　銃じゅう弾だんが、さっきまで僕がいた場所を、通りぬけて、奥の窓ガラスを割る。

「圭一郎を狙ねらいやがったな！」

　紅月先輩が、リーダーとの間合いをつめようと動く。

　だけど、リーダーと紅月先輩の間には、テーブルがあって、すぐにはつめられない。

「バカめ！　わざわざ撃たれにきたか」

　パンッ！

　銃じゅう声せいが鳴り響ひびく。

　僕はあわてて顔をあげて、紅月先輩のことを見る。

　よかった……先輩は無事だ。

　でも、リーダーが持つ銃からは、３メートルぐらいしか、はなれていなかったはずだ。

　まさか、銃弾をかわした？

「な、なにをした……銃弾をかわしたのか……」

　リーダーが、目を見開いて、恐おそれるように紅月先輩のことを見てる。

「おまえの目線と、銃じゅう口こうが見えていれば、それぐらいはやれる」

　紅月先輩は、一気にリーダーとの間合いをつめる。

「眠ねむっておけ！」

　ふりおろされた拳に、リーダーが床にたたきつけられるように、たおれこむ。

　紅月先輩が、リーダーが落とした銃を蹴け飛とばしておく。

　動く様子もないし、リーダーも気絶したみたいだ。

　それにしても……。

　銃弾をかわすなんて、さすがにムチャクチャすぎる。

　どういう反射神経をしてるんだ、あの先輩は。

　それから、紅月先輩は、気絶したテロ組織のメンバーたちを縛しばりあげていく。

　その間に僕は、リーダーが持っていた、爆弾の起き爆ばく装置を解かい析せきしておく。

「これでよし、と」

　爆弾側が起爆信号を受けつけないように、信号を送っておいた。

　これで、よほどの衝撃でも与あたえない限り、爆発することはない。

　爆弾の処理は、警察にまかせて大丈夫だ。

「君たち！　なにものなのかは知らないが、だが娘むすめが捕つかまっているんだ！　助けてもらえないか！」

　作業をしている僕と紅月先輩に、洋一郎さんがすがるように、必死で言ってくる。

　僕と紅月先輩は、顔を見合わせる。

「大丈夫です。緑みどり谷たに先輩のことはもう、助け出してありますから」

　僕はそう言って、緑谷先輩がビルの外にいる画像を、洋一郎さんに見せる。

「これが、今から30秒前の画像です」

「本当に……？」

「はい。そもそも、それが第一の目的でしたから」

「ありがとう！　本当にありがとう！」

　洋一郎さんは、僕の手をつかんで、涙なみだをうかべてお礼を言う。

　え～と、これはどうしたらいいんだろうか。

　こんなふうにされたことがないから、対応にこまる。

　紅月先輩が、困る僕をニヤニヤと笑って見てる。

　そんな顔をしてないで、助けてほしいんですけど。

　少しして、落ちついた洋一郎さんをおいて、僕と紅月先輩は、脱だっ出しゅつの準備をする。

　悪いけれど、洋一郎さんには、ここに残っていてもらわないといけない。

　事情の説明をしてもらわなければ、いくらなんでも警察も理解するのに、時間がかかるだろうし。

「あの……できれば、僕たちのことは、警察に言わないでもらえると……」

　僕は、都合のいい話だと思いつつも、洋一郎さんにお願いをしてみる。

　後こう悔かいはしていないけれど、さすがに、ばれたらまずいことを、色々とやりすぎている。

「言わないよ。まあ、言っても信じてもらえないだろうがね。でも、本当に感謝している。ありがとう」

　洋一郎さんは、あっさりと僕のお願いを、受け入れてくれる。

　でも、たしかに中学生らしき子供２人が、テロ組織を倒していったなんて話をしても、信じてもらえないだろう。

　監視カメラの画像は、全部消去済みだし。

　僕と紅月先輩は、洋一郎さんにお別れを言って、会議場の外に出る。

　ほんの２時間ほどなのに、久々に外の空気を吸った気がする。

　日差しが強くて、スプリンクラーの放水でぬれた服が、ちょうどかわきそうだ。

「終わったな……っとと」

　紅月先輩が、その場で足をもつれさせたように、ふらつく。

「先輩！」

　僕はあわてて、紅月先輩の体を支える。

「血を流しているんです。そのあとにあれだけ動いたんだから、疲ひ労ろうで限界のはずです」

「ああ、少し疲つかれたな」

　よく見れば、紅月先輩の表情からも、疲労が感じとれる。

　こんな顔の紅月先輩は、初めて見る。

　よっぽど無む茶ちゃをさせたんだろう。

「気にするな。おれがしたくてやったことだ。それに、それは圭一郎も同じだろ？」

「それは……そうです。今すぐ、ベッドに飛びこみたい。そして12時間眠りたい」

　僕は、素す直なおな今の気持ちを言う。

　作戦の準備から、ろくに寝ねてない。

　そのあとは、緊きん張ちょう続きでテロ組織と対決。

　疲れないわけがない。

「たしかにな。──でもその前に、やることがあるだろ？」

　紅月先輩が、笑いながらも、きいてくる。

「もちろん」

　そうだ。まだ休めない。
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　僕と紅こう月づき先せん輩ぱいが、美み華か子こちゃんと落ち合うことにしたのは、中学校近くの雑木林だった。

　テロ組織からの追っ手はないと思うけれど、念のため、人目を避さける場所に潜ひそんでいてもらった。

　雑木林を歩いていくと、大きめな切り株に、美華子ちゃんと……緑みどり谷たに先輩がすわっているのが見えた。

　緑谷先輩は少しやつれたようだけど、元気そうでほっとする。

　この姿を、直じかに見るまでは、安心できなかったんだ。

　なにやら、立ちあがろうとする緑谷先輩を、美華子ちゃんが必死でなだめている。

　ずっと拉ら致ちされていたから、まだ混乱しているんだろうか。

　僕と紅月先輩が、近づいていくと、切り株から飛びあがるようにして、僕と紅月先輩につめよってくる。

「父が！　国際会議でテロが起きそうで……！」

　緑谷先輩は混乱しているせいか、話が断だん片ぺん的になってる。

　でも、言いたいことはよくわかる。

「大だい丈じょう夫ぶです。これを見てください」

　僕はノートパソコンで、ニュース記事を見せる。

　国際会議場でテロ未み遂すいがあったこと、犯人が捕つかまったことが、速報記事として出ている。

　はっきりとは写っていないけど、洋よう一いち郎ろうさんらしき人の写真も出ている。

　警察とマスコミに連れん絡らくしておいたから、ここにくるまでに、警察の捜そう査さと同時に、報道も一いっ斉せいにされている。

　緑谷先輩が、なにが起きているのかわからない、という顔でニュース記事を見つめている。

「わたしを助けてくれた人といい、いったいだれが……」

　緑谷先輩が、ぽつりと言う。

　美華子ちゃんが、そっとこちらに視線を送ってくる。

　どうやら、自分が助けたとは言わずに、だれかが助けたのを介かい抱ほうしていただけ、と伝えたみたいだ。

　説明したところで、まさか美華子ちゃんが助け出したとは、思わないだろうけど。

「細かいことは、気にするなって。誘ゆう拐かいされてたのが、助かったんだろ」

　紅月先輩が、緑谷先輩に言う。

「……誘拐されていたって、わたし言った？」

　緑谷先輩が、ジト目で紅月先輩を見る。

　先輩！　せっかく美華子ちゃんがうまく話してくれていたのに、よけいなことを！

「あ、ああ……言ったよ。さっき言った！」

　紅月先輩は、それで押し切るつもりらしい。

　緑谷先輩も、疑ぎ惑わくの目をむけつつも、それ以上はきいてこない。

　さっきは混乱していたから、言っていないと断言できないのかもしれない。

　助かった……。

「よくわからないけど……ありがとう」

　緑谷先輩が頭を下げる。

「な、なんで緑谷先輩が、僕たちに、お、お礼を言う必要なんて……」

　僕はあわてて、両手をふる。

　緑谷先輩が目の前にいると思ったら、また緊きん張ちょうしてきた。

　なんなんだろう、この体質。やっぱり病気だろうか。

「それでも、よ。こうしなきゃいけないって気がするの」

　緑谷先輩はそう言って、笑え顔がおを見せる。

　その笑顔を見て、僕は心臓の鼓こ動どうが速くなるのと同時に、やっと終わったんだという気持ちになる。

　せわしない、僕の心臓だ。

「とにかく、家に帰って家族を安心させたらどうだ」

「うん、そうするね」

　紅月先輩の提案に、緑谷先輩はうなずく。

「すみません！　い、家まで、送って行きたいところなんですが……」

「ううん、大丈夫。心配してくれてありがとう」

　緑谷先輩は首を横にふって、雑木林から出ていく。

　道路を、しっかりとした足取りで、家のあるほうに歩いていく、先輩の後ろ姿を見送る。

　あれなら、家まで帰るのは大丈夫そうだ。

　緑谷先輩は、これから色々と警察に事情をきかれることになるだろう。

　本当なら家まで送っていきたかったけど、緑谷先輩の家には警察がすでに行っているはずだ。

　僕たちが付きそって、事情をきかれても、ややこしくなる。

　洋一郎さんにも事情聴ちょう取しゅがあるだろうけど、僕たちのことは話さないと、約束してくれた。

　これで、本当に事件も終わりだ。

　僕と紅月先輩と美華子ちゃんは、視線をかわすと、雑木林を出て、家にむかってゆっくり歩く。

　久しぶりの平和な日常な気がする。

　国際会議場にいたのは、ほんの数時間のはずなんだけど、もう何日もテロ組織と戦っていた気分だ。

　心ここ地ちよい風が吹ふいていて、緊張と動きっぱなしで火ほ照てった体を、冷ましてくれるのが気持ちいい。

　そんなふうに、住宅街を歩いていると、

「──なあ。おれたちは、もう怪盗だよな？」

　紅月先輩が、突とつ然ぜん、血迷ったようなことを言い出す。

「なんですかいきなり。しかも、なんで怪かい盗とうなんですか？　探たん偵ていとかならともかく」

　今回の事件解決に、怪盗らしいところなんて、なかったはずだ。

　どちらかといえば、テロ組織の計画を事前に阻そ止ししたんだから、探偵のほうが近いはずだ。

　そもそも、怪盗というには、なにも盗ぬすんでない。

「圭けい一いち郎ろうこそ、なに言ってるんだ。おれたちの家系がどういうところかまでは、調べなかったのか？」

　紅月先輩は、僕のほうがおかしい、と言わんばかりだ。

　おれたち……つまり、紅月家の家系ってことか。

　そういえば、父が戸こ籍せきの偽ぎ造ぞうをした、ということは突つき止めたけれど、なんでそんなことができるのか、までは、調べているひまがなかった。

　普ふ通つうに考えて、ただの人ができることじゃない。

「どんな家系だって、いうんですか」

　嫌いやな予感がしつつ、僕はたずねる。

「うちの家系は、代々、義ぎ賊ぞくをやっているんだ。家族というか、一族全員でな。昔からそうだったらしいし、じいさんの話だと、先祖がネズミ小こ僧ぞうだとか言っていたな。本当かどうかはあやしいが」

「まさか、そんな一族が……？」

　僕は、すぐには信じられない。

　義賊の家系？

　しかも、それが紅月先輩たちの家系って……。

　……普通なら信じられない話だけど、すごく腑ふに落ちる気がする。

　紅月先輩の戦せん闘とう能力や、鍵開け技術。

　美華子ちゃんの小学生離ばなれした行動力に対応力、それに大人の声真ま似ね。

　義賊に必要な技能だと言われれば、そうかもしれない。

　だけど、だからって……。

「あるんだよ。そして、圭一郎。おまえもその一員だってことを忘れるなよ」

　紅月先輩が、僕の首に腕うでをまわす。

　そういえば、僕も紅月家の一員だったんだっけ。

　兄妹きょうだいというのも、受け入れるのが精せい一いっ杯ぱいなのに、さらに義賊の一族とか、頭が痛い。

「それにしては今回、盗んだものがなかったじゃないですか」

　僕は、ささやかな抵てい抗こうを試みる。

　義賊の一族だとしても、今回はなにも盗んでいない。

　怪盗にも義賊にも、ならないはずだ。

　だけど、紅月先輩はあっさりと、言い返してくる。

「盗んださ。おれたちのターゲットは悪。この世界から悪を盗み出す怪盗だ。盗とう品ひんがあれば盗み出して元の持ち主のところへ。犯罪計画があれば、そいつだって盗み出して阻止する。怪盗らしくな」

「無む茶ちゃ苦く茶ちゃだ」

　形のないものを盗むことまで、怪盗っていうんだろうか。

　僕だって、怪盗の正確な定義なんて知らないし、どうしたら怪盗と名乗っていいのかなんて、わからないけれど……。

「だけど、おもしろそうだろ？　怪盗」

「そうそう！　だから、お兄ちゃん。わたしたち今回、うまく怪盗やれたって思わない？　いい感じだったよね」

　美華子ちゃんが、僕の腕をとって、楽し気に、ぶんぶんとふる。

　いつの間にか、僕の呼び方が「お兄ちゃん」に完全に変わっている。

　まあ、いいけど。

「でも、なんで怪盗なんだ。義賊なんだろ。怪盗って名乗る必要はないじゃないか」

　怪盗なんて、派手で、目立ちそうで、あんまり僕好みじゃない。

「昔から、美華子と決めてたんだよ。圭一郎と一いっ緒しょに、『いつか兄妹３人で、正義の怪盗をやる』って」

　紅月先輩の言葉に、美華子ちゃんもうんうんと、うなずいている。

　それは……ずるい。

　そう言われてしまうと、僕はなんにも言えない。

　紅月先輩が、美華子ちゃんが、どれだけ僕を待っていてくれたか、気づいてしまったから。

　僕が兄妹のことを知らずにいた間も、待ち続けて、今でもちゃんと兄とも妹とも呼んでないのに、２人は、弟だと、兄だと思っていることにも。

「そりゃあ、兄妹なのは、認めるけどさ……」

　僕は、そっぽをむきつつ言う。

　まだ兄妹だと言うのは、照れくさい。

「今はそれでいいさ」

　紅月先輩が、いつにない優やさしい声こわ音ねで言う。

「でも、怪盗の名前が、まだないよ」

　美華子ちゃんが、話をどんどん進める。

　名前まで決めるつもりなのか。

「名前か。怪盗……ウイング？」

　紅月先輩が、提案する。

「自分の名前を入れたいだけでしょ」

　美華子ちゃんが言う。

　まあ、そうだろう。翼つばさだし。

「なら、怪盗ムーン？　いやちがうな。──怪盗レッドでどうだ？」

　紅月先輩が、あごに手をあてつつ、考えながら言う。

「なんでレッド。紅月だからですか？」

　紅は赤。

　つまり英語でレッドではある。

「それもあるが、おれたちがやるのは正義の怪盗だ。人を助けるために盗み、私利私し欲よくのために盗まない。そういう信念の炎ほのおを、持ち続けるって意味もある。圭一郎が、テロ組織のリーダーに啖たん呵かを切ったみたいにな」

　紅月先輩がそう言って、にやりと笑う。

「それは忘れてください。自分でもらしくないって、思っているんですから」

　あのときは、自然と言葉が出てしまったんだ。

　今考えると、恥はずかしくて頰ほおが熱くなる。

「なにそれ！　なにそれ！　わたしも見たかったよ！」

　美華子ちゃんが、頰をふくらます。

「で、圭一郎はどう思う？」

　紅月先輩がきいてくる。

　美華子ちゃんも、僕に注目してる。

　僕に最終判断を委ゆだねる。そういうことらしい。

　委ねられても、困るんだけどな。

「……いいんじゃないですか。自分の金もうけのためなんて言われたら、警察にかけこむところだけど。……怪盗レッドか。兄妹だってことにも、まだ実感がわかないのに、怪盗なんて……」

　本当は頭をかかえたい気分だ。

　だけど、今回みたいに事件を解決するのも悪くないかもしれない、と心のどこかで思う僕もいる。

「大丈夫。そのうちわくさ。兄妹の実感も、怪盗だっていう実感も」

　紅月先輩が、優しい笑え顔がおで僕の肩かたを軽くたたく。

　そうなるのがいいことなんだか、どうなんだか。

　今の僕にはよくわからない。

　ただ、わからないなら、一歩、前に進んでみるのも悪くないかもしれない。

　──この２人と一緒になら。
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　日曜日。

　僕は父さんの運転する車で、山奥の道路を走っていた。

　それもこれも、あるところからの急な呼び出しが原因だった。

　呼び出したのは──紅こう月づき家。

　父さんに、紅月家から呼ばれているから、ついてきてほしいと言われて、言われるがままにやってくることになった。

　本当なら、もっと説明を求めたいところだけど、なんとなく予測もついていたから、質問もろくにしていない。

「圭けい一いち郎ろう、急にこんなことになってすまない。くわしい説明は、ひいお祖じ父い様よりあるだろうが、色々とおどろかせることがあると思う」

　父さんはそう言って、今日は朝からずっと、申しわけなさそうな顔をしてる。

「わかってる。気にしてないよ。逆に感謝してるぐらいだから」

　僕は、すべてわかっているという意味をこめて、答える。

「圭一郎……？」

　父さんは、僕の反応に、おどろいたような顔をしてる。

「前見て運転してよ、あぶないよ」

「あ、ああ……」

　父さんがうなずきながら、運転の間中、ずっといぶかしげな顔をしていた。

　車で４時間かけてたどりついたのは、かなりの山奥。

　さすがに、車に乗りっぱなしで疲つかれた。

「よぉ、圭一郎」

「お兄ちゃん、ようこそ紅こう月づきの里へ」

　紅月先せん輩ぱいと美み華か子こちゃんが、出で迎むかえてくれる。

　どうやらここは、紅月の里というらしい。

　忍にん者じゃの隠かくれ里、みたいなイメージだろうか。

　まあ、普ふ通つうに道路で来られるわけだし、隠れてもいないけど。

「おまえたち……そういうことか」

　父さんは、僕たちの様子を見て、なにか納なっ得とくしたのか、なにも言わずに紅月の里を案内してくれる。

　茅かや葺ぶき屋根、とはさすがにいかないまでも、かなり古くに建てられたように見える家が多い。

　それだけで、歴史があるというのは、わかる。

　その中でも、ひときわ大きな家に、父さんに案内される。

「ここが、ひいお祖父様──紅月家当主の家だよ」

　父さんが言い、僕と紅月先輩、美華子ちゃんと中に入っていく。

　奥の部屋のふすまの前に行き、父さんが声をかける。

「紅月怜れい二じです。翼つばさ、圭一郎、美華子を連れてまいりました」

「入れ」

　中から、低い厳おごそかな声がきこえてくる。

「わたしは、ここまでだ。中には３人で入るんだ。あとで母さんも入れて、家族で話そう」

　父さんに言われて、僕たち３人はふすまを開けて、部屋の中に入る。

　部屋の中には、１人の老人がすわっていた。

　白はく髪はつで80代後半のお年寄りに見えるけれど、弱々しい雰ふん囲い気きはまったくない。

　この人が、父さんの言い方だと、僕の曾そう祖そ父ふなんだろうか。

　幼いころには会ったことはあるのかもしれないけど、まったく覚えてないな。

「翼、圭一郎、美華子。よく来たな。とくに圭一郎。突とつ然ぜんのことで、とまどったことだろうな」

「はい……」

　なんとなく、想像はついていたから、そこまでのとまどいはないけれど、一応うなずいておく。

「わしの名は、紅月源げん蔵ぞう。紅月家の当主であり、そなたの曾祖父だ。そしてここは、紅月の里という。紅月家は代々義ぎ賊ぞくの家系。そこで圭一郎、おぬしは生まれた。しかし、生まれつき体の弱かったおぬしには、義賊の仕事はつとまらない、と思われた。だから、怜二夫ふう婦ふの願いを聞き届け、街で普通の子として育てることにした。怜二には、街での情報収集の仕事に、あたってもらっていたがの」

　それで父さんは、帰りが遅おそかったりしたのか。

　残業だと言われたら、僕からしたら区別がつかないから、気づきようがない。

「そのさいに偽ぎ装そうしたのは、藤ふじ白しろの名字と戸こ籍せきじゃ。圭一郎という本来ならば長男につけるべき、『一いち郎ろう』という文字が入っているのも、おぬしに疑念を抱いだかせぬためのもの。おぬしは両親にとても愛されておったのじゃ」

　どうやら、両親のことをかばってくれているみたいだ。

　たしかに、母さんのことは覚えていない。

　でも、父さんから愛情を感じなかったことはない。

　父子家庭として、不足なく育ててくれたことに、感謝しかない。

「だが、今回その偽装をやぶってまで、おぬしを連れてきたのは、その才が紅月の里に必要だと考えたからだ。おぬしは、幼いころこそ病弱だったが、今では、人よりいくらか体力がないという程度じゃろう。そしてなにより、その頭脳じゃ。表に出さないようにしておるようじゃが、おぬしは、いわゆる天才よ。その才を放ほうっておくには、惜おしいと考えたのじゃ」

　ひいおじいさんと呼ぶにも、実感がないから、源蔵さんとよぶけれど……ずいぶんと勝手な話だ。

　必要ないと切り捨てておいて、必要があると思えば連れもどす？

　紅月先輩と美華子ちゃんがいなかったら、こんな話にはしたがわずに、僕は真っ向から反はん抗こうしていただろう。だけど、今はちがう。

　両どなりには、紅月先輩と美華子ちゃんがいる。

　２人と事件を解決してきたから、そう思える。

　そして源蔵さんが、次に言いたいこともわかってる。

「つまりじゃ。おぬしらには、今日から義賊をやってもらう。突然のことじゃろうが、なに、すぐに慣れる」

　源蔵さんの言葉に、僕は紅月先輩と美華子ちゃんと顔を見合わせる。

　……やっぱりか。こういう話だとは思っていたんだ。

　そして、こういう話がくるだろうという推測は、紅月先輩と美華子ちゃんにも伝えてある。

　だから、僕たちの答えは１つだ。

　この答えをきいたときに、源蔵さんは、どんな顔をするだろうか。

　そう思うと、少しだけ胸がスーッとした。

　そうして僕たちは、声をそろえて言った。




「「「怪かい盗とうなら、もうやってる」」」
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